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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　ＣＯＮＴＥＮＴＳ







おおかみさんあやしげな40人くらいの紳士たちの前でぶち切れることになる

亮士くんついにいばらを突破しておおかみさんを目覚めせる

噓つきおおかみさんついに噓の毛皮を脱がされ正体を現すことになる

おおかみさん大団円で数日遅れのクリスマスパーティに参加する

あとがき
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　　　おおかみさんあやしげな40人くらいの紳しん士したちの前でぶち切れることになる







　ある冬の日の放課後、教室で亮りよう士しくんが机を運んでいた。

「よっと。ふぅ……これで掃そう除じはだいたい終わりっスね」

「あとはゴミ捨てに行った涼りよう子こちゃんが、帰ってきたら解散ですの」

　どうやら今は掃除の時間で、おおかみさんたち三人は、掃除当番のメンバーに入っていたようだ。

　……掃除当番とか、実に青春的な響ひびきですよね。

「……あ、涼子ちゃんが帰ってきましたの」

「帰ったぞー。あーだりー」

　空のゴミ箱を引きずりながら帰ってきたおおかみさんは、気け怠だるげな雰ふん囲い気きを発散する。

「まじだりー」

　皆みなさんご存じのように、このおおかみさんの中身はすんごく乙女おとめなんですが、狼おおかみの毛皮をうまくかぶりすぎてるおかげで、行動がとてもワイルドになってしまっているんです。

　なので、ヒロインにあるまじき言動ですが、許してあげてください。

　それにほら、おおかみさんは普ふ段だんがこうだからこそ、デレた瞬しゆん間かんのかわいさが引き立つわけですよ。

「お疲つかれ様ですの。というわけでみなさん、掃そう除じはおしまいですのよー」

「はーい」

「うーい」

「おつかれー」

　そのりんごさんの声に、思い思いに返事をしたあと、掃除当番だったほかの生徒の皆みなさんも帰っていく。

　これから学生の時間、皆さんお待ちかねの放課後の始まりです。

「いやいや、今日も終わったっスね」

　今日のお勤めが終わり、亮りよう士しくんは、んーと伸のびをする。

　そんな亮士くんにおおかみさんは聞いた。

「今日はどうするんだ？」

　亮士くんの放課後は、当番のときは御お伽とぎ銀行地上支店で依い頼らい者を待つ。当番じゃないときは、御伽銀行地下本店でだべる、おおかみさんと一いつ緒しよに帰る、あとは紳しん士しの集まりに顔を出したりする、という感じだ。

　にもかかわらず、おおかみさんがこう聞いたのは、最近はそれらの割合に変化が見られてきたから。

「あ、今日も用があるんで」

「……そうか」

　そう、ここ最近、当番じゃない日に地下本店でだべったり、一緒に帰ったりする回数が減っているのだ。

「それじゃあ、涼りよう子こさんまた明日っス!!」

「おう」

「ついでに赤あか井いさんも!!」

「はいはい、さよならですの……と、ちょっと待ってくださいの」

　おおかみさんとりんごさんに別れの挨あい拶さつをしたあと、走って教室を出ていこうとしたテンションの高い亮士くんだったが、りんごさんに呼び止められ足を止めた。

「なんっスか？」

　そう聞く亮士くんに、りんごさんはとててててと走り寄り、ぱっぱっと肩かたを払はらった。

「ゴミがついてましたの」

「あ、ありがとうございますっス」

「いえいえですの」

「では今度こそ、さよならっス～」

　そんな走り去る亮りよう士しくんの後ろ姿を、おおかみさんはただただ見送るしかなく。

　だが、その表情は平静を装よそおいつつもどことなく寂さびしげだった。

　──……いったいなにをやってるんだろう。気になるし、なによりあまり一いつ緒しよにいられなくて寂しい。でもなにをしてるのか聞くなんて、乙女おとめとしてはできないし、行かないでなんてとても言えない。いったいどうしたらいいんだろう……

「てめえ、勝手にオレの心の中をねつ造してんじゃねーよ!!」

　地の文に割り込んで、おおかみさんの心の内をねつ造したりんごさん。もうなんでもありですね。

「ねつ造なんて、失敬な……だって私は涼りよう子こちゃんの心の中を勝手に覗のぞいてそれを代弁してあげただけですし」

「なお悪いわ!!　つーかなんでそんなことができるんだよ!!」

「そりゃ、私が涼子ちゃんのことを好きすぎるからですのよ」

「むぐっ」

　純真無む垢くできらきらな瞳ひとみでさらっと好きだと言ったりんごさんに、おおかみさんは黙だまり込む。

　相変わらず他人の真正面からの好意に弱い、おおかみさんです。

「まあ、それはともかくですの。私の推すい測そくによると、涼子ちゃんは森もり野の君が気になって気になって仕方ないみたいなんですけど……」
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「気になってねーよ!!」

「なるほど、……寂さびしいのほうだったんですのね」

「寂しくもねーよ!!」

「なっ！　ということは、欲求不満な若い身体からだをもてあましているということですのっ!?　なんてことですの？　涼りよう子こちゃんがいつの間にか大人の階段を上ってたなんて……」

「上ってねーよ!!　つーかオレはまだ!!　ま……だ……」

　なんかすごい発言をしそうになったおおかみさんですが、どうにか踏ふみとどまりました。

「まだ……なんですの？」

　ですが、それを見逃のがすりんごさんではありません。りんごさんは再びきらきらした純真無む垢くな瞳ひとみでそう聞き……

「…………」

　ごんっ

「いたいですのっ!!」

　顔を真っ赤にしたおおかみさんに、いつも通りゲンコツを落とされてしまう。

「調子にのんな!!」

　まあ、いつものお約束です。

「いつつ、なんだか涼子ちゃんのつっこみから、愛情が感じられなくなってきてるのが気になりますけど……」

　りんごさんは涙なみだ目めで頭をさする。

「誰だれのせいだと思ってる!!」

　自じ業ごう自じ得とくですよね。

「……それはそれとして、森もり野の君が御お伽とぎ銀行に顔を出す頻ひん度どが減るときは、なにかやってるときではあるんですのよね。それが良いことか悪いことかはわかりませんけど」

　良いときは、猫ねこさんに修しゆ行ぎようをつけてもらってました。

　悪いときは、公園でおっぱいおっぱいと叫さけびながら、走り回ってました。

　……あらためて書いてみると、落差が激しいですよね。

「と、いうわけでこれですの!!」

　りんごさんがばばーんと取り出したのは、なにやらトランシーバーのような小型の機械だった。

「なんだそら」

「盗とう聴ちよう器の受信機ですの」

「……なにを盗聴するんだ？」

　当たり前のように盗聴器の受信機を取り出したりんごさんを、おおかみさんはスルーしました。

　りんごさんなら仕方ないという感じでしょうか。

「森もり野の君ですの」

「ああ、なるほど、さっきゴミを払はらったのは……」

「そうですの。あのときに超ちよう小型の盗とう聴ちよう器をポッケに忍しのばせたんですのよ」

　りんごさんは自信満々にない胸を張る。

　いやまあ、たしかにすごいんですが……女子高生には間ま違ちがいなく必要ないスキルですし、なによりあなたの大親友であるおおかみさんが、本気であきれてますよ？

「おいおい…………ったく、抜ぬけ目めねーな。つーかなんでそんなことを？」

「んなもん、涼りよう子こちゃんが寂さびしそうにしているからに、決まってるじゃないですの」

「だから寂しがってねー!!」

　今度は友達想おもいなりんごさんが、おおかみさんの反論をスルーする。

　友情ってすばらしいものですねー。

「ぶっちゃけ、私ほど涼子ちゃんと森野君を観察……じゃなくて、温かく見守っている人はいないんですのよ？　なにか異変があれば、それがどんな些さ細さいなことだって、すぐ気づきますのよ」

「…………」

　ここまで見事に見抜かれてると、さすがのおおかみさんも逆ギレはできないようだ。

「というわけで、さっさと森野君を追いますのよ？　受信範はん囲いは周囲の状じよう況きようによって変わりますけど、だいたい百メートル前後なので、それくらいの距きよ離りを保ちながら尾び行こうですの」

　そして亮りよう士しくんに少し遅おくれて、おおかみさんとりんごさんが教室を出ていく。

「まったく、尾行も一苦労ですのよねー、森野君ってばムダに気配に敏びん感かんですし」

　盗聴器の受信機を持って歩いている、怪あやしすぎるりんごさんはそうつぶやいた。

　亮士くんは人の気配に敏感すぎるので、普ふ通つうに尾行なんてできないわけです。

　なので、機械頼だより。受信機から音が聞こえてきたら、亮士くんが近くにいるということなので、それを頼りに亮士くんを探しているのだ。

「……おっ、反応ありですの」

『はぁはぁ……』

「……森野君はただいま興奮中っと」

「いや、ただ走ってるだけだろ」

　りんごさんは耳と脳が腐くさっているから、そう聞こえるんですよ。

『到とう着ちやく……っス!!　とん　とと　とんとん　とんとん』

「……む、どこかの扉とびらを、ノックしましたのね」

『ニーソの心は？』

『和の心!!』

『無む駄だを削けずった』

『わびさびの世界!!』

『……よし入れ』

　聞こえてきたのは合い言葉でした。……たぶん。

　ちなみに、『オオカミさん』シリーズの主人公であるはずの亮りよう士しくんは、重度の脚あしフェチです。特におおかみさんの脚が大好きなのです。

「なんだそりゃ……」

　だが、それを聞いて、おおかみさんはあきれ返り、

「ふむ……ニーソ、特に黒のオーバーニーソだと、脚のシルエットが強調されるし、絶対領域で区切られることで脚という要素だけを抽ちゆう出しゆつし、その造形の美しさをより愛めでることができる。昔の有名な茶人が、無駄をそぎ落とした黒い湯飲み茶ぢや碗わんを愛用したと聞いたことがありますし、不要なものを削ることにより脚の本質を浮き上がらせるニーソを愛するということは、和の心……わびさびに繫つながっているということじゃないですの？」

　りんごさんは感心したようになにやら考察する。

「いや、そういう意味じゃねーよ。つーかなに真面目まじめに考察してんだよ。馬ば鹿かすぎるとあきれてんだよ」

　りんごさんは、あの集団の中に入っても立派にやっていけそうですね。

「ん～でも、あの年とし頃ごろの男の子はだいたいこんな感じだと思いますのよ？　それにほら、今時合い言葉とか、かわいく思えてきませんの？」

「こねーよ」

　ふっ、やはり女には男のロマンがわからないようですね。

　……え？　りんごさんはわかってるって？　そりゃりんごさんは、りんごさんですし、普ふ通つうの女の子に分類しちゃいけませんよ。

　おおかみさんとりんごさんがそんな馬鹿なやりとりをしている間に、合い言葉のあとゴゴゴゴと重厚な音を立てて開く扉とびら……教室の扉のはずなので、たぶん恐らく間ま違ちがいなくただの演出か気のせいですから、気にしないでください。

　おおかみさんとりんごさんは、受信機から漏もれ聞こえてくる音に耳を傾かたむける。

『おっ森もり野のが来たぞ』

『おせーぞ森野』

『すっすいませんっス、今日掃そう除じ当番だったんで……』

　聞こえてくるのは男の声ばかり。亮士くんはどうやら、野や郎ろうがたくさん集まっている部屋に入ったようです。

　……まあ、さっきの合い言葉といい、どう考えてもいつものあのお馬鹿な集まりなのですが。

『掃そう除じ当番か……それは仕方ないな』

『ああ、仕方ない』

『さぼったら、かぐや先生が困るからな』

『美人を困らせるやつは紳しん士しではない』

『うむうむ』

『かぐや先生、美人だし清せい楚そな大人の女の色気があふれてるからな』

『お色気むんむんではないが、逆にそれがいいからな……』

『優やさしいお姉さんっていいよな』

『……なんだかすごく、かぐや先生を困らせたくなってきたぞ』

『たしかに。困らせて「んもう、困った子ね」とか言われたい』

『おでこをつんつんされたいな……』

『……ごほん』

　その咳せき払ばらいでぴたっと静まる紳士の皆みなさん。発言とこの連れん携けいのよさ……やっぱり紳士の皆さんですね。

『では、主役が来たところで、第３回どうすればツンデレをスムーズにデートに誘さそえるか会議を始める!!』

　そして、妙みような名前のついた会議が始まった。




　ちょっとここで場面を変へん更こうしまして、御お伽とぎ学園の某ぼう所しよにある空き教室の中。

「さて、今までの会議で、行く場所は御お伽とぎ花ばな市しの外がいいということになったわけだが」

　そこでは、活発に議論が交かわされていました。

　議論を交わしているのは、40人前後の紳士たち。……狭せまい空き教室に40人前後の男、かなりむさ苦しい絵え面づらですが、どうにかついてきてください。

「まあ、大おお神かみはツンデレだからな」

「デートに誘うにしても、知り合いがたくさんいそうなところは避さけるべきだ」

「かといって遠すぎるのもな、遊ぶ時間が減るし、交通費もかかる」

「森もり野のがヘタレじゃなかったら、わざと遠くに出かけて、遊びに夢中[image: →]気がつけば夜遅おそく[image: →]終電がない[image: →]どうする？　[image: →]ラブホにゴー、みたいなのもいけたかもしれんがな」

「むむむ無理っス!!」

「……まあ、そうだろうな」

　そんなことができるなら、もうとっくにおおかみさんを仕留めてますよね。

「というわけで、電車で一時間圏けん内のデートスポットを色々調べてきた」

「ううっおれのために……」

　亮りよう士しくんが感動で身を震ふるわせる。

「ふっ、気にするな」

「それにこうやって調べたことは別に無む駄だにはならないからな」

「そうだな、オレらが女の子をデートに誘さそうときに必要な情報だからな。……ほんと必要になるといいな」

「ああ……マジでムダにならないといいな」

「俺のヒロインはどこにいるんだろう……」

　…………紳しん士しの皆みなさんに幸あれ。

「おいおい、話が逸それてるぞ」

「あっああ」

「すまんな」

「で、大おお神かみをいったいどこに誘えば、好感度アップができるかだが……」

　親身になって真面目まじめに語り合う紳士の皆さんを見ながら、亮りよう士しくんは一週間ほど前の放課後のことを思い出していた。




　────一週間前。

「涼りよう子こさんを、デートに誘おうと思うんス！」

　いつもの紳士の集まりで、亮士くんがそう宣言した。

　その場にいた40人ほどの紳士の皆さんは、一いつ瞬しゆん黙だまったあとにざわざわし始める。

「ようやくこのときがきたか……」

「リアルツンデレが、ガチでデレる光景が見られるわけだな」

「胸が熱くなるな……」

「ただ、引っ張りすぎだろうと思わないでもないが……」

「いや、今このときが、ベストなタイミングだったのだろう。大神はちょっとやそっとじゃ落ちないだろうし」

「まあ、訳ありっぽいからな」

　思い思いに話す紳士の皆さんだったが、

「皆の者、静かに」

　紳士の長であるジャックさんの言葉で、ぴたっと静まる。

　普ふ通つうの顔に普通のオーバーオールに帽ぼう子しをかぶっているものの普通の髪かみ型がたと、見た目普通なのに、相変わらずムダにカリスマ性と統とう率そつ力があります。

「それで、森もり野のよ。お前が我らに望むことはなんだ？　望むことがなければこの場で宣言しなかっただろう？」

「誘うのは……どうにかおれが誘うっス。正直どう誘えばいいかわからないし自信もないっスけど、これは男として人任せにはできないっスし」

　おお、亮りよう士しくんがキリッとかっこいい顔をしています。

「ただぶっちゃけ、どこに誘さそえばいいのかわからなくて……おれは高校になってからこの街に引っ越こしてきたっスし、土地勘かんがあんまりないんスよ。事が事だけに、御お伽とぎ銀行の人には、聞くわけにはいかなくて」

　まあ、おおかみさんに筒つつ抜ぬけになりそうですからね。

　筒抜けにならなくても、ほかの人たちにいじられるのは間ま違ちがいないでしょうし。りんごさんなんかに知られたら、遊ばれる確率百パーですし。

　……あれ？　どうせいつもいじられてるんだから、どちらにしろ変わらないような気がしませんか？　……まあいいですよね、うん。

「なるほど、それで我らの力を頼たよったと」

「ハイっス」

　ジャックさんは、しばし亮士くんをその目め力ぢからのある瞳ひとみで見つめたあと、深々とうなずき宣言した。

「…………わかった。我らの力を結集し、最高のデートプランを考えてやろうではないか!!」

「おうよ!!」

「ああ、我々の紳しん士し力をもってすれば、デートプランの一つや二つ」

「伊達だてに、妄もう想そうばっかりしてるわけじゃないからな!!」

「エロゲ……じゃなかった、ギャルゲで予習はばっちりだ!!」

「俺らに落とせないヒロインはいない!!　ゲーム限定だが!!」

　……なんかものすごく不安になってくるのは、気のせいでしょうか。

　でも、亮士くんにとっては、これでも頼りになる味方なんです。ようやくできた同年代の友達……宝物なんですよ。これでも……これでもっ!!

「ありがとうございますっス！　ほんと、ありがとうございますっス!!」

　感動しつつ、亮士くんはぺこぺこ頭を下げる。

「ふっ正直、リア充じゆう氏ねとか言いたくなる気持ちもないではないが……なんでかお前の場合は、仕方ねーから応おう援えんしてやるかという気持ちになるんだよ」

「そりゃ、競争相手がいないからだろう。三角関係やら四角関係とかの、どろどろした感じがないし」

「ああ、たしかに今のところ、大おお神かみにアタックしてるのは、森もり野のしかいないからな」

「まあ、大神は目つきが悪くてすごく怖こわいが、よく見れば美人でスタイルがいい……胸はないが」

「ああないな」

「まじでないな」

「皆かい無むだな」

　ここまで言われるほどですか……いえ、言われるほどですね。

「だが、脚あしは最高だ。脚フェチの皆みなさんが泣いて縋すがりつきたくなるほどだからな」

「あの脚はいいものだ」

「うむ、すばらしい」

「マジ、たまらないな」

「蹴けられたい」

「下げ僕ぼくとして靴くつを脱ぬがせたり履はかせたりしたい……」

　おおかみさんは背が高いだけあって、脚も長いんですよ。しかも鍛きたえてるのでいい感じに引き締しまっているのです。なので脚フェチたちを誘ゆう蛾が灯とうのごとく引きつけてしまうようです。

「ただ……見てるだけで満足というか、あまり仲良くなりたいという気持ちにならない」

「生なま半はん可かな覚かく悟ごじゃ手を出せないしな」

「そう、大おお神かみはすぐに手を出してくるからな……暴力的な意味で。なので、デレてかわいくなった大神を、遠くから見られればそれでいい」

「猛もう獣じゆう珍ちん獣じゆうは、離はなれた場所から愛めでるのが一番だからな」

　亮りよう士しくんなんて、殴なぐられまくりですからね。最近はボカッからポカッになってきましたが。

「それに、ただ見てるだけでも、さぞかしいいものが見られるだろうしな。大神が輝かがやけば、大神の脚も輝く」

「ああ、皆に脚のすばらしさを知らしめるいい機会になるだろう」

「最近は嘆なげかわしいことに、おっぱい好きが多いからな」

「いやまあ、たしかにおっぱいはすばらしいし、俺も好きだが……やはり脚だよな」

　どうやら、脚フェチ派は閥ばつが勢力を拡かく大だいしようともくろんでいるようですね。

「それにだ。さっき誰だれかが言ってたように、大神はどう見ても訳ありだし、なにより今の大神のかわいさは、森もり野のが引き出したものだからな。ツンしかなかったヤンキー少女が、いつのまにかツンデレの代名詞だ。今の大神に惚ほれてしまったとしても、多少でも考えられる脳があるなら、アタックしようなんて思わんよ」

　デレたツンデレに惚れたとしても、デレさせた人間に勝てるわけがないですからね。

「だから大神とお前がくっついても泣くやつはいないだろうし」

「森野がヘタレなりにがんばってるのを見ると、なんか応おう援えんしたくなるしな」

「ああ、たまには友人のために骨を折るというのもいいだろう」

「我らは紳しん士しだからな」

「とうとう、我らが本気を出すときがきたか……」

「明日からじゃなく、今日から本気出す!!」

　まあ紳士の皆さんの意見を要約すると、ほっとけないし、亮士くんががんばって好感度積み上げてきたのも見てるし、おおかみさんがデレるところを見てみたいし、なにより友達なので全力で応おう援えんしてやろうということです。青春なんです。

「というわけだ、……ふっ森もり野のよ、大船に乗ったつもりで我らに任せるがよい!!」

「おお……よろしくお願いしますっス!!」

　皆みなを代表してジャックさんがキザな台詞せりふでまとめると、亮りよう士しくんは目を見開き声を漏もらしたあと、うれしそうに首を縦にぶんぶん振ふる。

　亮士くん、期待しまくりです。……かなりの確率で、裏切られる気がしますが。

　こうして、紳しん士したちのデートプロデュース大作戦が始まったわけです。




　────で、過去の回想シーンはこれでおしまい。ここからは本編再開です。

　実はおおかみさんたちに筒つつ抜ぬけだとも知らず、デートプランを検けん討とうしている紳士の皆さん。

「やはり初めてデートに誘さそうんだし、奇きをてらいすぎるのはなんだからということで、今までの話し合いで選ばれたのが遊園地、水族館、動物園の三つ、基本すぎるほど基本な施し設せつなわけだが……」

「このへんなら清い交際の匂においがぷんぷんするし、大おお神かみもそこまでデートを受けることに、抵てい抗こうはないだろう」

　まあ、いきなりプールとか言われても、おおかみさんは無理ですよね。水着にならないといけませんし。なにより、今は冬なので時期的にも外れてますし。

　前に一いつ緒しよに行ったことはありますが、あれは生意気なガキの子守だったので、二人きりではなかったのです。

　……え？　ガキどもと行った御お伽とぎマーメイドプールは、全天候型の屋内プールだったでしょうって？

　皆さんどれだけ水着回が好きなんですか……まあ、気持ちはわからないでもありませんが!!

「大神は動物が好きなんだろう？　なら、動物園がいい気がするな」

「そうっスね、涼りよう子こさんは動物が好きっス。うちの犬と遊ぶときなんてもう、すごく楽しそうっスし」

「動物好きの女の子を動物園に誘う……好感度アップの音が聞こえるようだ」

「ああ、相当変な選せん択たく肢しを選ばない限り、大だい丈じよう夫ぶだろう」

「好感度１……いや３アップは堅かたいな」

「個人的には５はいくと思うが」

　いや３とか５とか言われても、好感度上限がわからないと多いのか少ないのかわかりませんよ。

　……これがゲーム脳というか、ギャルゲ脳というやつなんですかね。やっぱり、亮士くん、頼たよる相手を間ま違ちがえてる気がしないでもないですね。

「いやでも、デートだぞ？　動物が好きすぎて、動物に意識が向きすぎるとかないか？」

「それはあるかもな。…………かわいい動物見てはしゃいで、森もり野のが側そばにいることを忘れるとかありそうだ」

　あー、ありそうですね。亮りよう士しくんの飼い犬と一いつ緒しよにいるときは、亮士くんのことがさっぱりおおかみさんの中から消えてますし。

「ならば、水族館もやめておいたほうがいいか。アシカショーとかペンギンとかは、かわいい動物が好きな女の子の心を鷲わしづかみしそうだ。……となると遊園地か」

「遊園地なら、絶ぜつ叫きようマシンでの吊つり橋ばし効果が期待できるな」

　吊り橋効果とは、恐きよう怖ふによるドキドキを恋によるものと勘かん違ちがいしてしまう効果のことです。

「でも冬に遊園地か？」

「だからこそ穴場なんだろう。行ったことないけど」

「冬は人が少ないから、待ち時間が少なくて、存分に楽しめるだろうな。行ったことないけど」

「料金割引とかもあるしな。行ったことないけど」

「防寒対策さえしてたら楽しめるだろう。行ったことないけど」

「クリスマス前だから、イルミネーションとかきれいだろうしな。行ったことないけど」

「寒いからこそ、くっついてラブラブになっちゃうんだろう。そして、それこそが冬のデートの醍だい醐ご味みだ。行ったことないけど」

　……くっ、皆みなさん泣いちゃいけません。ここは笑うところです。笑って……あげてください。

「ただ、お化け屋や敷しきは避さけるべきだ」

「格かく闘とう技ぎやってるヒロインが、殴なぐれないお化けが苦手というのはお約束だからな」

「ああ、恐怖で錯さく乱らんした大おお神かみが、お化けをぶっ飛ばす姿が見えるようだ」

　…………これも、たしかに見えます。すごく見えます。亮士くんに抱だきつく前に、とりあえずお化けを殴るという行動を、おおかみさんはとるに違ちがいありません。

「まあ、大神はアクティブなタイプっぽいから、普ふ通つうに回ればそれなりに楽しめるだろう」

「ハイっス、遊園地に誘さそうことにするっス!!」

「遊園地に行ってからの行動は、さすがに自分で考えろ。その日の天候、混み具合などによって変わるだろうしな。ただ、観覧車は忘れるな!!」

「ああそうだな!!　最初じゃなく、色々回って存分に楽しんだあと、日が沈しずむ頃ころに行け!!」

「夕日に照らされながら、好きな娘こと観覧車か……殺意が湧わくくらい青春だな」

「青春すぎるな」

「ちくしょー……ちくしょーっ!!」

　……あーともかく、遊園地に誘うことに決定したようです。

「では、次に決めるのは遊園地後の行動だな。多分夕方から夜にかけて帰ってくることになるだろう」

「まあ、そんなところだろうな」

「となると外食か、解散か……」

「それはそのときの状じよう況きようによるだろう」

「では、一応夕食を一いつ緒しよにとるものとして考えよう」

「リーズナブルで雰ふん囲い気きのいい、レストランかなにかがあればいいな」

「学生の身分で高級店に入ってもな」

「ああ、値段が気になって気が休まらないだろう」

「かといって、マックは避さけたい」

「学校帰りとかなら青春してるって感じでいいが、初デートだからな」

「豚とん田だ三兄弟に聞いてみるか……」

　どうやら、デートプランが固まってきたみたいですね。




　でもって、その頃ころのりんごさんとおおかみさんはというと……

『デートに誘さそうにしても、知り合いがたくさんいそうなところは避けるべきだ』

『かといって遠すぎるのもな、遊ぶ時間が減るし、交通費もかかる』

『森もり野のがヘタレじゃなかったら、わざと遠くに出かけて、遊びに夢中[image: →]気がつけば夜遅おそく[image: →]終電がない[image: →]どうする？　[image: →]ラブホにゴー、みたいなのもいけたかもしれんがな』

『むむむ無理っス!!』

　案の定、盗とう聴ちようにより、亮りよう士しくんがなにを企たくらんでいるかを完全に把は握あくしていた。

「ほほう、なるほどですの……こんなことになっていたとは」

　ニヤニヤするりんごさんがちらりと見るとおおかみさんの頰ほほは真っ赤に染まっていた。

「あのバカ……」

　おおかみさんの「あのバカ」には、いろんな意味が込められているようですね。

　白しら雪ゆきさん家ちのガキどものいざこざに巻き込まれて、デートすることになったときに、「今度はお前が誘え!!（意訳）」みたいなことを言っちゃいましたからね。誘おうとしてくれてるのはうれしいのでしょうが、たくさんの人に相談して大おお事ごとにしやがって!!　みたいな気持ちもあるのでしょう。

「まあ、いいじゃないですの。あの集団は、おバカすぎですけど、それでも森もり野の君にできた大切なお友達なんですから……だから、涼りよう子こちゃんもその関係を取り上げたくなくて、つるむのを黙もく認にんしてるんでしょうですの？」

「それは……そうだけどよ」

　状況を把握したりんごさんは、なにも問題はなさそうなので、あとはもう楽しむだけと受信機から流れてくる音声を楽しんでいたが、

『やはり初めてデートに誘うんだし、奇きをてらいすぎるのはなんだからということで、今までの話し合いで選ばれたのが遊園地、水族館、動物園の三つ、基本すぎるほど基本な施し設せつなわけだが……』

『このへんなら清い交際の匂においがぷんぷんするし、大おお神かみもそこまでデートを受けることに、抵てい抗こうはないだろ……』

　ここで、盗とう聴ちよう器の受信機の電源を切ってしまう。

「あっ」

　その瞬しゆん間かん、なぜか声を上げてしまうおおかみさんに、

「『あっ』……ですの？」

　りんごさんが耳ざとく聞き返す。

　りんごさん、間ま違ちがいなくおおかみさんが声を上げた理由をわかっているのに、わからないふりしてますよ。相変わらず性格が悪い。

「ねえねえ涼りよう子こちゃん、『あっ』ってなんですの？」

「なっなんでもねーよ!!」

　と言いつつも、どう見てもなんでもない態度じゃないですよね。顔が赤いし、うろたえて目が泳いでますし。おおかみさんは相変わらずわかりやすいです。

「うふふふ」

　そんなおおかみさんを楽しんだあと、りんごさんは言う。

「ま、気になるのもわかりますけど、知っちゃったら楽しくないじゃないですの。だからこれ以上は、聞いちゃいけませんのよ」

「…………」

　サプライズがあったほうが楽しいですよね。ドキドキわくわくですよ。

「というわけで、涼子ちゃんは森もり野の君からデートに誘さそわれたときに、どう返事をするかだけ考えてればいいんですのよ。まあ、返事はわかってますけど」

「まっまだわからねーだろうが。ほら、スケジュールとか……」

「友達が少ない涼子ちゃんのスケジュールなんて、御お伽とぎ銀行に行く以外は、ジムくらいじゃないですの？」

「ぐっ」

「あとは私とお買い物とかですけど、馬に蹴けられたくはないので私は身を引きますし」

「…………」

「なにより、森野君と涼子ちゃんのスケジュールって基本的にかぶってるんで、そうそう用があるでは逃にげられませんの」

　同じ組織の、同じ一年生班に所属してますからね。

「つまり、重要なことは、涼子ちゃんが行きたいか、行きたくないかだけ……」

　りんごさん、むちゃくちゃニヤニヤしてます。

「では、今日は帰りましょうですの。うふっふ～おもしろくなってきましたのねー。あっそうそうですの。雪ゆき女めさんに告げ口しないと」

「なっ！　すっするなよ!!」

「いや、でも森もり野の君に仕込んだ盗とう聴ちよう器の回収をお願いしないといけませんしー」

「くっ」

「いやーほんと、楽しくなってきましたのー!!　みなぎってきましたのよー!!」

　りんごさん、ゴキゲンですね。……まあ、おおかみさんのほうも地味に、機き嫌げんは悪くなさそうなんですけども。なんか口元が微び妙みように緩ゆるんでいるような気がしますしね!!




「ほう!!　あのヘタレがとうとう覚かく悟ごを決めたか!!」

　ところ変わって、ここは亮りよう士しくんの下宿先である、村むら野の家のダイニングルーム。

「そうなんですのよ～」

「いやあ、よかったよかった。亮士くんは奥手だから、どうなることかと思ってたよ」

「…………」

　この場にいるのは、亮士くんの叔母おばである雪女さんと、その旦だん那なさんである若わか人とさんと、りんごさんとおおかみさん。

　まあ、要するに、りんごさんが思いっきり告げ口に来たわけです。

「こりゃ、臨時で小こ遣づかいやるかなー」

「男が見み栄えを張るにも、お金がいるからね」

「というわけで、涼りよう子こちゃん、おとなしく晩ご飯くらいは奢おごられるんですのよ？　初デートぐらい、森野君に花を持たせてあげないと」

「だっだから、なんでオレと亮士がデートするって、もう決まってるんだよ!!」

「え？　断るんですの？」

「うっ……その、あの」

　どう見ても、受ける気満々ですね。

　なのに微妙に煮にえきらないおおかみさん。ツンデレの負の面が思いっきり出てます。ツンデレは意地っ張りで素す直なおになれないのです。

「ったく、あのヘタレもヘタレだが、涼子も涼子だな」

「いや、でも涼子ちゃんにも色々あるんだろうし、そんな涼子ちゃんだからこそ、亮士くんががんばってるんだろう？」

「……その通りなんだが、どうもじれったすぎるんだよ。言うなれば、エンディングの寸前でひたすら足あし踏ぶみしてる感じだ。もういい加減ゴールしろよみたいな」

　…………すいません。でもラブコメはそういうものですしっ!!

　まあそれはともかく、雪女さんはなにかを決めたらしく、

「仕方ねーな。若わか人と、あのＤＶＤ持ってこい」

「ああ、あれだね。了りよう解かい、ちょっと待っててね」

　若人さんはそう言って立ち上がり、どこかに消えていく。……思いっきりパシらされてますが、パシリじゃありません。愛情があるからこそ、想おもいが繫つながり合ってるからこそ、好きな人に尽つくしてるのです。なにより雪ゆき女めさんは妊にん婦ぷですし。

　それに、普ふ段だんはこうでも、夜は亭てい主しゆ関白らしいですしね!!

「ＤＶＤですの？」

「そうだ。いいもんが映ってるぞ～」

「それは……すごく内容が気になりますの」

「見りゃわかるが……本当はああいうのは隠かくしておくのがいいんだがな。だが、あのヘタレが頼たよりになる、そしてそう思ってもらえるよう、ちゃんと努力している。そういうところを見せてやらないと、涼りよう子こ的に踏ふん切ぎりがつかないみたいだからな。だから最後の一押し用に、隠し撮どりしてたんだよ」

「なるほど、なんとなくＤＶＤの内容がわかってきましたの。だから、前に雪女さんがビデオカメラとかについて色々聞いてきたんですのね」

「そういうことだ」

「私はてっきり、子供が生まれたあと用かと思ってましたの」

「ふっ、あたしは涼子のことを気に入っているからな。だから逃にがさないために、涼子の亮士への好感度をできるだけ上げておきたいわけだ」

「逃がさないって……」

　おおかみさんは顔を赤くして思わずつっこむ。

　まあ逃げられなかったイコール、亮士くんエンドを迎むかえたということですからね。

「雪女、持ってきたよ」

　あ、若人さんが戻もどってきました。

「おう、ごくろう……というわけで、これがそのＤＶＤだ。若人、再生頼たのむ」

「了解」

　そして、若人さんがＤＶＤプレイヤーにそのＤＶＤを入れて再生すると、ダイニングルームの大きなテレビの画面に、なにやら見たことのあるフォントで書かれた『亮士大陸』というタイトルが映った。

　それを見てりんごさんは一言。

「…………雪女さんと若人さんって、暇ひまなんですの？」

「あほ、しょうもないことに全力を尽くすのがいいんだよ。まあ、これを作ったのは若人なんだが」

「はははは、雪女がどうしてもって言うから」

「ほんと、若わか人とさんって雪ゆき女めさんに甘いですのよねぇ」

「惚ほれた弱みってやつだよ」

　というわけで、『亮りよう士し大たい陸りく』とやらが始まるみたいです。




　亮士大陸（タイトル）




　森もり野の亮士の朝は早い。

　なぜなら、愛犬たちの散歩に行くからだ。

「わふわふ」

「わふ」

　うれしそうに足にまとわりついてくる犬たちの頭を撫なでたあと、森野は柔じゆう軟なん体操を始め、それが終わると出発する。

「よし行くか」

「「うぉん!!」」

　二本のリードとビニール袋ぶくろを持って走り出す森野。

　毎日繰くり返していることなので、朝の散歩に行かないと気分も調子も悪くなるというほど日課になっていた森野だが、あるときからその散歩に一つ理由が加わった。それは身体からだを鍛きたえること。

　涼りよう子こを護まもるため、いつか対決することになるはずのあの男より強くなるために。

　前に『誰だれよりも強くなってくださいの』と、あのりんごに真面目まじめな顔で言われたこともあり、それでなにもしないというのは、男としてあり得ないのだ。

　そのため散歩……というよりジョギングの距きよ離りを増やし、両手足に重りをつけた。その状態で大型犬二匹ひきに引きずられながら毎日散歩をしたおかげで、ただでさえそこそこ引き締しまっていた森野の身体は、ここ数ヶ月でよりたくましくなり、さらに筋トレも始めた。しかも体型の変化が楽しくなってきたのか、筋トレの器具なども購こう入にゆうするほどにのめり込んだのだった。

　……思春期にありがちな行動、いわゆるＴＶで格かく闘とう技ぎの試合を見たあとに、思わず筋トレしたり、ぶら下がってる電でん灯とうのヒモで、シャドーボクシングをしてしまうアレのようなものだろう。

　ただ普ふ通つうはそういう筋トレ器具は、タンスの肥やしになるものだが、森野の場合は恋心、涼子のためにというのが混じっているので、ちゃんと続いている。なにより、周りに誰もいないときの森野亮士はムダに男らしい。

「「うぉん、うぉん!!」」

　犬たちも長く散歩ができてうれしそうだ。

「……はぁ……はぁ……はぁ……ふぅ」

　散歩から帰ってきた森もり野のは息を整えたあと、庭で筋トレを始める。

　さらにその後、

「しゅっしゅしゅっ」

　シャドーボクシングを始める。

　……男はなぜシャドーボクシングをするときに、しゅしゅしゅと言うのだろうか。

　しゅしゅしゅと言いながらのシャドーというものは、実に中ちゆう二に病びようというか思春期の少年というか、そのような空気がぷんぷんするので、ボクサー以外がやったら物笑いの種なのだが、なぜか森野の動作はものすごく様になっていた。

「こんな……感じだったか。……はっ」

　見る人がそれを見ればあることに気がついただろう、誰だれかの動きに瓜うり二ふたつだと。

　そう、森野はそのムダにいい目で誰かを毎日毎日毎日毎日毎日毎日毎日毎日見つめ続けた結果、身体からだの動きどころか、手や足の細かな動き、筋肉の動きまでが目に焼きついていたらしく、試し行こう錯さく誤ごの結果、目に焼きついた動きを身体で再現できるまでになっていたのだ。

　目がよく、体力もあって、他人の動きを真似まねできる。実に主人公的体質だが、真似できるのは涼りよう子こだけ、それになにより……

「だいぶ、近づけた気はするが……」

「だ～りん、おっはー」

「……あっ、マチ子さんおはようっスーって、なんで触さわってくるんっスか！　なんでくっついてくるんスか!!」

「ん～たくましくなってきてるわね～」

「なっあっあたたたたたた!!」

「あたってるって？　ふっ、これはもちろんあててんのよっ!!」

　……精神がそれに伴ともなっていない。

　故ゆえに、森野は未いまだ主人公の前にヘタレがついて取れない、ヘタレ主人公なのだ。

　相変わらずヘタレなせいで、新聞配達帰りの苦学生のマチ子にくっつかれて、森野は錯さく乱らんする。

「ちょっまっ、ひっひぃ～」

　挙動不ふ審しんの森野に構わず密着し、マチ子は深呼吸をする。

「すぅ～は～……汗あせ臭くさいし、男臭いわ～」

「そっそりゃそうっスよ、運動してるんスから……つーかそれが嫌いやなら離はなれて……」

「嫌じゃないから離れない!!　あれよあれ、汗は流す人によって価値が変わるのよ!!　美少年が流す汗と、デブとかおっさんが流す汗は違ちがうものなのよ!!」

　これは、あくまでもマチ子の発言であることを、忘れないでいただきたい。

「つーか、汗という言葉でひとくくりにするのが間違ってるのよね。美少年が流すのは汗、デブとかおっさんが流すのは汁しるとかタレと呼ぶべきなのよ!!」

　これもやはり、マチ子の発言である。

　太ってる人にタレがついてますよなどと言ったら、殴なぐられても仕方ないだろうが……そこについては、マチ子に常識と良心があることを祈いのるしかないだろう。

「まあ、ダーリンは美少年って程ほどかっこよくないけどね。でも、好感度補正を加えたら、どうにかこうにかおまけで美少年に入れてあげてもいいかな～って感じだから、ダーリンの汗あせは汗だし……」

　森もり野のは美少年ではないが不細工というほどでもない……そう、普ふ通つうなのだ。

「なにより汗の種類がいいわ!!　惚ほれた女のために陰かげながら努力して汗を流すとか、女としてたまらないっ!!　いや、この汗がウチのために流されてたら、間ま違ちがいなくこの場で押し倒たおしてるわね。くうぅ、隣となりの芝しば生ふが青すぎる!!」

　マチ子は本気で悔くやしそうな顔をする。このマチ子は森野に惚れて玉ぎよく砕さいした過去があるのだ。

「……ねえ、本気で二号さんにする気ない？　サービスするわよ？　寄せて上げるわよ？」

「いや、一号もまだいないっスし……」

　涼りよう子こがもう少しで一号に変身しそうな感じだが、まだ変身していないのだ。なぜなら、変身するときはこの話が終わるときだから。

「ほんと一いち途ずよねー。ま、そういうところが、ダーリンのいいとこなんだけど」

　そこで、ようやくマチ子が離はなれた。

「じゃあ、またあとでね～」

「あ、はい、またあとでっスー」

　森野はマチ子の後ろ姿を見送ったあと、大きくため息をつき部屋に戻もどっていった。

「…………はぁ。アレがなければすごくいいやつなんだが。……いや、俺がまともならなんの問題もないわけか」

　こうして、森野亮りよう士しの朝の日課が終わり、新たな一日が始まるのだ。




　亮士大陸終わり




　……『亮士大陸』ってタイトルついてるけど、アレと全然違うじゃんとか思ったあなた。見て見ないふりをする優やさしさを発揮してくださいよ!!　ほら、もういいお年とし頃ごろなんですから!!　……すいません。




　とまあ、こんな感じの、ある朝の亮士くんの動きを追った、隠かくし撮どりの映像を見たおおかみさんとりんごさんは思わずつぶやいた。

「これは……」

「だから……」

　ちなみに「これは……」とつぶやいたのがりんごさんで、「だから……」とつぶやいたのがおおかみさんです。

「亮りよう士しの朝の日課だ。まあ撮とれたのは家の庭で筋トレしてるところと、散歩に行く前と帰ってきたあとだけだがな。ちなみに夕方もやってるぞ。亮士のやつ、筋肉がついてかなりいい身体からだになってるのに気がつかなかったか？」

「それはさすがに気がつかなかったですの。制服着てますし」

　今はちょうど冬服ですしね。

「なるほど、たしかにそうか。触さわりゃあ、わかるんだが。いやな、若わか人との成せい熟じゆくし完成した肉体もいいが、ああいう発展途と上じようの若い果実もあれはあれで……」

　雪ゆき女めさんは手をわきわきさせながら言う。どうやら亮士くんの身体を触りまくってるようだ。

「雪女さん、セクハラはほどほどにしておかないと、涼りよう子こちゃんが泣きますのよ？」

「おお、すまんな涼子、今後は自重する。さすがにほかの女の男に触るほど、飢うえてはいないからな」

「なんでオレに謝るんですかっ!!　ていうか、まだ亮士はオレの男じゃっ!?」

　そこまで言って、はっとしたおおかみさんは固まってしまう。

「…………ほうほうほうほう、りんごさん聞きましたか？」

「聞きましたのよ、雪女さん。間ま違ちがいなく『まだ』と言ってましたの」

「ですよねー」

「ねー」

　顔を見合わせて、りんごさんと雪女さんは、ほくそ笑えみながらそう言う。ほんと輝かがやいてますね、おおかみさんをいじらせたら、この二人の右に出る者はいませんよ。

「……なっそれは……うー」

　おおかみさんはこの二人と相性が良すぎるというか悪すぎるというか、まあそんな感じなので、真っ赤になって黙だまり込むしかない。

　そうですね、これが正しい対応です。おおかみさんはなにか言うたびにぼろを出しますし、黙だまっていれば揚あげ足あしをとられないのです。

　そんなおおかみさんを見かねた若人さんが、苦笑しつつ助け船を出す。

「雪女も、りんごちゃんも、そのへんにしておいてあげたら？」

「ま、そうだな、話が進まんし」

「了りよう解かいですの」

　よかった、ようやく話が進むようです。

「でもって話を戻もどすが……涼子は亮士の身体が引き締しまってきてることに、気がついてたみたいだな」

「なっそんなことないですよ!!」

　とか言ってるおおかみさんですが、実はそんなことあります。

　白しら雪ゆきさんの家のガキどもに強制的にデートさせられて腕うでを組んだときに、なんかたくましい!!　とか思っちゃったのです。キュンとかなっちゃったのです。

　なので、『亮りよう士し大たい陸りく』を見たあと『だから……』と言っちゃったのです。

　ちなみに『だから』のあとに言葉を足したら、

『──亮士の腕はあんなにたくましかったんだ』

　こんな感じだったはずなんですよ。

「涼りよう子こちゃん、噓うそがつけませんのねー」

「だなー、今も自分のために努力している亮士を見て、ドキドキしてるのが伝わってくる。だがまあ、それは仕方ないか。あの努力はすべて涼子のためだからな、涼子のためだからな。ちなみに重要だから二度言った」

　あ、わざわざ説明ありがとうございます。

「くうぅ～泣かせますの」

「だよなぁ。我が甥おいながら、なかなかの男っぷりだ」

「まったくですの。あのヘタレがここまで成長したことを考えると、もう感無量ですの。成長を促うながすために色々遊……じゃなくて、試練を与あたえたかいがありましたの」

　りんごさんは今間ま違ちがいなく、遊んだと言いそうになりました。

「なありんご。まさか、こんなにがんばってる男の誘さそいを、断るなんて言う女はいないよな」

「いるわけありませんの。もしそんな薄はく情じような女がいたら、正座させて小こ一いち時じ間かん説教ですの。でもって晩ご飯はピーマン尽づくしですの」

　おおかみさんの嫌きらいな食べ物はピーマンです。あれだけ乱暴者の狼おおかみを気取ってるくせに、子供舌なのです。ハンバーグとか大好きですしね。

「…………うぅ」

　どんどんおおかみさんは退路を断たれてます。

　というわけで、おおかみさんは、そんな無敵タッグからのプレッシャーに屈くつし、

「あーもー、わかったよ!!　誘ってきたらオーケーすりゃいいんだろ!!」

　デートのお誘いが来たら、その誘いを受けると約束しちゃったのでした。

　無理矢理っぽいですが……むしろこれは救いだったのかもしれませんね。

　これで意地を張りすぎて引けなくなり、亮士くんの誘いを断るなんていう選せん択たく肢しをとらなくてよくなりましたし。

（……………………ほっ）

　……ほら、おおかみさんは内心ではほっとしているみたいですしね。

「ほほほほほっとしてねーよ!!」

　あ、地の文につっこむのは慎つつしんでくださいね、いくらツンデレとはいってもしていいことと悪いことが……

「ツンデレ、まったく関係ねーだろ!!」

　気のせいです。




　とまあ、そういうわけで、覚かく悟ご完かん了りよう。いつでもどこでもバッチこーいという状態で、亮りよう士しくんからのお誘さそいをドキドキしながら待っていたおおかみさんだったのだが……未いまだオーケーの返事をすることができずにいた。

「デートプランは完かん璧ぺきだ!!　あとはお前が大おお神かみを誘うだけだ!!」

「そうだ森もり野の！　今こそお前の想おもいを伝えるときだ!!」

「いえその、やっぱりまだ心の準備が……」

　なぜなら亮士くんがヘタレすぎたから。

　放課後の教室でたそがれているおおかみさんを、廊ろう下かから紳しん士しの皆みなさんに囲まれた亮士くんが覗のぞいているんですが、この期ごに及およんでうじうじしているのです。

　そう、おおかみさんが未だオーケーの返事をしていない理由、それはおおかみさんがオーケーの返事をすると決めたその日から、もう一週間近くも経たつというのに、亮士くんが未だにデートに誘ってこないのです。これは新あら手てのじらしプレイなのか？　と問いたくなるくらいです。

「……ヘタレすぎる、なんでそんなにヘタレなんだよお前は!!」

「いや、でも緊きん張ちようするっスよ!!　誰だれかをデートに誘うなんて初めてなんスから!!」

「俺を見習えよ!!　俺なんてヒロインを同時攻こう略りやくしてしまうほどに、図太い精神持ってるのに!!」

　それ間ま違ちがいなく、ゲームの話ですよね？

「ゲームと現実混同しないでくださいっス!!」

「なにを言う!!　彼女たちは確実に俺の心の中に住んでいるんだぞっ!!」

「そうだ!!　童どう貞ていのまま三十歳さいになったら魔ま法ほうが使えるようになるらしいから、そのとき会いに行くんだ!!」

「そう、二次元は俺を裏切らない!!」

「三次元がなんだ!!　俺たちには二次元がある!!」

　若じやつ干かんジャンルの違う紳士が、紛まぎれ込んでるみたいですね。

「くっ、許してやってくれ。こいつらはお前の覚悟に影えい響きようされて、本命の女の子に告白したはいいが、振ふられてしまったんだ！」

　これはリアルの話だと思われます。……たぶん。

「それなのに……それなのに他人の恋路を応おう援えんしようとしているという、すばらしき男おとこ気ぎに免めんじて許してやってくれ!!」

　紳士の皆さんの間にも、色々とドラマがあるんですねぇ。

　ですが、受験生の前で『落ちる』という単語を使うのと同じようなことをしないでくださいよ。亮りよう士しくんがまた、びびってるじゃないですか。

「振ふられ…………ここで断られたりしたらもう、おれは……」

　二次元に走るしかなさそうですよね。

「二次元最高!!」

「最高!!」

　この紳しん士したちみたいに。

　主人公がヒロインに振られて二次元に走る……ラブコメだからといって、それはありなのかなしなのか。

「大だい丈じよう夫ぶだって、デートを断られないくらいの好感度は間ま違ちがいなくあるはずだ!!」

「でも、相手は涼りよう子こさんっスよ!!」

「…………」

「…………」

「…………たぶん大丈夫だ!!　たぶん!!」

「たぶんが二回もついてるじゃないっスか!!」

　後押しをしようというなら、たぶんが二回もついちゃダメですよね。

　ですがツンデレの反応は読めないというか、うれしくても逆の行動とったりしますからね。

　素す直なおになれない、意地っ張りだから。

　ですが、皆みなさんご存じのように、今のおおかみさんはカモ～ンと受け入れる気満々なんです。

　今だって、放課後の教室に一人残るとか、誘さそわれやすい行動とってますし。

　周囲が空気を読んだのか、放課後の教室におおかみさんは一人きりで……ここでデートに誘うなんて青春すぎて、殺意がわくレベルです。これはもちろんひがみです。

　しかし亮士くんは、おおかみさんのそんな心の内を知らないわけで……

「うっうううう[image: ～][image: ～]」

　未いまだデートに誘えてないのです。ヘタレ主人公の面目躍やく如じよです。

　で、その騒そう動どうは……

「……バレバレなんだよ!!」

　案の定、おおかみさんに伝わってました。まあ、離はなれているとはいえ、おおかみさんの視界の隅すみであれをやられたら、気がつかないはずないですよね。

　ですが、『バレバレなんだよ!!』という台詞せりふはかなり小声で、気づかないふりをしているようです。

　誘われやすいように放課後の教室に残るだけでなく、うじうじしてる亮士くんに気づかないふりをしてあげるとか。おおかみさんったらもう丸くなりすぎですよね。これぞまさしく誘い受け……違いますか。

　こんなにおおかみさんが無防備に誘さそわれようとしているのに、デートに誘えない亮りよう士しくん。どうしようもないですね。

　ちなみにここ数日の亮士くんの行動を振ふり返ってみますとこんな感じ。




　七日前

　りんごさんが気を利きかせたおかげで、二人で帰ることになったおおかみさんと亮士くん。

　おおかみさんは、つい前日に亮士くんが自分をデートに誘おうとしているのを知り、さらにあの『亮士大陸』を見せられたので、なんかもうドキドキです。

　いつ誘われる？　いつ誘われる？　どうやって返事をしよう……いきなりうんと言うのは、亮士が調子に乗るから、じらしつつ……でもでも、それだと亮士のことだから真まに受けるかもしれないし……なんて考えていたおおかみさんは急に話しかけられ、

「あっあの、涼りよう子こさん!!」

「っ!?　……なっなんだっ!?」

　思いっきり意識しているのがバレバレに、おおかみさんはギシッと固まったあと、来たかっ!?　と身構えます。

「あの……」

「おうっ！」

「その……」

「…………」

「…………」

「…………」

「…………きょっ、今日はいい天気っスね～」

「……………………ああ、そうだな」

　ですが失敗。ヘタレな亮士くんは予想通り日和ひよりました。

　おおかみさんの表情はいつも通りのすました感じ。ですが、心なしか肩かた透すかしをくらったような、物足りなさげな雰ふん囲い気きです。

　ただ、まだこのあたりでは、仕方ないなとか、まあこいつヘタレだからなみたいな感想で、まだまだおおかみさんには余よ裕ゆうが感じられます。おおかみさん自身も、まだちゃんと心の準備ができてないみたいですしね。




　三日前

　またもやりんごさんが気を利かせたおかげで、御お伽とぎ銀行地上支店で二人きりでお客を待つことになったおおかみさんと亮士くん。

「あっあの、涼子さん!!」

「おっおう!?」

　内心ソワソワしていたのか、おおかみさんは変に空回り気味な元気で返事をしてしまう。ですが、あわてて平静を装よそおうかのように、口元を引き締しめます。

「あの……」

「…………」

「きょっ、今日は依い頼らい人来ないっスね～」

「……………………ああ、そうだな（いらっ）」

　おおかみさん、いらついてきましたね。まあ、おおかみさんは気が短いですからね。

　ですがまだ、ほんの少しだけ余よ裕ゆうが感じられます。まあ、こんなんで切れてたら、亮りよう士しくんに付き合ってられませんよね。




　昨日

　またまたりんごさんが気を利きかせたため、御お伽とぎ銀行地下本店で二人きりになったおおかみさんと亮士くん。

　どうやらりんごさんは、頭とう取どりさんとかほかのメンバーもこのあたりで巻き込んだんでしょう。

　ここなら、ほかのメンバーやりんごさんが邪じや魔まをしようとしない限り、邪魔は入りません。

「りょっりょっ涼りよう子こさん!!」

　決意の表情でおおかみさんの名前を呼ぶ亮士くん。

　ですが……

「…………なんだ？」

　おおかみさんは足を組んだままＴＶをぼけーっと見ている。振ふり返りもしません。

　……おおかみさん、とうとう身構えすらしなくなりました。

「……あの」

　ですが、一応亮士くんのほうを向き、

「…………」

「…………」

「…………」

「…………きっ昨日テレビで見たんスけど」

　そしてやっぱり、デートに誘さそえない亮士くん。

　亮士くん、マジダメすぎます。ダメにも程ほどがあります。あなたは本当に主人公なんですか？




　と、そんなこんなで、一週間もじらされまくったおおかみさんなのだが、今日も亮士くんを待っていた。

「…………（いらいらいらいらいらいらいらいら）」

　いらいらしまくりですが。

　ただ、いらいらしているとはいえ、あのおおかみさんがここまでするなんて、丸くなりすぎですよね。

　おおかみさんはいらいらしながらも、放課後の教室で亮りよう士しくんをひたすら待つ。

　すると、ようやく亮士くんがやって来る。

「りょっ涼りよう子こさん!!」

　紳しん士しの皆みなさんに思いっきり押されて教室の中に入ってきた亮士くんが、おおかみさんに声をかけたのだ。

　三度目の正直ならぬ四度目の正直になるか!!
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「ひっ…………なっなんでもないっス、あはは」

　まあ、煽あおってはみつつも、こうなるんじゃないかと思ってましたよ。

　ああ、なんてダメ……というか、コメディ体質の二人なんでしょう。

　おかげで、完全に悪あく循じゆん環かんに陥おちいってます。

「そっそれじゃ、失礼しますっスー」

「………………（いらいらいらいらいらいらいらいらいらいららいららい）」

　走り去る亮士くんを見て、いらつきすぎて、いらいらがおかしなことになってきてるおおかみさん。

　この場合、どちらが悪いかといえば、亮士くんでしょう。おおかみさんじゃなくてもこれはいらいらしますよ。

　ただ、おおかみさんも誘さそわれようというなら、そんな子供が見たら大泣きしそうな目つきで、亮士くんを睨にらんじゃいけませんね。




　そして、さらに数日ほど時を重ね……

「…………（いらいらいらららいらいららいいらいらいららいいいいらいらいらいいいら）」

　…………おおかみさんはもうほんと限界ギリギリ、完全にブチ切れる寸前でした。

「涼子ちゃん、眉み間けんにしわが寄った女の子はかわいくないですのよー」

「寄せてねーよ!!」

　無意識のうちに寄っちゃうんですよね。

　どんなお利口な犬だって、ここまでお預けくらったら飼い主に反逆しますよ。

　そりゃ、眉間にしわだって寄ります。目つきが悪くなって、拳こぶしを握にぎりしめて、ぎりっとか歯を鳴らしちゃいます。

「…………ぎりっ」

　そんなおおかみさんに、りんごさんは言う。

「ねえ、涼りよう子こちゃん涼子ちゃん」

「……なんだ？」

「今学校中で、ある賭かけが行われてるのを知ってますの？」

　唐とう突とつにそんな話題を振ふってきたりんごさんに、おおかみさんは嫌いやな予感を覚えつつも問い返す。

「…………どんな賭けだ？」

「いつ、森もり野の君が涼子ちゃんをデートに誘さそうかという賭けですの」

「…………」

「…………まあ、あれだけ派手にうじうじしてたら、学校中に広まりますのよね。他人の恋バナほどおもしろいものはそうそうないですし」

　いつの間にやら、亮りよう士しくんがおおかみさんをデートに誘おうとしているというのが、学校中に知れ渡わたっていたようです。

　まあ、おおかみさんは目立ちますし、そこそこ知名度がありますからね。

　それに加え、亮士くんは結構な人数に相談してましたし。

　そして、これがとどめとなり、おおかみさんがついに切れました。

「うだああああああああああああああ!!」

　おおかみさんは気が短いんですから、これはよく耐たえたと褒ほめるべきでしょう。

「亮士はどこだ!!」

「さあ、知りませんの」

「なら呼び出せ!!」

「了りよう解かいですの。ぴっぽっぱっと……」

　りんごさんが亮士くんに電話をかけ始める。

「うーん、電源切ってるみたいですのね。ということは、いつもの集まりに参加してるんじゃないですの？」

「なら直接行くぞ!!」

　おおかみさんは、肩かたを怒いからせながらこの間亮士くんが入っていった教室に行くと、ノックもせずにドアを開けた。

「亮士てめー!!」

　だが、教室はもぬけの殻からだった。

　そう、あの紳しん士しの集まりは、機密保持のため、定期的に開かい催さい場所が移動するのです。

「…………浦うら島しまを呼べっ!!」

「あいあいさーですの。もひとつぴっぽっぱっと…………あ、浦島さんですの？　ちょっとお願いしたいことが……」




　数分後




「はぁ……はぁ……はぁ…………女の子のお誘さそいならば、たとえ火の中水の中あの子のスカートの中……浦うら島しま太た郎ろう参上です!!」

　浦島さんって便利ですよね、女の子が呼んだらすぐ来ますし。

　あと、浦島さんの名めい誉よのために言っておきますと、息が荒あらいのは興奮しているからではなく走ってきたからです。たぶん。

「で、用とはなんでしょう……まさかデートのお誘い!?」

　なんていつも通りの軽口でおおかみさんに話しかけていた浦島さんだが……途と中ちゆうでおおかみさんの様子がヤバイことに気がつき、おとなしくなる。

「……すいません。調子に乗ってました。それで僕になんのご用でしょうか？」

　今のおおかみさん、マジ怖こわいんですよね。怒いかりのオーラを出しまくりだし、ただでさえ悪い目つきがすごいことになってますし。

　この目で睨にらまれたら三日三晩夢に見ますよ。……ある種の人間にはご褒ほう美びになりそうですけど。

「亮りよう士しのいるところに案内しやがれ。どうやら、あの変な集まりに行っているらしい」

「えっでも、あれは一応秘密の集まりなんで……女によ人にん禁制ですし」

　浦島さん、年上なのに思いっきり敬語です。まあ、それくらいおおかみさんの雰ふん囲い気きがヤバイんですが。弱肉強食の世界では強さがすべてで、年上とか関係ないのです。

　それでも一応遠回しに拒きよ否ひしますが……

「[image: あ]？　なんか言ったか？」

「いえ、なんでもありません。こちらです」

　……すぐに撤てつ回かい。

　すごいですね、浦島さんは一いつ瞬しゆんで仲間を売りました。まったくためらいませんでしたよ。

　というわけで、おおかみさんとりんごさんを、浦島さんはおとなしく案内し始めます。

「あ、ここ足あし下もとに気をつけてくださいね」

　しかも至れり尽つくせりです。

　そして、校舎を移動し、渡わたり廊ろう下かを進み、階段を上り、やって来たのは別の空き教室だった。

　なにやら、部屋の中から伝わってくるプレッシャーにより、重厚感が醸かもし出されている気がする扉とびらを、浦島さんはいつも通りのノックをした。

　とん　とと　とんとん　とんとん。

　するといつも通り、声が聞こえてきました。

『ツンツンツンデレ』

　これも合い言葉なのでしょう。でもって、それについて、小声で説明を始める裏切り者の浦うら島しまさん。

「あ、これはですね……」

「ふーむ、これは…………ツンデレの比率って感じですの？」

「おお、さすがりんごさん」

「となると、アレに続くのは、ツンツンツンデレツンデレって感じですの？」

「りんごさんは、ツンとデレの比率は、７：３がお好みですか。ちなみにこれは答えがない合い言葉なんですよ、人それぞれ好みが違ちがいますからね。それで、そんな正解のない合い言葉で、どうやって仲間を判別するかというと、ああ問われてすぐに答えを返せたなら、それは仲間以外の何者でもないということなんです」

「なるほど、おっしゃる通りですの」

「というわけで、涼りよう子こさんお好きに答えてください。あ、声は男っぽく変えてくださいね」

　と、そのとき、返事がないからか、そこでもう一度扉とびらの向こうから声が聞こえてきた。

『ツンツンツンデレ』

　それにおおかみさんは、

「…………るか」

『……るか？』

「ん…………んなもん知るかー!!」

　切れました。いらいらがピークですし、こんなアホなことやってられるかということでしょうね。

　というわけで、合い言葉を無視して、おおかみさんは扉を力づくで突とつ破ぱすることにした。

「おらーっ!!」

『うわー!?』

　冒ぼう頭とうのあたり、亮りよう士しくんの前で扉が開いたときに感じた重厚感は、完全なる気のせいでしたね。簡単に開きましたし。というか、おおかみさんの蹴けり一発で向こうに倒たおれましたし。

　あと、紳しん士しが一名、倒れた扉の下した敷じきになった模様。

「大だい丈じよう夫ぶか斉さい藤とうっ!?」

「なんだなんだ!?」

「敵てき襲しゆうかっ!?　……って大おお神かみ!?」

　そんな喧けん噪そうを無視し、倒れた扉を足場にして、おおかみさんは教室にずんずか入っていく。

「ぐえっ!!」

　今のおおかみさんを阻はばむものはなにもありません。ちなみに今の『ぐえっ』は扉の下敷きになっている紳士のものです。

「なっここは女によ人にん禁制だぞ!!」

「そうだそうだ!!」

　中でいつも通りだべっていた紳しん士しの皆みなさんは、お約束を完全に無視して現れたおおかみさんを見てパニックになる。

「ていうか、なんでここを……」

　紳士たちは、そこでおおかみさんの後ろにいる浦うら島しまさんを発見する。

「あっ浦島!!　お前、裏切ったのか!!」

「裏切ったもなにも、俺は常に女の子の味方だ!!　なにより今の涼りよう子こさんに逆らえるはずないだろう!!」

　情けない言葉を胸を張って堂々と言っているダメすぎる浦島さんですが、その言葉に一同納なつ得とくする。

「それは……仕方ないな」

「ああ、仕方ないな」

「仕方ない」

　でもって、そんな紳士の皆さんを見てりんごさんは一言。

「マジ情けないですのねー」

　混乱し叫さけんだり右往左往したりと、それぞれ勝手に行動していた紳士の皆さんだったが、

「皆の者、静まれっ!!」

　その声で、一いつ瞬しゆんにして統制を取り戻もどす。

　そんな落ち着いた紳士の集団の中から出てきたのは、言わずと知れたジャックさん。

　相変わらずの統とう率そつ力、さらに言うならこの状じよう況きようでこの落ち着きよう。

　さすが、紳士たちのトップに立っているだけのことはあります。

「まったくとんだじゃじゃ馬だな、大おお神かみ。だが……調子に乗りすぎだ」

　ジャックさんは、いつも通りカリスマを身にまといつつおおかみさんに話しかける。

「……この場に身一つで乗り込んできて、ただですむとでも？」

　すごいオーラです。伊達だてに紳士の皆さんを率いているわけではありません。

　これは、さすがのおおかみさんでも、相手が悪いか……そう、昔話のアリババと40人の盗とう賊ぞくでは、合い言葉を忘れて閉じこめられたアリババの兄は、盗賊に見つかり哀あわれにも殺されてしまったのです!!

　奇くしくもこの場にいるのも40人前後。いくらおおかみさんが強いといっても、これほどまでに多た勢ぜいに無ぶ勢ぜいだと、危あやうしですよ!!　しかも、相手はジャックさんに率いられた紳士たち。狼おおかみに率いられた羊の群れは、羊に率いられた狼の群れを駆く逐ちくするといいますし、おおかみさん、絶体絶命の大ピンチです。はたして、おおかみさんの運命やいかに!?

「[image: あ]？　なんか文句あんのか？」

「…………いえいえ、そんなもの、あるわけないじゃないですか～。いや～どうも、よくいらっしゃいました」

　……暴力って怖こわいですね。ジャックさんのカリスマが一いつ瞬しゆんで消し飛びましたよ。

「あ、お茶でも出しましょうか？」

「そんなもんいいから、亮りよう士しを出せっ!!」

「ふっ、なにを言われようとも、仲間を売れるはずが……」

　おっ、ジャックさん。トップとしてのプライドが、まだ残っていたようです。

「[image: あ]？」

「……すいません、ここにいます」

　が、またもや一瞬で消し飛びました。

「おいっ」

　その言葉と共に、モーゼの奇き跡せきのごとく、二手に分かれる紳しん士しの皆みなさん。すると、こそこそ隠かくれている亮士くんの姿があらわになる。

「えっ？」

　そのまま亮士くんはおおかみさんの前に差し出される。

「ちょっ!?　まだ心の準備が……」

「いいから来い!!」

「そうだそうだ、俺らのために玉ぎよく砕さいしてこい!!」

「仲間だろう!!」

　……すごい結束力ですね。

　というわけで、おおかみさんの目の前におどおどと立つことになったダメ人間代表、森もり野の亮士くん。そんな亮士くんに、おおかみさんは怒いかりに任せてに叫さけんだ。

「亮士こらてめー!!　言いたいことがあるなら、はっきり言いやがれ!!　いつまでも、うじうじうじうじと!!」

　怒りからかおおかみさんの口が軽くなってるみたいです。いや、一度口に出したら今まで心の奥底にため込んでいたものが、全部出てきたという感じでしょうか。

　ですが……おかげで、普ふ段だんのおおかみさんなら絶対に言わないであろう台詞せりふを言っちゃいました。

「つーか、いつまでオレを待たせる……気……だ？」

　ただ、あまりに慣れないというか、恥はずかしい言葉だったので、途と中ちゆうで我に返っちゃいましたね。

「………………えあ？」

　勢いとはいえ、思わず言ってしまった本音に、おおかみさんの顔がゆでだこのように真っ赤になってしまう。湯気とか出そうです。

「…………………………あわ……あわわ」

　衆しゆう人じん環かん視しの中でこれですからね、これは恥はずかしい。すごく恥ずかしい。

「これがツンデレのデレか」

「すげえ……デレまくりだ」

「すごい破は壊かい力だな」

「心が揺ゆさぶられるな……」

「萌もえるぜ……」

「涼りよう子こちゃん、かわいいですの～」

　って、りんごさんが混じってるじゃないですか。りんごさんと紳しん士したちの親和性の高さは異常です。

　とまあ、それはともかく、

「うっうっうわ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

　おおかみさんが恥ずかしさのあまり、錯さく乱らんしました。

「おっ大おお神かみがまた暴れ出したぞー」

　おおかみさんはだだっ子のように両手を振ふり回し始める。

「うわ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

「ちょっ痛いっ!!」

「ぐはっ」

「大だい丈じよう夫ぶか佐さ藤とう!?」

「……うっ……ハードディスクの中身は……頼たのん……だぞ……」

「ああ任せておけ!!　必ず家族に見つからないよう破は棄きしてやるからっ!!」

「ああ……安心した」

「佐藤ー!!」

　そのおおかみさんの暴走に、紳士の皆みなさんの何人かが巻き込まれている。

　いや、非常に迷めい惑わくですね。

　だが、紳士の皆さんの犠ぎ牲せいは、ムダではなかったようだ。

　亮士くんは、ここでようやく覚かく悟ごを決める。

「りょっ涼子さん!!」

　まあ、あそこまで言わせておいて、逃にげたら男じゃないですしね。

　亮士くんは、ムダに優すぐれた動体視力でおおかみさんのパンチをかいくぐり、その肩かたをつかみ、きりりとした表情で真っ正面から見つめた。

「うわ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]…………あ!?」

　さすがにそうまでされると、おおかみさんも我に返る。

「涼子さんっ!!」

「……………………なっなんだ!?」

　そんな亮りよう士しくんに、おおかみさんは思わずどきっとしてしまう。

　亮士くんは近来まれに見るかっこいい顔してますからね。こうなってしまうのも無理ないかもしれません。

「…………おっおれと」[image: ←]亮士くん

「…………おう」[image: ←]ドキドキしてるおおかみさん

「ごくり」[image: ←]ドキドキしながら見守るりんごさん

「「「「「ごくり」」」」」[image: ←]ドキドキしながら見守る紳しん士しの皆みなさん

「…………」[image: ←]亮士くん

「…………」[image: ←]おおかみさん

「…………」[image: ←]りんごさん

「「「「「…………」」」」」[image: ←]紳士の皆さん

　…………………………どう考えても、関係ない人が多すぎですね。

　デートに誘さそったり誘われたりする空気じゃないですよね。

「なっなに見てやがる!!　でっでっ出ていけ!!　出ていけ[image: ～][image: ～][image: ～]!!」

　というわけで、キリッと凜り々りしい顔の亮士くんを放置して、おおかみさんは紳士の皆さんにまた殴なぐりかかりました。亮士くんのあの顔、どのくらい持ちますかね。

「そんな理り不ふ尽じんなっ!?」

「俺たちのほうが先にいたのに!!」

「そうだそうだ……ぐふぁ!?」

「うぐっ……ああ、なにかが開きそう!?」

「……あ、すいません、今出ていきますんで……」

　紳士の皆さんが強制的に退去させられていきます。とんだとばっちりですよね。なにかに目覚めかけてる人もいますし。ですが、おおかみさんは恥はずかしさとか怒いかりとかドキドキとかで、訳がわからなくなってるので許してあげてください。恋する乙女おとめというのは、情状酌しやく量りようの理由として十分でしょう？

「まったく、困ったものですの」

「お前もだよぼけっ!!」

「きゃんですの」

　りんごさんも教室から追い出されました。

　これでようやくおおかみさんと亮士くんは二人きりになりました。どうにか亮士くんの顔も、まだ凜々しいままでした。

　というわけで、先ほどの続きです。

「涼りよう子こさん!!」

「なっなんだ!?」

　おおかみさんのテンションが引き続きおかしなことになっています。緊きん張ちようからか声が裏返ってますし。

「おれと一いつ緒しよに……」

「おっおう！」

「おれと二人でっ!!」

「おうっ!!」

「あっあっあっ」

　亮りよう士しくんはそこで思いっきり息を吸い込み、今までの積もりに積もった想おもいを吐はき出しました。

「遊びに行きませんっスかーっ!!」

　口から飛び出したのは、一世一代の亮士くんのデートのお誘さそい。

　しかも、あの亮士くんがおおかみさんの目を、ちゃんと真正面から見て言いました。

　あのヘタレがここまで成長するとは……りんごさんじゃなくても、感かん慨がい深いものがありますよね。

「おうよ!!」

　おかげでおおかみさんは思わず勢いのまま、オーケーの返事をしてしまう。

　…………いやそれはない。

　ここはこう、頰ほほを染め、きょろきょろしたあと、ただ黙だまってこくんとうなずくところでしょうよ。

　もしくは、びっくりした顔のあと、微笑ほほえんで笑顔でうんとうなずくか。

　なのに……『おうよ!!』ってなんですか。『おうよ!!』って。威い勢せいがよすぎでしょう。どこのおやじですかあなたは。

「…………おう？」

　ただ、おおかみさん的にもこれは予定とは違ちがったようです。

　おおかみさんは、ほんとは最初渋しぶってみたり、上から目線で仕方ねーなーとか、暇ひまだから仕方なく付き合ってやるとか言う予定だったんですが、威勢よくオーケーしてしまいましたからね。

　でも、おおかみさんの予定とは違おうが、オーケーしたことには変わりありません。

「ほんとっスか!!　うおおおよっしゃー!!」

　というわけで、亮士くんが壊こわれました。全力で喜びを表す亮士くん、こんな亮士くんは初めて見ました。すごいテンションの高さです。

　叫さけんで、飛び跳はねまくったあと、亮士くんは走って教室を出ていく。

「やったっスよー!!」

「あっちょっと待て!!」

　そんな亮りよう士しくんにおおかみさんは呼びかけるが、亮士くんはうれしさのあまり聞こえていない様子で、姿があっという間に見えなくなる。

　おおかみさんはそんな亮士くんが出ていった扉とびらを見ながら、ぽつりとつぶやく。

「いや……どこに行くんだよ」

　亮士くんはテンパりすぎて行く場所を言いませんでしたしね。

「あと、オレのスケジュール確かく認にんしないとダメだろ」

　そうですね、いつ行くかも言いませんでしたね。

「……ったく、あいつは最後までしまらねーやつだな」

　ちなみに、おおかみさんの頰ほほが緩ゆるみまくってるんですが……それは言わぬが花というやつでしょうかね。

『おお、ついにやったのか!!』

『やったっス!!』

『では男を見せた同志森もり野のを、胴どう上あげといくか!!』

『よし、せーのっ』

『『『『『わっしょいわっしょい』』』』』

　廊ろう下かで、お世話になった紳しん士しの皆みなさんに報告したあと、もみくちゃにされて胴上げまでされる亮士くん。

　すごく楽しそうですね。まさに友情といった感じです。

「…………ふん」

　そんな大おお騒さわぎを興味ねーよといった感じの顔でスルーし、おおかみさんは一人帰っていく。

　…………あ、そんなクールぶってるおおかみさんの頰が赤いのは、もちろん窓から差し込む夕日のせいですので、皆さんそこのところお忘れなく。

　ちなみにりんごさんは、そんなおおかみさんをはぁはぁ言いながら、ビデオカメラで撮とりまくってるんですが、スルーをお願いします。雰ふん囲い気きが壊こわれるので。




　そんでもって、次の日。

「ひそひそ」

「ひそ」

「ひそひそひそひそ」

「ひーそ」

　おおかみさんが登校すると、あちこちで思いっきりひそひそされているのに気づく。

　会う人会う人、おおかみさんが通り過ぎたあとに噂うわさ話ばなしを始めるのだ。

　かすかに漏もれ聞こえてくる言葉は、デート、誘さそった、森野が、大おお神かみを、オーケー、などで……これはつまり、亮士くんがデートに誘い、おおかみさんがそれをオーケーしたという噂が校内を駆かけ巡めぐって、知らない人は一人もいないなんていう状じよう況きようになっているわけです。

　でも、これは仕方ないですよね。

　おおかみさんは目立ちますし、なによりも賭かけが行われるほどに、亮りよう士しくんがおおかみさんをデートに誘さそおうとしているのは知れ渡わたってましたからね。それに加えて亮士くんのあのはしゃぎっぷりです。紳しん士しの皆みなさんに報告しまくってましたからね。

「…………」

「あらあら、まあまあですの」

　というわけで、おおかみさんは羞しゆう恥ちに震ふるえ、りんごさんがニヤニヤしまくってます。

「…………」

「ひとの噂うわさも七十五日といいますし、ちょっと我が慢まんすれば大だい丈じよう夫ぶですのよ……たぶん」

「………………………………うっうが[image: ～][image: ～][image: ～]」

　あ、やっぱりおおかみさんが切れましたね。

　そして、おおかみさんは全力で走り出す。

　向かう先は……

「あっあのボケー!!」

　亮士くんのもとらしいですね。

　ですが、色っぽい展開になるわけはありません。

　というわけで、亮士くんはおおかみさんをデートに誘うことに成功しました。ただ、このあと、亮士くんはひどい目に遭あうんでしょうが、それはまた別の話です。


めでたしめでたし






　あ、それはそうと……お次の話はデート編みたいですよ皆さん!?







[image: ]







　　　亮りよう士しくんついにいばらツンを突とつ破ぱしておおかみさんを目覚めデレさせる







　デート前日の夜の亮士くん




　待ちに待ったおおかみさんとのデートの前日の夜。

　雪ゆき女めさん家ちでは、おかし荘そうの住人が集まり晩ご飯を食べていた。

「若わか人とさん、今日の酢す豚ぶたも最高です!!」

「そうかい？　それはよかった」

「くぅ～ほんと若人さんが独身だったらよかったのに!!」

　悔くやしがるマチ子さん。本当においしかったらしいです。

「マチ子さんはいつも同じこと言ってますね」

「うるさい真ま昼ひる!!」

「はっはっはっ、いいだろう、うらやましいだろう。でもやらんぞー」

「でも、ほんとおいしいよ。ねえグレーテル？」

「っ!!　若わか人とさん!!　これのレシピもお願いします!!」

「はははは、了りよう解かい」

　まあ、住人の皆みなさんはいつも通りですね。

「おいしいヨー」

　ちなみに一時的な避ひ難なんだったはずの魔ま女じよさんはまだいたりします。

　そんな賑にぎやかなの住人たちの中にただ一人様子がおかしい人が……

「ねえダーリンもそう思うわよね!!」

「……そうっスねー」

　……亮りよう士しくんです。

　なんだかものすごく上うわの空そらです。しかも時々ニヤニヤしてますし、おかしいです。

　そのおかしな様子に皆さんは顔を見合わせたあと、マチ子さんが言う。

「ねえダーリン」

「……そうっスねー」

「どうしたの？」

「……そうっスねー」

「ウチってチョーかわいいわよね」

「……そうっスねー」

「……二号さんにしてくれる？」

「……そうっスねー」

　完全に上の空ですね。なんだかとんでもない台詞せりふに返事をしちゃってますし。

　そんな亮士くんに、雪ゆき女めさんはあきれ顔になる。

「ダメだこいつ……まあ仕方ないか」

「雪女さんは、ダーリンがこうなっている理由を知ってるんですか？」

「まあな。いや、若いね～青春だね～」

　雪女さんがうんうんとうなずく。

　そうこうしているうちに、

「……ごちそうさまでしたっス」

　食事を終えた亮士くんはきちんと手を合わせたあと、食器を流し台に運ぶ。

　相変わらず上の空すぎてふらふらしていて、しかもなにやら顔がにやけてて、やっぱり挙動不ふ審しん極きわまりありません。

「おい亮士」

「……そうっスねー」

「…………」

　ぼかっ

「いたっ!!　えっ？　えっ？　雪ゆき女めさん、なにするんスか!!」

「酢す豚ぶたのかたきだ!!」

「えっ!?」

　まあ、若わか人とさん特製酢豚が味わわれずに、胃い袋ぶくろに消えていきましたからね。もったいない精神が刺し激げきされますよね。

「……えっ？」

「まあいい。話があるから、あとであたしの部屋に来い」

「はぁ、わかったっス」

　なにがなんだかわからないけれども、思わずうなずいてしまう亮りよう士しくん。

　────というわけでその一時間後、亮士くんは雪女さんの部屋にやって来た。

「雪女さーん。来たっスー」

「おう入れ」

　そう促うながされ部屋に入ると、うずたかく積まれた本の塔とうの中、机に向かっている雪女さんの姿があった。

「相変わらずの部屋っスねー」

「ふん、これはこれですごく機能的な部屋なんだよ」

　もちろん片付けられない女の言い訳です。

「で、話ってなんスか？」

「おう、そうだった」

　そこで雪女さんは座っていたワーキングチェアーを回転させて、亮士くんのほうに向いた。

「亮士お前、明日涼りよう子ことデートらしいな」

「なっなんでそれを!!」

　劇画タッチで驚おどろく亮士くん。

　……なるほど、亮士くんが上うわの空そらで、しかも時々ニヤニヤしていたのはそういうことだったわけですね。

　おおかみさんとデートとか、そりゃ上の空でニヤニヤもしますよね。

　そして、問いただした亮士くんへの雪女さんの返事はこうだった。

「りんごから聞いた」

　まあ、そうですよね。聞くまでもないですよね。

　雪女さんとりんごさんは気が合いすぎて、歳としの離はなれた友達みたくなっていて、情報交こう換かんをしているみたいですし。

「えっと……それで……」

　なにを言われるのかと、亮士くんはびくびくと様子を窺うかがう。

　反骨心のかけらも感じられない小動物的反応ですが、亮士くんは雪女さんにおしめを替かえられて色々見られたことすらありますからね。

　亮りよう士しくん的この人には逆らえないランキングとかあったら、雪ゆき女めさんは間ま違ちがいなくトップスリーに入りますよ。

「ふっ……よくやった!!」

「……え？」

「よくぞ、涼りよう子こをデートに誘さそったって言ってるんだよ」

　雪女さんは、おおかみさんのことをマジで気に入ってますからね。

　だが、予想外の反応だったのか、亮士くんはぽかんとしている。そんな亮士くんにおかまいなしに、雪女さんはうんうんとうなずくと、

「というわけで、勇気を出した青春野や郎ろうに、特別に小こ遣づかいをやろう」

　ぴらりと諭ゆ吉きちを一枚取り出す。

「ほっほんとっスか!!」

「おうよ。最初のデートくらいは、見み栄えを張りたいだろう？」

「そっそれはたしかに」

　亮士くんはバイトとかしてないですからねー。

　おおかみさんを落としたら、始めそうな気配がぷんぷんしますが。

　お付き合いにはお金がかかるのです。

　そして、亮士くんはへへーと家来のごとく平へい伏ふくし、両手を差し出してたのだが、

「ただ……一つ条件がある」

「……なんっスか？」

　やっぱり交こう換かん条件があるのかとびくつく亮士くんに雪女さんは言った。

「ちゃんと、キめてこい!!」

　……言いたいことはものすごくわかりますが、保護者の台詞せりふじゃないですね。あと、その手の形はモザイクがかかるのでやめてください。あなたはもう少しでお母さんになるんでしょうに。

「何度も言ってるが、あたしは涼子のことを気に入ってるんだ。もし仕留め損そこなったら……わかってるな？」

「りょっ了りよう解かいっス」

　亮士くんは顔を引き締しめ真しん剣けんな顔でうなずく。

「それに……兄貴たちには、涼子の写真をもう送ってあるんだからな。将来連れていく女が変わってたら気まずいことになるぞ」

「雪女さん、なにやってるんスか!!」

　それを聞いて驚おどろいた亮士くんがつっこむが、雪女さんはいいことしたなーなんて顔をしている。

「ちなみに、涼りよう子この素す敵てきさを存分に伝えてやってるから、向こうも乗り気で嫁よめ姑しゆうとめ問題はあまり起こらないだろう。感謝しろよ」

「いやマジで、なにやってんスか!!」

　雪ゆき女めさん。それは気が早すぎですよ。なんで今から嫁姑問題とか考えてるんですか。

「……で、準備はいいか？」

「一応、電車の時刻表も調べたっスし、遊園地のほうもネットで調べたっスので、迷わず行けると思うっス。夕食を食べる場所も、一応いくつか候補があるっス」

「よしよし」

　雪女さんが満足げにうなずく。

「ただ、事前情報や立てた計画に頼たよりきるなよ。臨機応変にだ。予定が狂くるったときにこそ、男の器が試ためされるんだからな。男がどうしようどうしようと、あわてる姿は寒いぞ」

「……肝きもに銘めいじておくっス」

「じゃあ、まあそういうことだ。がんばれよ」

「がんばるっス!!」

　というわけで、図らずも軍資金を得た亮りよう士しくんなのでした。







　デート前日の夜のおおかみさん




　おおかみさんとりんごさんの愛の巣すでは、ノリノリでデートの準備をしていた。

「えっとー、十時に待ち合わせということは、四十分前に出たら十時前に着けますのよね。ということは、七時に目覚ましをかけておきましょうですの」

　……りんごさんが。

　言うまでもないですが、デートに行くのはおおかみさんです。

「おいおい、起きるの早すぎだろ。つーかなんでお前が張り切ってるんだよ」

「女の支度したくには時間がかかるものなんですのよ。涼子ちゃんを着飾かざらせる必要がありますし」

「なっ!?　いつも通りでいいだろ!!」

「ダメですの!!　これはデートなんですのよ!?　デートで着飾らないなんて、天が許しても私が許しませんの!!」

　りんごさん、あなたはいったい何様なんですか。

「防寒のために暖かくしつつも、動きやすいように。そして、それらを満たしつつも、かわいらしさを……これはなかなかやりがいのある仕事ですのよ」

「おい!!」

「私と涼子ちゃんは背の高さが違いすぎて、洋服の着回しができないのが辛つらいところですの」

「話聞けよ!!」

「聞いてますのよ。なら聞きますけど、涼りよう子こちゃんは、くびれもわからないような、だるまみたいなまん丸な感じでもいいっていうんですの？」

「うっ」

　さすがのおおかみさんでも、それは嫌いやだったようです。

「屋外ですから、寒さ対策は絶対に必要で、でもかわいくないといけないんですのよ!!」

　ばんばんと床ゆかを叩たたくりんごさん。

「屋外じゃなかったら、森もり野の君が大好きな黒タイツとか、レギンスとかいう手もあったんですけど、さすがにそれだと寒いですの……くっ、涼子ちゃんの武器である美び脚きやくを際きわ立だたせつつも、防寒を両立させるにはどうするべきか。まったく『おしゃれは我が慢まん』とはよく言ったものですの」

「…………はぁ」

　あ、おおかみさんがあきらめました。でもまあ、こうなったりんごさんは止められませんよね。無理に止めようとしたら泣きますし……もちろん噓うそ泣きですが。

「そうだ！　リップクリームはちゃんと持っていくんですのよ？　私、うっすらピンクのかわいいの持ってますの。ただ色がついてる分、薬用の本格的なやつに比べたら、効果が薄うすいんですけど……かわいさを取るか、効果を取るか、悩なやむところですのよね」

「いらねーよ」

「んなっ!?　ファーストキスの感かん触しよくが、かさかさでしたとかなっていいんですの!?」

「する予定はねーよ！」

「じゃあ、涼子ちゃん。試ためしにちょっと私の唇くちびるにキスしてくださいの。カサカサしてないか確かめるので……」

「なっんっでっだっよっ!!」

「んもう、涼子ちゃんったらわがままですの」

　と、そのとき、ピピピという音が聞こえてきました。

「あ、お風ふ呂ろにお湯が溜たまりましたのね。じゃあ早さつ速そく、お風呂に入りましょうですの。私が腕うでによりをかけて、涼子ちゃんの玉のお肌はだを磨みがき上げて──」

　手をわきわきさせるりんごさん。

「なんで手の動きがそんなに怪あやしいんだよ!!　ていうか、なんで一いつ緒しよに入る必要があるんだよ!!　なにより、なんで磨く必要があるんだよ!!」

「だって、もしかしたらもしかして……」

「もしかしねーよ!!」

　おおかみさん、つっこみ疲づかれで風邪かぜとか引かないといいですね。




　その後、お風呂に入ったおおかみさんは、りんごさんに磨かれて全身ぴかぴかになりました。

「涼りよう子こちゃん、次はおねむの時間ですのよ～」

「オレは子供か!!」

　髪かみの毛けを乾かわかすといい時間だったので、おおかみさんとりんごさんはベッドに入る。

「おやすみですの」

「ああ」

「おやすみですの～」

「…………」

「おやすみですの[image: ～][image: ～]」

「…………おやすみ」

　寝ね床どこは、おおかみさんが二段ベッドの下で、りんごさんが二段ベッドの上です。

「…………」

「…………」

「…………」

「…………」

「…………ねえ、涼子ちゃん」

「…………なんだ？」

　ベッドに入ってしばらくして、りんごさんが口を開いた。

「涼子ちゃん今、明日のことを色々考えてるでしょうですの」

「なっ!?　考えてねーよ!!」

「噓うそですのね。だって、寝ね返がえりがすんごく多いんですもの」

「……むぐっ」

「しかも、頭抱かかえてビクンビクンしてる気配も」

「むぐぐ」

「たぶん脳内で、森もり野の君になんか恥はずかしいことを言ったか言われたんですのよ……」

　と、そこまで言ったところでおおかみさんが足を伸のばして、目の前にあった二段ベッドの上を蹴けった。

「きゃう！」

「寝ろ!!」

「はーいですの」

「ったく」

「…………」

「…………」

「…………」

「…………」

「…………ぷぷっ」

「だから寝ねろっ!!」

　りんごさんってしつこいですよね。

　まあ、そういうわけで、眠ねむって起きたらうれしはずかしな初デートです。




　おおかみさんと亮りよう士しくんのデート当日




　クリスマスのイルミネーションが街に目立ち始めた、冬のある休日。

　亮士くんは御お伽とぎ花ばな市しの中心部にある御伽花駅の前で、一人震ふるえていた。

「ううううううう」

　これは別に寒さで震えているわけではなく、武者震い……でもなく、緊きん張ちようで震えてます。

　そう、今日は待ちに待ったおおかみさんとのデートなのです。

「おちおちおちつけおちつけ」

　一人なのにヘタれている理由は、駅前なので人通りがあるから。

　相変わらずのヘタレ具合です。

「時間は……」

　亮士くんは携けい帯たいを取り出し時間を確かく認にんする。

　今は午前九時半過ぎなのだが、おおかみさんとの待ち合わせ時刻は十時。

　亮士くんはいても立ってもいられず、三十分前行動をしてしまったわけです。

　まあ、緊張しまくってますが、楽しみに思ってるのも確かなんですよね。

　男として、好きな女をデートに誘さそったからには絶対に楽しませないと!!　というプライドから緊張していますが、おおかみさんと二人でいるだけでも楽しくて仕方がないのに、一いつ緒しよに遊園地に行けるなんてどんだけ～という理由で楽しみにも思ってるわけです。男心は複雑で単純ですね。

　それはそうと、おおかみさんをデートに誘ったにもかかわらず、日にちと行く場所を伝え忘れていた亮士くんでしたが、翌日我に返った亮士くんが誘ったのは、亮士くんのおともだち（笑）の助言通り、冬の遊園地。

　冬の遊園地……くっなんですか、この間ま違ちがいなく青春の一ページに載のるであろう素す敵てきな響ひびきは。

　楽しさや幸せを彷ほう彿ふつとさせる「遊園地」という言葉に、「冬の」という切なさやもの悲しさを感じさせる言葉がついているのが、もうたまりません。脳裏にその光景を浮かべようとすると、思いっきりセピア色の遊園地の姿が浮かんできますよ。

　なんてオサレな……リア充じゆうすぎるにも程ほどがあるでしょう!!

　とまあ、こんなこと言ってても仕方がないので、話を進めます。

「えっと忘れ物はないっスね。ハンカチ持ったし、お金もちゃんとある」

　行く場所が行く場所なので、厚手のダウンジャケットに手て袋ぶくろにと、亮りよう士しくんの防寒対策はばっちりなようだ。

　そんな、この寒い日に三十分前行動をとってしまった亮士くんが、うろうろと挙動不ふ審しん気味におおかみさんを待っていると、ようやくお目当ての人物が現れた。

「あっ涼りよう子こさん!!　おはようございますっス!!」

「……おう」

　そう、おおかみさんがやってきたのだ。ぶっきらぼうかつ、面めん倒どうくさそうに返事をしているが、なんとなく照れくさいのだろう。

　時間は、約束の時間の三分前。

　この三分前にも、あふれ出るおおかみさんのデレが隠かくれています。

　十分前行動は、なんだかすごく楽しみにしてました!!　みたいな感じに思われたくはないツンデレおおかみさんは避けるでしょうし、五分前でもやっぱり狙ねらってた？　きっちり五分前行動？　みたいに思われたらやっぱり嫌いやなので、中ちゆう途と半はん端ぱな三分前。

　時間ぴったりに来ようとしたけど、ちょっとだけ早く着いちゃいましたよよよ～とか、おおかみさんは言いたいのでしょう。

　でも、そこまで考えてるくせに、遅おくれて行くという発想が出てこないわけですよ。

　べっ別に楽しみにしてないんだからね!!　というのを見せたいのなら、遅れて行くのが一番にもかかわらず、遅れるという発想が出てこない理由は、……皆みなさんお気づきの通り、なんだかんだ言っておおかみさんも楽しみにしているからです。

　おおかみさんは乙女おとめなのです。

「いや、天気がよくてよかったっスね!!」

「そうだな」

　見上げれば晴天、肺に吸い込む空気が冷たく澄すんでいて気持ちのよい、見事な冬晴れでした。

「つーか、お前いつから来てたんだよ」

「十分前行動のつもりが、気がはやりすぎて、気がつけば三十分前行動に……」

「……はぁ、馬ば鹿かだなおめー」

　あきれるおおかみさん。

「それくらい楽しみだったんスよ!!　楽しみすぎて、夜九時に布ふ団とんに入ったのに夜中の一時くらいまで眠ねむれなかったくらいっスよ!!」

　完全に遠足前日の子供の状態ですよね。

　まあ、気持ちはわからないでもないですが。一人のときはなんだかかっこよくなる亮士くんなのに、そんな状態になってしまうなんて、どれだけ楽しみにしてたのかわかろうものです。

　そんな喜びを爆ばく発はつさせてる、テンションが異常に高い亮士くんに、

「むぐっ」

　おおかみさんは顔を赤くして口ごもり、亮りよう士しくんに背を向けて構内に入っていった。

「……いっ行くぞ!!」

　まあ今の亮士くんは喜びから、表情が、雰ふん囲い気きが、お目々までもきらきらしてますからね。眩まぶしすぎて正視できなかったんでしょう。

「ハイっス!!」

　そして、ずんずか亮士くんの姿も確かめず歩いていくおおかみさんと、それについて行く亮士くん。

　まさしく姐あね御ごと舎しや弟ていといった感じですが、今日はいつもと違ちがうのです。行動は同じですが、心の中が違うのです。なぜならデートだから。

　今日のおおかみさんは、亮士くんと同じく防寒対策は万全。暖かそうなコートに手て袋ぶくろ、下は思いっきり足を隠かくすパンツルックでした。

　さすがに行くところが行くところなので、おおかみさんの美び脚きやくは、今回はお休みです。

　いつぞや亮士くんにタイツを穿はいてやると約束しましたが、今日はさすがになかったようですね。まあ寒いですからね。

　がっ!!

　でっすっがっ!!

　今日のおおかみさんは、ちょっとお顔が違います。

　なぜなら、うっすらとお化け粧しようが……りんごさんの仕し業わざでしょうが、いい仕事してますね～と褒ほめちぎりたいところです。

　しかも、楽しいデートということで、いつものきつい目つきがへにゃっとなってて、まあ要するに美少女一丁へいお待ちってことです。

「おっと、そうだ。お前、カイロ持ってるか？」

　ずんずんと振ふり向きもせず切きつ符ぷ売り場の辺りを歩いていたおおかみさんだったが、なにかを思い出したのか振り向いて言った。

「あっ、持ってきてないっス」

「やっぱりな、ほら」

　おおかみさんはポケットの中からカイロを取り出し、亮士くんに向けて放ほうり投げる。

「真冬よりゃまだマシだが、寒いからな」

「ありがとうございますっス!!　いや、涼りよう子こさんも準備万全っスね」

「ふっふん、オレが寒いのが嫌いやだからだよ!!　それに、オレが一人でカイロ使ってたら、なんか居い心地ごこちわりーだろうが!!」

　亮士くんは寒さ対策万全だと言っただけですよ？　相変わらずツンデレなおおかみさんです。

「……で、電車はどのくらい待つんだ？」

「えーとっスね」

　亮りよう士しくんは駅構内の時計を確かく認にんする。

　もちろん、時刻表は前日から確認済みです。

「乗る電車は……あ、もうすぐ発車っス!!　ていうか、あの走ってきてるのが、たぶんそれっス!!」

　亮士くんが指さす方向には、ホームに入ってくる電車がありました。

「うわ、マジか。待つのだりーから走るぞ!!」

「了りよう解かいっス!!」

　というわけで走る二人。

　………………くっ青春すぎる。

　ちなみに、電車には間に合いました。

　ただ、皆みなさんはカップルで駆かけ込こみ乗車はやめましょう。

　なんか青春ぽくてむかつくので……もとい危険なので。

「間に合ったっスねー」

「そうだな……お、席空いてるぞ」

「じゃあ座りましょうっス」

　というわけで、席に並んで座れた二人ですが……、

「…………」

「…………」

　今までになく身体からだがくっついています。

　電車で間を開けて座るのは、非常にお行ぎよう儀ぎが悪いですからねー。

　そんな密着状態で緊きん張ちようしていた亮士くんだが、なにもしゃべらないのもなんなんで、おおかみさんに話しかけた。

「いっいやー、遊園地なんていつ以来っスかねー。ほんと久しぶりっスよ。涼りよう子こさんは？」

「オレは……小学校の頃ころ以来かな」

「俺もっス!!　しかも家族以外と行くのは初めてっスよ!!」

「あー」

　おおかみさんはそれを聞いて、思わず微び妙みようなリアクションを返してしまう。

　そう、亮士くんはお友達のいない、寂さびしい子供時代を過ごしていたのです。

　まあ、中学時代のおおかみさんも似たようなものですが、おおかみさんには一応りんごさんという大親友がいたのです。

「涼子さんは、赤あか井いさんと行ったりはしなかったんスか？」

「まあ、なんというか……中学の頃ころは、そういう精神状態じゃなかったしな。りんごは色々連れ出そうとしてくれたんだが、強くなろうとしてた時期だし、遠出はしなかったな」

　さすがのおおかみさんも、過去について思うところがあるみたいです。

　昔の自分を思い返してみると、自分の馬ば鹿かさと、りんごさんという存在のありがたさを感じるのでしょう。

「なるほど。なら、今度は赤あか井いさんも誘さそって、どっかに遊びに行きましょうっス!!」

「そうだな……それもいいな」

　りんごさんのことを思い出し、自然と微笑ほほえむおおかみさん。

　……カップルしてるだろ？　コレおおかみさんなんだぜ？

「ただ、時々はこうやって、二人で出かけてくれると、うれしいっスね～みたいな」

「……ふん、それはお前次し第だいだ」

　こうやって、否定をしないのがおおかみさんのデレ。

　すごいですね……何度も言うように、コレおおかみさんですよ？

「つーか、今度こんなに大おお騒さわぎにしたら……わかってるな？」

「りょっ了りよう解かいっス!!」

　ですが、こうやって亮りよう士しくんを本気で睨にらむのが、おおかみさんのツン。

　皆みなさんご存じの通り、今回のデートのことを知らない人は、御お伽とぎ学園にいないですからね……亮士くんがヘタレすぎたせいで。

　と、そのとき駅に到とう着ちやくした電車が停止し、一人の老婦人が入ってきた。

　きょろきょろと周囲を見回す老婦人。しかし席に空きはない。

「あっどうぞっス」

　亮士くんはそれを見て、その老婦人に席を譲ゆずる。おおかみさんも立ち上がろうとしたが、涼りよう子こさんは座っておいてくださいっスと言われ、腰こしを下ろす。

　あれですよ。やらない善ぜんよりやる偽ぎ善ぜん。

　おおかみさんにかっこいいところを見せたいからというのもあるでしょうが、いいことには違ちがいありません。

「あら、ありがとうございます」

「いえいえっス」

　亮士くんは会え釈しやくをしたあと、おおかみさんの前の吊つり革かわにつかまる。

　老婦人はそんな二人に話しかける。

「本当に助かりました。孫が急に熱を出したと連れん絡らくがあって……」

「そうなんスか～大事ないといいっスね」

　そうやって、世間話なんかを始める三人……というか、亮士くんと老婦人。

　亮士くんはいつものヘタレさはどこに行ったのか、老婦人とにこやかに会話をしている。

　どうやら、亮士くんは同年代は苦手ですが、老人相手だとヘタれないようです。まあ、ド田い舎なかで老人の多い地域に住んでいたみたいですしね。

「…………」

　そんな亮りよう士しくんを、亮士くんらしいなとか思っているのか、おおかみさんはあきれつつもかすかに笑え顔がおを浮かべる。

「ん？　涼りよう子こさんどうしたんスか？」

「なんでもねーよ」

　そんな二人の様子に、老婦人は目を細めつつ言った。

「お二人は恋人同士かしら？」

「えっ!?」

　その問いに、しどろもどろになるおおかみさん。

「いやその……あの……」

　もじもじと身体からだをくねらせ、頰ほほを染め、視線をさまよわせ……と、完全に脈ありな動作をしてます。

　ですが、ラブコメ主人公の宿命か、それとも自分がモテるというビジョンがまったく浮かばないからか知りませんが、亮士くんはそれに気づかずに軽い調子で恥はずかしいことを言う。

「いや～いつかはそうなれればと思ってるんスけどね」

「ばっ……」

「そうなの？　お似合いなのにねぇ」

「それはうれしいっスね～。でも、涼子さんとお似合いになるには、もうちょっと時間が必要かなと」

「あらあら」

「まだまだ、涼子さんと釣つり合あいは取れてないんスよ」

「うっ……」

　その後も、おおかみさんがどんなに素す敵てきかを語る亮士くんに相づちを打ちつつ、真っ赤になったおおかみさんをニコニコ見ていた老婦人だったが、

「えーと、今はどの辺りかしらね」

　と後ろを向き、窓の外の景色を確かく認にんした。

　その瞬しゆん間かん、目の前の亮士くんのみぞおちに、おおかみさんパンチが突つき刺ささる。

「うぐっ」

　恥ずかしいことばっか、言いやがってということでしょう。

「ん？　どうしたのかしら？」

「ごほっごほっ……いえ、なんでもないっス。ほんとに」

「ふんっ」

　青い顔でそう答える亮士くんと、真っ赤な顔でそっぽを向くおおかみさん。おおかみさんのパンチは、地味に本気気味だったようです。

　そんな二人の様子に、なんとなくなにが起きたのかを察したのか、老婦人はニコニコしながら亮りよう士しくんに言った。

「……ねえ、お兄さん。少しの間、離はなれていてくださる？」

「え？」

「うふふふ、女同士の話があるの」

「……はあ、わかったっス」

　聞き分けよく、離れていく亮士くん。

　亮士くんが遠ざかるのを確かく認にんしたのち、老婦人はおおかみさんをニコニコしたまま見た。

「ねえ、お嬢じようさん」

「……なんですか？」

　いったいなにを言われるんだと身構えたおおかみさんに、老婦人はニコニコしながら言う。

「お嬢さんも実は、彼に負けず劣おとらず、彼のことが好きでしょう？」

「なっ!?」

　おおかみさんは反射的に声を上げたあと、真っ赤な顔で反論しようとするが、老婦人の人好きのする笑えみに気勢をそがれる。

「うふふ、やっぱり。でも意地っ張りだから、それを認められないのね」

「…………」

「お嬢さん、命短し恋せよ乙女おとめって歌があってね？　意地を張ってばっかりだと、あっという間に私みたいなおばあちゃんになっちゃうわよ？」

「…………」

「別に意地を張るなってわけじゃないの。時々はうまく甘えて、男を立ててあげないとって言ってるの。男なんて、好きな女の子にいいところを見せたくて仕方ない、生き物なんだから」

「…………」

「まあ、お節せつ介かいなおばあさんの助言よ。亀の甲より年の功っていうでしょう？」

　そこで次の駅に到とう着ちやくしたらしく、電車が停車した。

「きゃー!!」

「すっすいませんっス!!　ほんとすいませんっス!!」

　……どうやら亮士くん。おおかみさんのほうが気になって仕方がなくて注意が散さん漫まんになっていたところ、電車の揺ゆれに対応できず、隣となりにいたお姉さんにぶつかってしまったらしいです。悲鳴が上がっていることからして、ラッキースケベな感じになったのかもしれません。

「…………はぁ」

　相変わらず頼たよりにならないというかしまらない亮士くんに、おおかみさんはため息を一つついたあと、亮士くんを助けにいく。

「……あの、ツレがすいません」

「あ、涼りよう子こさん!!」

「もうこんなことがないよう、言い聞かせますので……」

　その後、女連れで痴ち漢かん働く野や郎ろうなんてそうはいないということで、無罪放ほう免めんになった亮りよう士しくんは、おおかみさんと一いつ緒しよに元の場所に戻もどってきた。

「ったく、なにやってんだよ」

「すいませんっス……」

「ふふふ、大変でしたね」

「いや、おれが悪いんスけど……大変だったっス」

　老婦人と笑い合う亮士くん。

　だが腹の虫が治おさまらないのはおおかみさんだ。

「オレのほうが大変だ!!」

　まあ、デート中に男が痴漢騒さわぎに巻き込まれるとか、ダメすぎますよね。

「もうこいつは、いつもヘタレでヘタレで……」

「でも、それだけじゃないんでしょう？　じゃないと……ねえ？」

「それは……まあ……」

　一応、亮士くんはやるときはやる男の子なのです。ていうか、そうじゃないとこんなヘタレを好きになる人はいないでしょう。

　亮士くんのかっこいいシーンを思い出しでもしたのか、微び妙みように恋する乙女おとめの表情になるおおかみさんを、老婦人は微笑ほほえましいものを見るような目で見る。

　と、そこで電車は老婦人の降りる駅に到とう着ちやくした。

「あら、着いたみたいね。よっこいしょ」

　老婦人は立ち上がると、ぺこりとお辞じ儀ぎをする。

「本当に今日は、ありがとうございました」

「いえいえっス」

「……あの、ありがとうございました。まあ、なんというか…………………がんばってみます」

　これは先ほどの、素す直なおになって時々は甘えろという老婦人の言葉に対する返事ですね。

　そんなおおかみさんに、老婦人はにこっと微笑むと、電車を降りていった。

「いや、なかなか素敵なおばあさんでしたっスね」

「そうだな」

　席が空いたことで、おおかみさんと亮士くんは再び並んで座る。

「…………」

「…………」

　そこで会話がとぎれ、なんとなく無言だった二人だが、しばらくして微妙に不ふ機き嫌げんというか恥はずかしさを我が慢まんしているというか、そんな顔のおおかみさんが言った。

「……おい亮りよう士し」

「なんっスか？」

「前から言おう言おうと思っていたんだが……お前はいつもいつも、人前で恥ずかしいこと言いすぎだ!!」

　人前じゃなかったらいいんですかね。

「ひっ、いやマジ、すいませんっス。ただ、おれは正直、そのへんのさじ加減がわからなくて……」

　亮士くんは対人関係の経験値がまったく足りていないのです。

「だから、足りないくらいなら多いほうがいいかなとか。そのほうが伝わると思うっスし」

「伝わりすぎだ!!」

　おおかみさんどころか、全校生徒に伝わってますからねー。

　でもって、おおかみさんの説教が始まったんですが、なんだか説教しているおおかみさんもされている亮士くんもなんだかんだいって楽しんでる気がします。

　そんな感じでおおかみさんと亮士くんがじゃれていると、窓から目的地が見えてきました。

「あっ観覧車が見えたっス!!」

「おおージェットコースターも見えるな!!」

　見えるのは遊園地の背の高い乗り物で、それを発見した二人のテンションは絶賛上じよう昇しよう中です。

　が、皆みなさんそれについてつっこまないように。

　つっこんだら、ひねくれてるおおかみさんですから絶対、斜しやに構えるわけですよ。

　ぜっぜんぜん楽しみにしてないからな!!　みたいな態度のおおかみさんもかわいいでしょうが、今日はそういうおおかみさんの画えは必要ないのです。真っ当すぎるほど真っ当なデート回なのです。

　駅に到とう着ちやくすると、二人は電車を降り改札を抜ぬけ遊園地の方向に歩いていく。

「色々見えるっスね」

「そうだな」

　遊園地に近づいていくときのわくわく感は、たまらないものがありますよね。

　近づくたびに世界や空気が本気で変わっていっているんじゃないかと、錯さつ覚かくするほどです。

　オトギランドまで１００メートルと書かれた看板を発見し眺ながめるおおかみさん。

「お伽とぎ噺ばなしをモチーフにした遊園地……ね」

「荒あら神がみグループが出資してるらしいっス」

　亮士くんは、これももちろんネットなどで下調べをしているのです。

「エロ爺じじいか……やっぱ金持ってるんだなぁ」

「そうっスねぇ」

　そんな感じで、わくわくを胸に色々と話しているうちに、二人は遊園地の入場口に到とう着ちやくする。

「チケット売り場……はあそこか」

　チケット売り場を発見したおおかみさんは、そっちに向かって歩き出すが、亮りよう士しくんは早歩きでそれを追い越こし、チケット売り場のお姉さんに言った。

「学生二枚!!」

　気き迫はくがこもってました。

　そして、言い終えたあとに、なにやらじ～んと感動をしている亮士くん。

「……くぅ」

　ぷるぷるしてます。

　まあたしかに、これもかなりの青春ワードでしょう。

　だって、学生が二人で来たときにしか言えない言葉ですよ？

　しかも、普ふ通つうは野や郎ろう二人で遊園地に来ませんよ？

　つまりは……学生二枚と言えるのは、ほぼデートのときだけなのです。

　このワードを使うことなく、高校を卒業する人がどれだけいることやら……ちくしょー！

「いくらだ？」

　ほくほく顔でチケットを購こう入にゆうした亮士くんに、おおかみさんは聞くが、亮士くんは自信満々に答える。

「今日のところはオレが払はらうっス!!」

「いや、そういうわけにもいかねーだろ」

　たしかに、学生にとって数千円というのは大きいです。

　しかし、それでも亮士くんは言葉を重ねる。

「さすがに、いつもは無理っスけど、今日くらいは!!」

　亮士くんは見み栄えを張りたいお年とし頃ごろなのです。

　まあ、雪ゆき女めさんから臨時のお小こ遣づかいが出ているので、気が大きくなっているというのもありますが。

　他人の金で見栄張ってもとか思わないでもないですが、気にしちゃダメです。

「……はぁ、わかった。仕方ねーから、今日だけは奢おごられておいてやる」

「ハイっス!!」

　皆みなさん、おおかみさんのこの言葉は、思いっきり上から目線で偉えらそうに感じるかもしれませんが、よーく聞いてください。

　おおかみさんは『今日だけは』と言っているのです。

『今日だけは』ということは、つまり次があるということなのです。

　さらに深読みするなら、『今日は』ではなく『今日だけは』と『だけ』をつけて強調しているのは、『次から』つまり次の次以降もあるということで、割わり勘かんにしたほうがいろんなところに遊びに行けるだろうが！　という意味も込められているのです。……たぶん。

　いやいや、ツンデレと付き合うのは大変ですね。ツンデレ語を解読して、その真意に気がつかないと付き合っていけませんし。

「じゃあ、入るぞ」

「了りよう解かいっス!!」

　そう言って、お城の門をイメージした、なにやらとてもメルヘンチックな入り口のゲートをくぐり、中に入ったおおかみさんだったが、

「お[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！」

　入った瞬しゆん間かん、思わず声を上げてしまう。

　遊園地というのは、中に入った瞬間から別世界になりますからね。思わず声を出してしまうのもわかります。

　視線の中にあるいくつもの乗り物が、わくわく感をかき立てますし、これでテンション上がらない人はほとんどいませんよ。

「おお[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]!!」

　今までに見たことのない子供のような顔で、おおかみさんはきょろきょろする。

　目がきらきらしています。

　いやはや、童心に返ってますね～。

「涼りよう子こさん、ガイドマップ貰もらってきたっス!!」

「ナイスだ!!」

　テンションに身を任せるのが恥はずかしい年とし頃ごろというか、いつも斜しやに構えててクールぶってるスケバン風味なおおかみさんですが、この非日常の世界には勝てなかったようです。

「オレ、あれ乗りたい!!」

　おおかみさんが指を差したのは、電車からも見えていたジェットコースター。

「あれはどれだ？」

　亮りよう士しくんが広げたガイドマップを、おおかみさんはぐぐいと覗のぞき込む。

　ものすごく顔と顔が近くにありますが、テンションの上がったおおかみさんは気にしません。

「えっえーと」

　もちろん、亮士くんは気にしますが。

　目の前にあるおおかみさんの横顔に、ままままつげ長っ!!　肌はだもすべすべそうで、唇くちびるもほんのり色づいててぷにぷにして柔やわらかそう……ああ、触さわってみたい!!

　こんなことを考えてる様子の亮士くん。

　うんうんわかります。このへんまでは、普ふ通つうの男の子なら皆みな考えること、セーフです。

　ちなみにこれ以降はたぶんアウトです。

　息がっ、白い息がおれの目の前にまで!!　これはもう吸い込むしかっ!!　ああ、涼りよう子こさんの吐はいた息がおれの中に行き渡わたっていく……。

　しかも、なんだか涼子さんからいい匂においが漂ただよってくるぞ……これは髪かみの匂いか!!　なんで女の子はこんなにいい匂いがするんだ……たまらん！　たまらん[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]!!

　ご存じの通り、亮りよう士しくんは紳しん士しの皆みなさんと付き合いがあるので、どんどん中身が汚お染せんされているのです。

　田舎いなかから出てきたばかりのときの、純真無む垢くな亮士くんはもういないのです。きれいなままでは生きられない……人とは儚はかない生き物ですね。

「ちっちずで言ったら……」

　そんな紳士的な内心を隠かくしというか、おおかみさんの注意が全力でガイドマップに行ってるために気づかれなかった亮士くんは、ガイドマップの中からおおかみさんご所しよ望もうのジェットコースターを探し出す。

「あったっス。これじゃないっスかね」

「これか。で、今いるところがここだから……左のほうに行けばあれに乗れるんだな!!」

「そうっスね」

「あ、これとこれにも乗りたい!!」

　おおかみさんが次に選んだのは、絶ぜつ叫きよう系の乗り物でした。ていうか、絶叫系ばっかりでした。

「涼子さんは、それ系が好きなんスか」

「やっぱ、遊園地ときたらこれだろ!!」

　まあ、この歳としになってメリーゴーラウンドとかは、ないですよね。

　……いやアリか？

　メリーゴーラウンドに乗って頰ほほを染めるおおかみさん……アリですね。

　ただ、おおかみさんは絶対、了りよう承しようしてくれないでしょうけど。

「なら、まずはあのジェットコースターに乗って、そのあと園内を一周しつつ、途と中ちゆうにあるおもしろそうなのに乗っていくって感じでどうっスか？」

「おうよ!!」

　にしてもおおかみさんのテンションが、すごいことになってます。

　わくわくで童心に返ってるわ、知り合いがいないので毛皮のチャックが甘くなってるわで、おおかみさんのキャラが絶賛崩ほう壊かい中です。

　しかもそんなおおかみさんを見てニヤニヤするりんごさんがいないので、誰だれからもつっこまれることなく、テンションマックスでいられます。

　つっこみを入れられて真っ赤になるおおかみさんも素す敵てきですが、こうやって楽しすぎてテンションが上がっているおおかみさんも、これはこれでなかなか乙おつなもんですね。

「じゃあ行きましょうっス。でもって、最後におもしろかったのにもう一度乗りましょうっス」

「おお、それはいいな!!」

　そうして、方針を確かく認にんしたあと、二人は出発する。

「今日は休日っスけど、冬なので人が少なくて、あまり待たなくてよさそうっスから、たくさん乗れるっスよ」

「待つのは嫌いやだからな」

「あんまり待ち時間が長いと、なにしに来たのかわからなくなるっスからね」

「まあ、待ち時間も少しくらいなら、遊園地に来たって感じがしていいが、何時間も待つのはさすがにな」

　季節は冬なのでもちろん寒いですが、この熱々の二人には関係ないようです。

　バカップルは地球温暖化対策のために規制されるべきですよね、ええ。

「あっここっスね、入り口は」

「よっしゃ行くぞ」

　ジェットコースター乗り場を発見した二人は、カンカンカンと鉄の階段を上っていき、列に並ぶ。

　先ほどの亮りよう士しくんの予想通り人が少なく、二人がいちゃついている間にすぐに順番が回ってきました。

「おっラッキー、一番前に乗れそうだな」

「そうっスね」

　ジェットコースターに乗り込む二人。

「あっ、荷物置いてくるっス」

「おう、サンキュー」

　荷物を棚たなに置いて座席に座ったあと、亮士くんはレバーを下ろす。

「……いや、なんかドキドキしてきたっス」

「オレもだ!!」

　と話していると、ジェットコースターが動き始める。カーブを曲がりがたごと揺ゆれながら急なレールを登っていく。

「くぁー、これだよこれ、この登っていく感じがたまらねー!!」

「そうっスね!!」

「ここはやっぱ両手を上げるべきだな!!」

　おおかみさんのテンションの高さが、やっぱりキャラ崩ほう壊かいレベルです。

「そっそうっスうわああああ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

「おおおおおお[image: ～][image: ～]」

「あああああ[image: ～][image: ～]」

「おおおお[image: ～][image: ～]」

「あああ[image: ～][image: ～]」

「おお[image: ～][image: ～]」

「あ[image: ～][image: ～]」

「……」

「…」

　というわけで、ジェットコースター終しゆう了りよう。

「すっげーおもしろかった!!」

　あまりの楽しさに、おおかみさんがきらきらしています。後ご光こうが差すレベルです。

「あの一番高いところから落ちるのが一番すごかったな!!　あと、途と中ちゆうのぐぐぐぐ～っとカーブするところ!!」

　両手をぶんぶん振ふり回し、大げさな身振り手振りで、どれだけおもしろかったかを伝えるおおかみさん。無む邪じや気きです、間ま違ちがいなく精神年ねん齢れいが五歳さいくらい下がってます。小学生みたいです。

「亮りよう士し、これ最後に絶対もう一回乗るぞ!!」

「りょっ了りよう解かいっス」

　そんなおおかみさんのテンションに、亮士くんもたじたじです。

「じゃあ次はあれ行こうぜ!!」

「それも了解っス！」

　ただ……そんなおおかみさんを見るのが、うれしくて仕方がない亮士くん。

　頰ほほが緩ゆるむのも仕方がないでしょう。好きな女の子がこれだけ楽しんでるんですから、デートに誘さそったかいがあったというものです。

（おれはやったっスよ……それもこれもみんなのおかげっス……）

　助言をくれた紳しん士しの皆みなさんを冬の空に勝手に映し出して、亮士くんは報告と感謝の意を伝える。亮士くんが勝手に映し出したものなので、皆さんいい笑え顔がおを浮かべています。

　が、実際この場にいたら間違いなく、このバカップルめが!!　もげろ!!　みたいな嫉しつ妬とに狂くるった瞳ひとみで見ていることでしょう。どんな瞳かは、皆さんが今すぐ鏡を見ればわかります。

　え？　そんな目してない？　それは失礼しました。

　そんなこんなで、必殺技わざでも出せそうなくらいに、テンションゲージがマックスのおおかみさんに、亮士くんはたじたじで引っ張り回されてます。

　次に乗ったのは急流下り的なやつでした。

「これもすっげーおもしろかったな!!　ぐぐーってばっしゃーんってな!!」

「そうっスね!!」

「次はあれだ!!」

「了りよう解かいっス!!」

　その次に乗ったのは、ジャングル探検丸太下りっポイの。

「わははは、なんだよあれ!!　ちゃちすぎるだろ!!　動物の塗と装そう剝はげてんじゃねーか!!」

「まあ、ああいうのも、趣おもむきがあっていいじゃないっスか。地方の遊園地っぽくて」

「次はあれ!!」

「りょっ了解っス！」

　次に乗ったのは、違ちがうジェットコースター。

「これもなかなかよかった!!　もう一回乗るリストに追加だな!!」

「そっそうっスね」

「次は……あれがおもしろそうだ!!」

「…………りょりょうか……」

　今度乗ったのは、ぐるぐる回るやつ……

「わははははははははは」

「……………………うぅ」

　乗り物に乗るたびに、亮りよう士しくんの元気がどんどんなくなっていきます。

　ていうか、顔が真っ青です。

　亮士くん的には、楽しそうなおおかみさんを見るのはすごく楽しいので、どこまでも付き合いたいところですが……身体からだがついていかないらしいです。

「りょっりょうこさん、ちょっちょっと、休きゆう憩けいを……」

　そして、亮士くんはとうとうギブアップしました。ヘタレです。

「なんだ。もうへばったのか、情けねーな」

「面目ないっス」

　ほんと情けないです。せっかくおおかみさんがかわいかったのに。

「じゃあ、メシにすっか。ちょうどいい時間だしな」

　気がつけば、もう時間はお昼の一時を回ってました。

　楽しい時間はすぐ過ぎるものですよね。

　というわけで、まだまだ元気いっぱいなおおかみさんと、へろへろしている亮士くんがやって来たのは、遊園地内のフードコート。

　屋内なので、外より比ひ較かく的暖かいです。

「ほら、水だ。あと、ハンカチ濡ぬらしてきてやったぞ」

「ううう……ありがとうございますっス」

　ベターッとテーブルの上に突つっ伏ぷしていた亮士くんは、よろよろと身体からだを起こすと、おおかみさんが持ってきた水を飲んだあと、椅い子すにもたれかかり上を向き、濡れたハンカチを顔に載のせた。

「ああ、気持ちいいっス」

「お前、絶ぜつ叫きようマシンに弱かったのか？」

「いや、大好きで楽しいんスけど、なんか乗りまくってたらこう、頭の中がぐわんぐわんと……」

「なんだお前、車に酔ようタイプか？」

「そうっスね、時々……」

「オレ、大だい丈じよう夫ぶなんだよな、乗り物酔いしねーんだ」

「それは、うらやましいっス」

　地味に三さん半はん規き管かんが弱かったらしい亮りよう士しくん。乗り物酔いする主人公とか……相変わらず主人公ができないお人です。

「……で、なに食うよ」

「あー身体からだが温まるものがいいっスよね」

「そうだな……ならうどんにでもするか。死にかけのお前でも、食いやすいだろうし」

「ハイっス。じゃあ買って──」

　と亮士くんは立ち上がろうとするが、おおかみさんがため息混じりに言った。

「ふらふらしてんじゃねーか。お前はそこで席取ってろ。オレが買ってきてやるから」

「うう……すいませんっス」

　亮士くんを座らせると、おおかみさんは軽かろやかな足取りで歩いていく。鼻歌でも歌いそうな勢いです。

「……ふんふんふ～ん♪」

　あ、鼻歌が出ました。

　……何度も言うようですが、これはおおかみさんです。

　おおかみさん、台詞せりふのところどころにかすかなツンがありますが、もうほんとチクッとするぐらいで、いったいこれ誰だれ？　って感じになってます。

　亮士くんはおおかみさんのツンをかき分け、とうとうデレの部分にたどり着いたのです。

　デレの収しゆう穫かく期です。

　そんな偉い業ぎようを成し遂とげた亮士くん、これはもう英えい雄ゆうといっても過言ではないかもしれません。

「おら、買ってきたぞ」

「あっありがとうございますっス～」

　亮士くんがおおかみさんからうどんを受け取る姿は、なにやら施ほどこしでも受けてるみたいで、マジ情けないですけどね。

「んじゃまあ、いただきます」

「いただきますっス」

　向かい合ってうどんをすする、おおかみさんと亮りよう士しくん。

「やっぱこういうところのメシは高いな、まあこの値段とモノが釣つり合ってない感じが、遊園地の醍だい醐ご味みなのかもしらねーけど」

「そうっスね。縁えん日にちの焼きそばとかも、そうっスよね」

「そうだな。ちゃちくて具のないあの焼きそばが、祭りのときに食うとうめーんだよ」

「やっぱ周りの空気っスよね」

「このうどんも味が単調で、市し販はんのダシぶち込みましたって感じだけど、すげーうまく感じるよな」

「あったかいっスからねー」

　というわけで、二人で仲良くうどんをずるずるしていたが、食べ終わったあとおおかみさんは亮士くんに聞いた。

「で、どうだ？」

「あ、だいぶ、ぐわんぐわんがなくなってきたっス。なので、ぐるぐる系じゃなければ……」

「おいおい、遊園地ってぐるぐる回るのばっかりだろうよ」

　おおかみさんはあきれ顔で、ガイドマップを広げる。

「ならそうだな……じゃあ、これ乗ろうぜこれ。メテオなんとかって、落っこちるやつ」

「それなら、たぶん大だい丈じよう夫ぶっス！」

「じゃあ、もうちょっと休きゆう憩けいして腹が落ち着いてから行こうぜ」

「了りよう解かいっス」

　温かいうどんを食べて、お腹なかがふくれて、まったりするおおかみさんと亮士くん。

　二人の間に、穏おだやかな空気が流れます。

　顔色がよくなってきた亮士くんと、リラックスしすぎで毛皮を半分脱ぬいでるおおかみさん。

　たわいない会話が、とても楽しい。……青春ですね。

　ていうか、この年とし頃ごろでいい感じの二人が会話を交かわせば、いつだってどこだって楽しいですよね。

　どこでだって楽しいんだから、遊園地なんて来るんじゃねーよ青春野や郎ろうどもがって感じですよね。

　いやもう巣すにこもって出てくるなって感じですよね!!

　……すいません、言いすぎました。

　まあ、そんな、いい感じの空気で、いちゃついてるお二人。

「にしても、冬の遊園地はほんとに穴場だったな。寒いは寒いが、人が少なくてあんまり待たないのがいい」

「いや、ほんとそうっスね」

「あの馬ば鹿かどもも、たまには役に立つんだな。冬の遊園地とか言い出したのは、あいつらだろ？」

「いやははは……はははは」

　亮りよう士しくんは、お友達が馬ば鹿かどもと言われてるのに、フォローを入れませんでした。いや入れられなかったのか。

　まあ、たしかにダメ人間の集団ですしね。変態紳しん士しばっかですし。

　どうにかフォローするなら、愉ゆ快かいな馬鹿とか素す敵てきな馬鹿とかそんな感じでしょうか。基本、友情に厚い人たちですし……嫉しつ妬とで変な風になることもありますが。

「ほかには動物園とか、水族館とかも候補に上がってたんスよね」

「動物園に、水族館か……」

「涼りよう子こさんはどっちが好きっスか？」

「ん～どっちも好きだな」

　迷った結果、優ゆう柔じゆう不ふ断だんなおおかみさんはどっちも好きと答える。

　いやまあ、仕方ありませんか。

「ははは、涼子さん、ほんと動物好きっスよね。うちの犬とか大好きっスし」

「うっうるせえな。好きなもんは仕方ねーだろうが!!」

　真っ赤な顔で叫さけぶおおかみさんだったが、

「いや、涼子さんらしくていいと思うっスよ」

　こう言ってにこっと笑う亮士くんに撃げき沈ちんする。

「うぐっ」

　だが、おおかみさんも負けっ放しではない。

「…………どうやらお前、もう大だい丈じよう夫ぶみてーだな」

「えっ？」

「行くぞ!!」

　おおかみさんは立ち上がると、さっさと食器を返しに行く。

「あっちょっ待ってくださいっス!!」

　そして十分後、

「うおおおおおおおおおおお」

「うわああああああああああ」

　亮士くんは鉄てつ塔とうの上から思いっきり落下していた。

　これは先ほど話に出てたやつ、いわゆるフリーフォールという乗り物ですね。

「これは……けっこう怖こわかったっスね」

　結構どころじゃなさそうですけどね。よっぽど怖かったのか、放心状態ですし。

「うははは、スゲーおもしろかった!!　もっかい行こうぜ!!　人、あんまり並んでなかったし!!」

「りょっ了りよう解かいっス～」

　ここまで自由にはしゃいでいるおおかみさんを見るのは初めてで、亮りよう士しくんはもうそれだけで幸せ。

　なんですが、

「ぎゃああああああ」

「わははははははは」

　なんですが……

「すっげーおもしれー！　また行くぞ!!」

「……りょっりょうか……い」

　やっぱり身体からだのほうがついていかないみたいですけどね。

　ただ、へろへろしてるくせに、亮士くんはものすごく満足そうです。

　これはもちろん、おおかみさんが楽しそうなのが、心の底からうれしいわけです。

　なので別に、亮士くんがマゾだというわけではありません。

　……本当ですよ？




　そんな楽しい時間は過ぎていき、気がつけばもう夕方でした。

　冬なので日が落ちるのが早いのもありますが、一番の理由は楽しかったからでしょう。

　楽しい時間はすぐに過ぎるものですからね。

「……ふぅ」

　夕焼け色に染まる中、遊びに来ていた人たちがニコニコしながら家いえ路じにつく、そんな郷きよう愁しゆうを誘さそう光景を見て、おおかみさんは思わずため息をついてしまう。

「もうこんな時間か……」

　楽しかった時間の終わりを、実感してしまったのでしょう。

　並んで立つ亮士くんも、どことなく寂さびしそうです。

「……あっという間だったっスね」

「おもしろかったやつは、だいたい二回以上乗ったしな」

「おかげでへろへろっス」

「情けねーなー」

「面目ないっス」

　二人は名残なごり惜おしさからか、なかなか帰ろうと言い出さない。

「…………」

「…………」

　だが、そうしているうちに、辺りは閑かん散さんとしてきた。乗り物の音だけが虚むなしく響ひびく。

「………………………………帰るか」

　つぶやくように言うおおかみさんに、亮りよう士しくんはうなずく。

「そうっスね……」

　そして、亮士くんは少しためらったあと、意を決して言った。

「……あ、そうだ。あの、涼りよう子こさん」

「あん？」

「さっ最後に観覧車はどうっスか？」

　亮士くんは紳しん士しの皆みなさんの忠告を忘れてませんでした。

「観覧車か……」

　その亮士くんの提案に、おおかみさんは少し考え込む。

　観覧車って実は、脱だつ出しゆつ不能な密室ですからね。しかも狭せまい。

　そう考えると、観覧車とは、ある意味乗るのにとてもお互たがいの信しん頼らいが必要な乗り物なのです。

　そこに男女二人で乗るとかもう、ただのカップルじゃないですか。

「……それもいいな」

　……まあ、カップルなんですが。




　そして密室……じゃなくて観覧車のゴンドラに乗り込んだ二人。

　最初はその狭さに、二人きりというのを強調されてドキドキしていた二人ですが、ある程度回ってゴンドラの位置が高くなったことで、外のほうに意識が向きました。

「へえ……」

「おおー」

　今日は晴天、しかもちょうど空が赤く染まっているので、すばらしい景色が目の前に広がってます。

　その赤く染まる街並みを見ながら、おおかみさんはつぶやいた。

「観覧車も、なかなか楽しいもんだな」

「そうっスね……ほら、御お伽とぎ花ばな市しも見えるっスよ」

　小高い丘の上に立っている観覧車は、かなり遠くまで見渡わたせるのです。

「おーほんとだ。家は見えるかな」

　おおかみさんがべたっと窓に張りつく。

「おっ、まだまだ遊んでいるやつらがいるぞ、元気だねー」

　そんなおおかみさんに亮士くんは言った。

「……涼子さん。今日はほんと申し訳なかったっス」

「ん？　なにがだ？」

「……せっかく来たのに、おれのせいで半分くらいしか乗れなかったっスし」

「ああ……まあ、乗り物酔よいは仕方ねーだろ」

「でも、おれが酔よわなかったら、もっと色々乗れて、もっともっと楽しかったはずっスし」

　亮りよう士しくんがへばったあとは、ぐるぐる回る系の乗り物を避さけていたみたいですからね。

　遊園地にはぐるぐる回る系の乗り物は数多いですし、それでは遊園地を遊び尽つくしたとは言えないでしょう。

「いいんだよ。ああいうのは、一人で乗ってもおもしろくねーからな」

　だが、おおかみさんはなんでもないことのように言うが、亮士くんはどことなく沈しずんだまま。

「…………」

　初デートにしては、少し情けなかったですからね。

　なにより、今日が楽しかったからこそ、欲が出てしまったのかもしれません。

　酔わなければもっと楽しかったのに……と。

　ですが、乗り物酔いをしたことではなく、そんなことを気にする亮士くんのヘタレさにいらっときたのか、おおかみさんは言います。

「今日オレはスゲー楽しかったよ。来てよかったと思ってるよ。なのに、お前は……もっと自信持てよ。つーかお前、ここにはオレしかいねーんだぞ？　なのに、なんでそんなにヘタれまくってんだよ」

「そっそうっスよね」

　とはいうものの、亮士くんは未いまだヘタレ口調のまま。

「…………」

「…………」

「…………」

「…………すいませんっス」

　あ、また謝っちゃいました。

　そんな亮士くんに、おおかみさんは大きなため息をついて言った。

「……お前は知らない人が怖こわいんだよな」

　いきなりそんなことを言い出したおおかみさんに面食らいつつも、亮士くんは律りち儀ぎに答える。

「えっと、そうっスね。知らない人とかが側そばにいると、どうも身構えちゃうんスよ。涼りよう子こさんとか赤あか井いさんとか、親しくなった人の前では結構大だい丈じよう夫ぶになったんスけど、それでも少し……」

　今もヘタれてますしね。

「オレの前でもヘタれているのは……やっぱり、オレの気持ちがわからないからか？」

「……そう……かもしれないっス」

　うつむく亮士くん。

　好きな人の気持ちがわからない。それはたしかに恐きよう怖ふでしかなく、なので亮士くんはヘタれてしまうのです。

「たしかに、オレは正直な気持ちをまだ伝えたことはないな……」

　そう、おおかみさんは未いまだちゃんと言葉にして想おもいを伝えたことはない。

　思わせぶりな態度を見せているくせに、その想いを言葉にしない。

　嫉しつ妬とするくせに、独どく占せんしようとするくせに、気持ちを言葉で伝えない。

　嫌きらわないでと言うくせに……好きだとは言わない。

「そりゃ、不安だよな……。前に自分が不安で押し潰つぶされそうになったのに……亮りよう士しの不安は気にしない。……最悪だな」

　それらの煮にえ切らない対応は、目の前の少年が与あたえてくれたもの、伝えてくれた想いに釣つり合うものではなかった。

「なのに……」

　にもかかわらず、目の前のおどおどとした少年は、報むくわれない現実を気にもせず、様々な脅きよう威いから自分を護まもり助けてくれた。

　そして、目の前の少年は、かわいくなくて素す直なおじゃない自分に想いを伝え続け、とうとう心の奥底に眠ねむらせていた、本当の自分にたどり着いてしまった。

　すべてを思い返してみれば、まるで子供の頃ころに憧あこがれたあの童話のよう。

　深い森を抜ぬけ、城じよう壁へきを乗り越こえ、いばらをかき分け、やってきた王子様が、眠れるお姫ひめ様さまを目覚めさせた、あの童話の……。

「ああ……そうか」

　胸が熱くなる。心臓が早はや鐘がねのようになり、頰ほほが染まっていくのがわかる。

　昔に捨てたはずの自分が目を覚ますのを感じる。

　でも恋に恋していただけの、昔の自分とは違ちがう。

　今胸に宿っているこの想いは、そんなあやふやなものではなく、はっきりとした……。

「……そうだな。この想いは……もう、噓うそなんかでは隠かくせない」

　なんてことはない、おおかみさんが亮士くんから受け取ったものは膨ぼう大だいで、もうそれらは噓の毛皮にはとっくに収まり切らなくなっているのだ。

　それに、噓の毛皮を脱ぬいでも大だい丈じよう夫ぶ。

　なぜなら、目の前には自分がもっとも信しん頼らいしている少年がいる。

　ヘタレで臆おく病びようで視線恐きよう怖ふ症しようで他人が怖こわくて、でも誰だれよりも頼たよりになる少年が。

　ならもうあとは、この毛皮を脱いで、その下に隠かくしていた想いを伝えるだけ。

　この想いはもうごまかせないし、ごまかしたくない。

　そう、オレが……私自身が、亮士の想いに、亮士が私にしてくれた、今までのすべてに応こたえたいんだ。

　おおかみさんは、ようやく自覚した想いを胸に、覚かく悟ごを決めた。

「……亮士、目をつむれ」

「えっ？」

「いいから目をつむれ」

「はっはいっス」

　亮りよう士しくんは素す直なおに目をつむる。

　それを見たあと、おおかみさんはいつもとは違ちがうとても優やさしい声こわ音ねで、静かに語り始めた。

「なあ亮士。オレは……お前のおかげで救われたと思う」

　毛皮の奥に隠かくしていた、自分の本当の気持ちを。

「お前がいなけりゃ、今のオレはなかったはずだ。遊園地でこんなに楽しむとか、少し前のオレじゃあ考えられねーよ。昔のオレは余よ裕ゆうがなかったからな」

　たしかに、今日のおおかみさんはキャラが崩ほう壊かいしてました。

「色々あって一人で強くなろうとして……そんなときに、りんごと出会って人間不信は大分ましになったけど、それでも信用してたのはりんごだけで、まだまだ解消される程ほどじゃなかった。御お伽とぎ銀行の連中だって、完全に信用したのはお前と会ってからだと思う。御伽銀行に所属したのは、報ほう酬しゆうがなかなかよかったし、色々厄やつ介かい事ごとが来るから強くなれるしと、オレとりんごにとって便利な組織だったからってだけ。そんな感じだったから、表面上は一応仲良くやってたが、たぶんそれだけだったと思う。

　……そんな感じのときに、お前が告こくってきた。

　お前はいつもまっすぐにぶつかってきた。ヘタレなのに強くて、まっすぐに好意をぶつけてきて、その想いを一度も裏切ることはなくて……そんなお前のおかげでオレは、もう一度ちゃんと人を信じられるようになったんじゃないかと思う」

　そこで苦笑するおおかみさん。

「未いまだなんでオレに惚ほれたのかはよくわかんねーけどな。こんな女らしくねー女に」

「そっそんなことはない……って!?」

　亮士くんは思わず立ち上がろうとするが、おおかみさんは亮士くんのおでこをつついて、もう一度座らせる。

「もうちょい座ってろ。あと、サンキューな」

「はっはいっス」

　おおかみさんが優しすぎて、亮士くんもびっくりしているみたいです。

「……………………亮士。オレは前、時間をくれって言ったな」

「はいっス」

　おおかみさんはりんごさんたちのどっきりに引っかかって、人を好きになるのが──人を好きになったと認めることがまだ怖こわいから、時間をくれと亮士くんに言ったのです。

「さっきも言ったけど、今日はすごく楽しかったんだ。りんごの前でだって、こんなにはしゃいだことはないかもしれねー」

　思い出したのか、おおかみさんは楽しそうに笑う。

「そんな状じよう況きようなのに、今いま更さら自分に噓うそついたってな……、それになにより、オレがオレ自身の意志で自分の想おもいを伝えたい。だから……オレの想いを聞いてくれ」

「はっはいっス」

　緊きん張ちようでカチンコチンに固まる亮りよう士しくん。

　すると、おおかみさんが立ち上がる気配がした。

「涼りよう子こさん？」

　その気配を感じて、亮士くんが目を閉じたまま上を向く。

「亮士」

「はっはいっス」

「……たくさん殴なぐってごめんね」

　そんな亮士くんに、おおかみさんは静かに自分の想いを語っていく。

「でも、そんな私だったのに、離はなれないでいてくれて、それどころか近づいてきてくれて、ありがとう」

「…………」

「本当の私を見つけてくれたのも、うれしかった」

「…………」

「なにより、こんな私を好きになってくれたことが……」

　そしておおかみさんは一歩だけ前に出て亮士くんの前に立ち、

「亮士」

「はい……」

「初めて出会ったときの、あの告白の答えを今返します」

　ゆっくりと目をつむった亮士くんに顔を近づけていき……

「私もあなたのことが……」

　小さい、本当に小さい、亮士くんにだけ聞こえる声で想いを伝え、そっと触ふれるだけのキスをした。

「っ!?」

　唇くちびるに触れた柔やわらかな感かん触しよくに硬こう直ちよくし、その感触が離れたあと、亮士くんは呆ぼう然ぜんとしたまま目を開けた。

「えっ？」

　目の前には夕日に照らされた、恥はずかしそうに微笑ほほえむおおかみさんがいて。

「…………えっ？」

「くすっ、まだまだ完全に素す直なおになれないと思うけど……これからもよろしくね」

　まるで夢のようというか、夢としか思えない展開に、亮士くんは固まったまま。そんな亮士くんをおおかみさんはくすくす笑いながら見ている。

　………………だが、夢は覚めるもの。

　とうとうゴンドラは一周し、地上に戻もどってきてしまう。

「はい、到とう着ちやくでーす」

　その瞬しゆん間かん、おおかみさんのお顔が、とっても優やさしい正統派美少女って感じから、凜り々りしいスケバン少女、つまりいつものおおかみさんに戻もどりました。

「おっ、着いたか」

　甘い空気はどこへやら、おおかみさんは一いつ瞬しゆんで毛皮を着込みます。

　素す直なおになって、自分の想おもいを語ったけれども、まだまだ狼おおかみの毛皮は手放せないようです。

　亮りよう士しくんに対しては素直になれても、その他の人の前では無理なのでしょう。おおかみさんの毛皮は、弱い自分を守るためという理由もありますからね。

　それに、ああいう姿は好きな人にだけ見せるのが真のツンデレでしょうし、なにより今は照れくさくて毛皮でも着てなきゃ、やってられないでしょうしね。

「足あし下もとに気をつけてくださいね～」

「どうも」

　ゴンドラから降りるおおかみさん。

「じゃあ、帰るか……」

　名残なごり惜おしそうではあるが、それでもおおかみさんはそう言いながら振ふり向くと、

「あっあの、すいません、早く降りていただかないと……」

　未いまだに観覧車のゴンドラの中で固まっている、亮士くんの姿に気がついた。

「あの……お客さま!!」

　係員さんが亮士くんにそう話しかけるが、亮士くんは固まったままで、その間にも観覧車は回っていき……

「すいません、今降りると危険なのでもう一周してください」

　亮士くんを一人残したまま、ゴンドラの扉とびらを閉じた。

「おい[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ!!」

　その光景に、思わずつっこむおおかみさん。

　ボケとしての習性か、心の底までおおかみさんに服従……もとい、おおかみさんの魅み力りよくに参っているからか、そのつっこみで、亮士くんは我に返る。

「はっ!?」

　だが、時すでに遅おそし。

　おおかみさんの目の前で、亮士くんは再び回っていきます。

　我に返った亮士くんは振り向いて、捨てられた子犬のような切ない瞳ひとみでおおかみさんを見つめます。

「…………」

「…………」

　無言で見つめ合ったまま離はなれていく二人。

　これが電車で、相手が遠くの街に引っ越こすせいで、離ればなれになってしまうことになった恋人同士、とかなら感動的なのですが、まぁ観覧車なわけで……。一人残されてしまったおおかみさんに、係員さんは腫はれ物ものにでも触さわるような感じで聞きました。

「あの……どうします？　なんならもう一周しますか？」

　思いっきり気を遣つかわれてるおおかみさんだったが、その優やさしさが辛つらかった。その思いやりが今は辛かった。

　というわけで、おおかみさんは真っ赤な顔でうつむきながら、絞しぼり出すように言った。

「…………いえ、いいです。下で待ってます」




　その後、観覧車で一周したのち、感動の再会を果たしたおおかみさんと亮りよう士しくんですが、

「こっこのぼけこのぼけ!!」

「ひー、すいませんっス！　すいませんっス!!」

「恥はじかかせやがって!!」

「すいませんっス～!!」

　まあ、いつも通りの感じになってました。

　とはいえ、亮士くんの顔はにやけてますが……そしてそのにやけ顔が、おおかみさんの怒いかりを増ぞう幅ふくさせるらしいです。

「つーか、なんなんだこれは!!」

　おおかみさんは乙女おとめですからね。

　しかも、夢見るとか付いてもいいくらいの乙女っぷりですからね。キスシーンのあとにコメディパートを入れられたらキレもするでしょう。

　というわけで、毛皮をまたかっちりと着込んで、ジッパーもきっちり閉めたおおかみさんは、亮士くんを蹴けりまくります。

「でっでも!!　初めてだったんスよおれは!!　しかも涼りよう子こさんからとか!!　んなもん意識が飛んで天国に行ったって仕方ないっスよ!!」

　男の初めてとか、心の底からどうでもいいですよね……

「んなもんオレだって!!」

　……このおおかみさん情報は超ちよう重要ですが。

　ちなみに、おおかみさんは前にりんごさんに唇くちびるを奪うばわれたりしましたが、おおかみさん的にはなかったことになっているらしいです。

　まあ、そうですよね。おおかみさんは乙女ですしね。初めてが女の子とかないですよね。

　でもって、その素す敵てき情報に思わず声を上げてしまう亮りよう士しくん。

「えっ!?」

　そんな亮士くんの反応が不服だったのか、

「……初めてだよ」

　おおかみさんは真っ赤になって、むーっとした顔で亮士くんを睨にらんだあと、背を向けて歩き出した。

「ふん、帰る!!」

「あっちょっと待ってくださいっス!!」

　夕日で染まったにしては赤すぎる気がしないでもない、真っ赤な顔のおおかみさんを、亮士くんはあわてて追いかける。

「涼りよう子こさ～ん!!」

　意地っ張りなツンデレいばら姫ひめおおかみさんと、王子様……というにはヘタレすぎる気がしないでもない亮士くん。

　そんな二人の想おもいが通い合った、ある冬の日のお話でした。


めでたしめでたし









　　　おまけ　デート当日の夜




「……遅おそいですの」

　おおかみさんとりんごさんの愛の巣すでは、りんごさんが床ゆかに敷しかれたラグの上に転がってました。

「これは……うまくいったと考えていいんですの？」

　テレビはついてますが、内容はまったくりんごさんの頭の中に入っていないようです。

「涼子ちゃんが幸せなら、私はそれで満足……うう、やっぱりいやですの～私の涼子ちゃんが！　涼子ちゃんがっ!?」

　りんごさんはラグの上で両手足をばたばたさせる。

「そりゃたしかに、涼子ちゃんには幸せになって欲しいですけど、でもっ!!」

　おおかみさんと亮士くんの仲をずっと応おう援えんしてきたけれど、くっつかれたらそれはそれで嫌いやだとか、なかなかに難なん儀ぎなりんごさんです。

　そんな感じで、心配性なりんごさんがごろごろしていると、おおかみさんが帰ってきました。

「帰ったぞー」

　その声に、りんごさんは一いつ瞬しゆんで普ふ段だんの様子を取り戻もどし、

「おかえりなさいですの～」

　さりげない笑え顔がおを浮かべつつ、ギンッとりんごさんアイで、おおかみさんの表情をチェックします。

「あーまったく、すげーつかれたぜ」

　なにげない様子でおおかみさんはコートを脱ぬぎ始めます。

　おおかみさんは顔に出るタイプなので、顔を見ればだいたいそのときの気分がわかるのです。

（……平静を装よそおおうとしてますけど、かすかに顔がにやけてますの）

　さすが、りんごさん。おおかみさんに関しては、些さ細さいな変化も見逃のがしません。

「……今日はお楽しみだったみたいですのね」

「あーまあまあだったな」

　あれですね、おおかみさん的にこのまあまあというのは、最大級の賛辞です。

　そんなおおかみさんに、ショックを受けるりんごさん。

（くっ、私の涼りよう子こちゃんいじりが通じないなんてですのっ!?）

　りんごさんは立ち上がると、おおかみさんにとてとてと近寄り、洋服チェックを始めました。

「……なにしてんだ？」

「いえ着衣の乱れの確かく認にんを……」

「なっなにもしてねーよ!!」

「涼子ちゃんは、される側がわですものね」

「されてもねーよ!!」

「じゃあ……やっぱりなにかしたんですのね」

「だっだから、なにもしてねー……よ」

　ほんとはしたんですけどね。

　まあ、ゴニョゴニョではなくキスですが。

　というわけで、噓うそをつけないおおかみさんの態度は少し不自然で、

「あっ、リップが取れてますのよ？」

「なっ!?」

　りんごさんの言葉に、おおかみさんは真っ赤になって口元を隠かくす。

「がっがががーんですの」

　その反応を見て、りんごさんはよろよろと崩くずれ落ちた。

「涼子ちゃんが……私の涼子ちゃんが、大人になっちゃいましたのー、うわーんですの」

「なっなってねーよ!!　キ……キ……」

　思わずキスだけだとか言いそうになったが、どうにかぎりぎりで耐たえきったおおかみさん。

「なるほど。ヤってはないけどキスをした……と」

　ただ、りんごさんにはその一文字で十分だったみたいですけどね。

「しかも、反応から見て、涼子ちゃんからしたとか……」

　いやはや、りんごさんのプロファイリングは正確すぎて困ります。

「涼りよう子こちゃん！　私はあなたをそんなふしだらな子に育てた憶おぼえはないですのよっ!?」

「育てられた憶えもねーよ!!」

「では早さつ速そくメールで拡かく散さんを」

「ばっなにしてやがる!!」

　りんごさんに詰つめ寄るおおかみさん。

「安心してくださいの。お友達限定なので」

「安心できるかー!!」

「なら、不特定多数に」

「より悪いわ!!」

「んもう、涼子ちゃんわがままですの!!」

「つーか、メール送んなっつってんだよ!!」

　りんごさんから携けい帯たいを奪うばおうとした拍ひよう子しに、おおかみさんはりんごさんを押し倒たおしてしまう。

「きゃー、森もり野の君を襲おそっただけでなく私もなんて、涼子ちゃんってば野や獣じゆうですのー、オオカミですのー」

「うるせー!!」

　組んずほぐれつしまくる、おおかみさんとりんごさん。




　そして五分後。




　そこには息も絶え絶えな二人の姿が!!

　……一応言っておきますが、事後ではありません。

　二人は並んで床ゆかに敷しかれたラグの上に寝ねころんでいる。

「つっ疲つかれましたの」

「誰だれのせいだよ……」

　自分のせいなのに文句を言ってるりんごさんに、おおかみさんは疲れた顔でつっこむ。

「つーかはしゃぎすぎだ。なんなんだよいったい」

　すると、りんごさんはとても優やさしい笑え顔がおで言った。

「いえ、だってうれしくて……涼子ちゃんががんばったのが」

「むぐっ」

「ちゃんと森もり野の君が好きだと認めたんですのよね？」

「……………………………………ああ」

　おおかみさんは真っ赤な顔でそっぽを向きつつも、ちゃんとうなずく。

「それはよかったですの、ほんとに……ほんとに」

　りんごさんの目が潤うるんでいます。

　りんごさんはずっと側そばで、おおかみさんを見てましたからね。

　おおかみさんが噓うその毛皮を脱ぬぎ、素す直なおになったことが本当にうれしいんでしょう。

　そう、脱げたんじゃなく、自ら脱いだんです。自らの意志で素直になったんです。

　またかぶり直しましたが、脱げたのと脱いだのでは全然違ちがうのです。

「ほんとに…………」

　おおかみさんのことを、自分のことのように喜ぶりんごさん。

　そんなりんごさんに、おおかみさんは言った。

「…………りんご、ありがとな。お前がいなかったら、オレはたぶん途と中ちゆうで折れてたよ」

「ふふふ、それはお互たがい様さまですのよ。私も涼りよう子こちゃんがいなかったら、今でもうじうじしてたはずですの」

　りんごさんがとても優やさしい顔で微笑ほほえむ。

「涼子ちゃん、ありがとうですの」

　りんごさんも色々ありましたしね。今は白しら雪ゆきさんと仲直りして、トラウマを解消しましたけど。

「そうか……いや、どう考えてもオレのほうがたくさん助けてもらってた気がする」

　素直になったおおかみさんは、りんごさんのためになにかをしてあげたいのです。

　今までにりんごさんが自分のために色々してくれたように。

「だから、なにかして欲しいことがあったら言ってくれ。なんでもするから」

　おおかみさんは横にいるりんごさんを真面目まじめな顔で見つめる。

　それは、おおかみさんが変わった証あかしで、変わることができた証。

　りんごさんはそれがとてもうれしくて、すごく幸せで……少しだけ寂さびしい。

「涼子ちゃん……」

　そんなおおかみさんに、りんごさんは慈じ愛あいに満ちた笑顔を浮かべ……そして言った。

「じゃあ…………感謝の気持ちは身体からだで払はらってもらおうかですの!!」

「なんでそうなるんだよ!!」

　いやはや、いい雰ふん囲い気きが台無しです。

　ですが…………これも、おおかみさんとりんごさんらしくていいんじゃないですかね。


めでたしめでたし
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　　　噓うそつきおおかみさんついに噓の毛皮を脱ぬがされ正体を現すことになる







「さてさて困ったな。もう少し時間があると思ってたんだが……」

「あなたが好き勝手するからでしょう」

　薄うす暗ぐらい部屋の中、言葉とは裏腹な楽しそうな声とあきれた声が響ひびいた。

「ははっ、その通りだな。これぞ因果応報……ただ、因果応報という言葉を踏ふみにじってこその悪役だろう？」

　この部屋の中にいるのは男と女の二人のみ。

「はぁ……相変わらずあなたは、惚ほれ惚ぼれするほどの屑くずね」

「そんなに褒ほめるな」

「知ってると思うけど、私は破は滅めつまでは付き合わないわよ？　契けい約やくを破るのはあなたなんだし」

「わかってる。ただ、ギリギリまでは付き合ってもらうぞ」

「ええ。……どんな屑でも愛した男だしね」

「くっ愛、愛か」

「愛よ。私は私を護まもってくれる相手には、全身全ぜん霊れい、心からの愛情を注ぐことにしてるの。だから私にできることならなんだってするし、絶対に裏切らない。……それが対等の契けい約やくというものでしょう？」

「その通りだな。お前は俺が護るに足るいい女だった」

「そんないい女を捨ててわざわざ破は滅めつしようとか、まったく」

「くくっ真のいい女なら惚ほれた男と一いつ緒しよに破滅するべきじゃないのか？」

「そこまでは契約の範はん囲い外よ。なんで私を護ってもくれない男に、尽つくさなくちゃいけないの？」

「まあその通りだな、くくくく」

　そして男はひとしきり笑ったあと、宣言した。

「もう少しこの街で遊んでいたかったが、仕方ない。最後に、最高に悲劇的で救いのない、胸むなくその悪くなるほどに、完かん璧ぺきですばらしいエンディングを演出してやろうじゃないか!!」

　男の密ひそやかな笑い声はいつまでも続くのだった。




　始まりがあれば、当然終わりがやって来る……まあ、ここで言う終わりとは二学期のことなのですが。

　というわけで、二学期最終日、御お伽とぎ学園学生相そう互ご扶ふ助じよ協会、通つう称しよう御伽銀行の地下本店ではミーティングっぽいものが行われてました。

「────と、いうわけで、冬休みはこのローテーションでお願いします」

「お願いね？」

　今日も今日とて、デキる女のアリスさんの仕切りに、相変わらず適当な感じに頭とう取どりさんが付け加える。

　ていうか、この人たち三年生なのに、いつまでいるんでしょう。

　普ふ通つうはもう下級生に地位を譲ゆずってる時期ですよね。

「では解散──」

「あ、アリス君ちょっと待って？」

　さあ、終わりだ～なんて空気がだらけかけたところで、頭取さんが言った。

「いやいや、大事なことを言い忘れるところだったよ？　それで大おお神かみ君？」

「ん？　オレ？」

「そう、君？」

　あーおおかみさんは思いっきりタメで話してますが、これはなにが悪いかといえば、頭取さんに威い厳げんがないのが悪いのです。まあ、頭取さんはそういう上下関係に緩ゆるい人ですしね。

「大神君って前に、ひったくりを捕つかまえたでしょ？」

「ああ……そういえばそんなこともあったな」

　そう、白しら雪ゆきさん家ちのガキどもがやってきて色々あったあげくに、おおかみさんと亮りよう士しくんは公園でデートして、その帰りにひったくりに遭そう遇ぐうし、二人でそれを捕つかまえたことがあるのです。

　前巻『オオカミさんと○人間になりたいピノッキオ』参照です。

「あれって実は、鬼おにヶが島しま高校の生徒だったんだよね？」

「ああ……たしかに、若かったもんな」

「そうっスね」

　おおかみさんと亮士くんは犯人の姿を思い浮かべる。

　脳裏に浮かんだその姿は、どう見ても十代半ばから後半でした。

「本人は遊ぶ金欲しさでやったと言ってるんだけど……」

「ベタだな」

「ベタっスね」

　たしかにベタです。

　今は反省しているとそのあとにつければ、パーフェクトですよ。

「……実は鬼ヶ島って、トップがお金を下から集めてるみたいなんだよね？　いわゆる上じよう納のう金きんってやつ？」

　鬼ヶ島のトップというところで、嫌いやなやつのことを思い出し、

「……ちっ」

　おおかみさんは舌打ちをし、

「涼りよう子こさん……」

　亮士くんはそれを心配そうに見る。

「で、どうもその犯人はそれが払はらえなくて、ひったくりをした臭くさいんだよね？　というわけで、今回の件をきっかけにして、警察が鬼ヶ島に手を入れるらしいんだよ？　鬼ヶ島情報は逐ちく一いち学園長にも伝えてたし、学園長が動いたんだろうね？　まあ、鬼ヶ島のトップの彼はやりすぎたってことかな？」

　そこで、おとなしく話を聞いていたりんごさんがつぶやいた。

「びっくりですの……」

「そうなんだよ、さすがにここまでやってるとは……」

「……頭とう取どり仕事してたんですのね」

「…………そうなんだよ。僕も実はがんばってるんだよ」

　あまりにもあまりな扱あつかいにショックを受けたのか、頭取さんの台詞せりふの後ろのはてながなくなりました。ただ、おかげで少しだけ空気が軽くなりました。おおかみさんも少しだけ毒気を抜ぬかれた感じになってますし。

　そんな頭取さんを無視して、アリスさんが先を促うながす。

「頭取話がそれてます」

「……そうだね？　でもって、その学園長や警察の気配を感じたのか、鬼おにヶが島しま高校のトップの彼はどうやら逃にげ出したっぽいんだよね？」

「え？　逃げたんスか？」

　亮りよう士しくんが思わず驚おどろきの声を上げる。

「最初は僕も疑ってたんだけど、どうやらこの街にいないのは確かみたいなんだよね？　警察が話を聞こうとしたのにいなかったらしいし、学園長も捜さがしてるけど見つけてないみたいだし、この街で学園長の目をかいくぐって生活するのは、かなり難しいしね？」

　学園長は御お伽とぎ花ばな市しの陰かげの支配者ですからね。

「ただ、捕つかまったわけじゃないし、もしかしたらこっそり戻もどってくるかもしれないので、一応気をつけてねということだね？　戻ってきた、もしくは捕まったって情報があったら連れん絡らくするから？」

「……了りよう解かい」

「わかったっス」

　二人はそれぞれの思いで返事を返す。

「あ、それとあともう一つ……」

　まだあるのかなんて思いつつも、先の話が話だっただけに、おおかみさんは次も重要な話なのではと身構える。

「大おお神かみ君」

「……なんですか？」

　おっ、頭とう取どりさんがいいところ見せたあとなので、おおかみさんが敬語です。

「森もり野の君と行った、冬の遊園地デートの報告を──」

「なんでだよっ!!」

「いや、最初から君たちを陰ながら見守ってきた身としては、すっごく気になるじゃない？　ねえ、アリス君？」

「……ノーコメントで」

「アリス先せん輩ぱいも否定してくれよ!!」

　たしかに、『なにを言ってるんですか頭取』とかがアリスさんっぽい反応ですよね。この場合のノーコメントでってことは、頭取さんの話に乗っかってるようなものですし。

「では、代わりに私が報告しますの」

「なんでだよっ!!　ていうか、なにを報告するつもりだよっ!!」

「それはもちろん……」

「黙だまれ!!」

「もう、報告しろと言ったり報告するなと言ったり、涼りよう子こちゃん優ゆう柔じゆう不ふ断だんすぎますの!!」

「オレは一言たりとも、報告しろなんて言ってねーよ!!」

「まあまあ、涼りよう子こさん落ち着いて」

　ともかく、頭とう取どりさんとりんごさんのおちゃらけで、完全にいつもの空気になりました。

　ぴりぴりきていたおおかみさんも、いつものおおかみさんに戻もどりましたし。

「じゃあ、今度こそ解散ね～？　みんな楽しい冬休みを～？」

　そして、皆みながぞろぞろと地下本店から出ていき、頭取さんと二人きりになったところでアリスさんが言った。

「……予定通り、私たちの卒業までに鬼おにヶが島しまの件は片がつきそうですね」

「そうだね……そうでなくては困るよ。主義主張を曲げてまで、学園長に頼たよったんだからね」

　ああ、頭取さんは前に、この箱庭の中ぐらいは自分たちで管理したいじゃないかとか、かっこよく言ったことがありましたしね。

　それと、今は真面目まじめ状態だからか、また語尾のはてなが消えてます。

「ですが、仕方ないと思いますよ。彼は私たちには手に負えません」

「それはそうなんだけどね」

　相変わらず考え込んでいる頭取さんにアリスさんが聞きました。

「……どうかしたの？　なにか、気になることでもあるの？」

　あ、二人きりだからか、口調が少しだけ柔やわらかくなってますね。

「逃にげたっていうのが、どうも気になってね」

「ただ捕つかまりたくなかっただけじゃないの？」

「あの彼が？　彼はそんな玉たまじゃないと思うんだよね。調べれば調べるほど、彼の危険さがわかる」

「たしかに、大おお神かみさんの前の学校で彼がやったことはひどかったですからね。それを知った学園長が、即そく動くレベルですし」

「よくもまあ、ここまで見事に人間関係破は壊かいしまくったなって感じだからね……どう考えても頭のネジが何本か抜ぬけてるよ」

「ですが、戻ってきたとしても捕つかまるだけです。そんな先のない彼に付き従う人はもういないでしょう。なにより、彼に従うということは御お伽とぎ花ばな市しに敵対するということですから」

「公権力だけじゃなく、荒あら神がみ財ざい閥ばつまで動いてるしね……」

　と、そこで頭取さんは、いつものへらへらした感じに戻して言った。

「……まあ、今いま更さら考えても仕方ないかな？　いないものはいないんだし、学園の外に関しては僕らがどうこうできる問題じゃないし、情報を今後も集めていく以外に、できることはないし？」

「はい、無事捕まってくれることを祈いのりましょう」

　そう会話を交かわす頭取さんとアリスさんだったが、やはり心の内の不安は、完全には取り除けていないようだった。




　その頃ころ、冷たい風の吹ふく中、おおかみさんと亮りよう士しくんは並んで歩いていた。

「いやー終わったっスねー」

「そうだな」

「二学期も長かったような短かったような」

「まあ、また色々あったからな」

　そう、アリスさんが冬休みのローテーションが云うん々ぬんと言っていた通り、長かった二学期も終わり、とうとう明日から冬休みなのです。

　というわけで、解放感からか、口調から足取りまでなにもかもが軽かろやかなおおかみさんと亮士くん。

　二人きりの理由は、例によってりんごさんが気を利きかせすぎたためでしょう。

「涼りよう子こさんは冬休みどうするんスか？」

「年末年始は親に顔見せに実家に帰るな」

「あ、それはおれもっス」

「ほかには……なにかあったっけかな」

　おおかみさん、冬の遊園地デートでデレたと思ったんですが、だいたい今まで通りでした。

　多少は雰ふん囲い気きが柔やわらかくなった気はするんですが……亮士くんへの想おもいに素す直なおになりはしても、普ふ段だんの態度は変わらないようです。

　おおかみさんの噓うその毛皮は、弱い自分を護まもるためのものですからね。

　噓の毛皮に代わるなにかがない限り、簡単には脱ぬげません。

　それでもやはり、亮士くんへの態度は変わってるんです。

　実は亮士くん、あのデート以来ほとんど殴なぐられてないですし。

「あっあの涼子さん!!」

「ん？」

　おおかみさんが空を見上げながらスケジュールを思い浮かべているのを見て、今がチャンスと亮士くんは口ごもりつつも、どうにか聞いた。

「りょっ涼子さんは、クリスマスイブの予定はあるっスか？」

「えっ!?」

　いい感じの関係の男にクリスマスイブの予定を聞かれて、それがどういう意図を含ふくむのかわからない女性はいないでしょう。

「くっクリスマスか」

　というわけで、微び妙みようにおおかみさんの声がうわずります。

　ですが、必死に普通を装よそおいます。

「あるような、ないような……ここ数年は、りんごと過ごしてるからな」

　去年までのおおかみさんは、亮りよう士しくんと会ってないし、高等部にも進んでないしと、一いつ匹ぴき狼おおかみやってた時期ですからね。そりゃ浮いた話はないでしょう。

「えっと、うちでクリスマスパーティやるらしいんで、赤あか井いさんと一いつ緒しよに来ないっスかね？　若わか人とさんがケーキとか、ごちそう作ってくれるらしいっス」

「それは……いいな」

　若人さんとは、亮士くんの叔母おばである雪ゆき女めさんの旦だん那なさんです。

　雪女さんが結婚後ダメ人間化……もとい、お仕事が軌き道どうに乗ったので、炊すい事じ洗せん濯たく掃そう除じとすべてを旦那の若人さんがやっているのです。しかも料理が上手で、その他の家事も万能でと、すごくできた夫なのです。

「まあ、クリスマスツリーを飾かざって、ケーキ食べて、ごちそう食べて、なんか雪女さんがプレゼントとか配ってくれるらしいっス」

「それなら、いいぞ。りんごも来るだろうし」

　おおかみさんはそう言いつつも、肩かたすかしを食らった気分のようです。

　が!!　亮士くんの言葉には続きがありました。

「そっそれでっ!!」

　亮士くん的には、ここからが本題のようです。

「パーティは夕方くらいから始まるんで、それまで……その……一いつ緒しよに…………あっ遊ばないっスかっ!?」

　顔を真っ赤にしながら、おおかみさんをクリスマスデートに誘さそう亮士くん。

　正直、野や郎ろうの頰ほほが染まったとかいう描びよう写しやはいらない気がしますが、一応。

　そんな亮士くんにおおかみさんは、同じく真っ赤な顔で言った。

「…………いいぞ」

　おお……すごい。おおかみさんがデレてます。

『べっ別に、行きたいわけじゃないんだけど、お前がそうまで言うなら……』とか『仕方ねーから付き合ってやる』とかの、ツンデレワードがまったく出ませんでした。言葉少なでぶっきらぼうですが、即そく承しよう諾だくでした。

　なんというか……少し寂さびしい気がしますが、そんな感傷は置いておいて、

「ほっほんとっすか!!　じゃっじゃあ……」

　おおかみさんの返事に大喜びする亮士くんに、うれしいけど恥はずかしい……なんて初うい々ういしい表情をするおおかみさんでした。




　それから数日。おおかみさんとりんごさんは冬休みを絶賛満まん喫きつ中だった。

「今日も寒いですのね～」

「まあ、冬だしな」

　今日はお出かけもせず、二人の愛の巣すでまったりと過ごしているようです。

　御お伽とぎ学園学生相そう互ご扶ふ助じよ協会、通つう称しよう御伽銀行は、部活みたいなものなので、冬休みも学校に行きます。ただ、今日は当番でないらしく、家でだらだらしているようです。

「これはもう涼りよう子こちゃんと裸はだかで抱だき合って、暖を取るしか……」

「なんでだよ!!　エアコンつけろよ!!　ホットカーペットつけろよ!!　電気ストーブもあるよ!!」

　おおかみさんは愛の巣にある暖だん房ぼう器具の名前を挙げていく。

「つーかもうついてるよ!!」

　今はもう十二月の後半、冬ですもんね。

「だってほら、時代はエコですのよ」

「エコだ～？」

　おおかみさんは、いきなりエコとか言い出したりんごさんを、うさんくさそうに見る。

　まあ、りんごさんは流行に流されるタイプじゃないですよね。

　自分に益のある流行には乗って利用し尽つくし、益がなければスルーするタイプですよ。

　そもそも、外が寒いだけで、りんごさんのいるこの部屋の中はぬくぬくですし、言葉の重みゼロです。

「そう、エコですの。でもって、省エネ家電がどうのと宣伝しまくってますけど、一番のエコは電気を使わないことなんですのよ!!」

　なんということでしょう！

　りんごさんは、地球に優やさしすぎるあまり、おおかみさんで暖を取ろうとしているらしいです。

　ていうか、暖房の効きまくった部屋でエコを語るという時点でもう……りんごさん、『パンがないなら、お菓か子しを食べればいいじゃないですの！』とか言ってくれませんか？

「というわけで、ほら涼子ちゃん、服をぬぎぬぎして……」

「脱ぬぐか、ぼけ!!」

　あ[image: ～][image: ～]まあ、いつも通り仲のよい、おおかみさんとりんごさんです。

「んもう。ごろごろごろ～ですの～」

　ホットカーペットの上を、りんごさんはおおかみさんの側そばまで転がっていく。

　そして、おおかみさんの隣となりに到とう着ちやくしたところで聞いた。

「……ところで、涼子ちゃん。今年のクリスマスイブはどうしますの？」

　その問いに、ついに来たか!!　と、おおかみさんは覚かく悟ごを決める。

　なんで覚悟？　とお思いの方もいるかもしれませんが、雪ゆき女めさん家ちのクリスマスパーティに誘さそわれたことを話すと、自動的に亮りよう士しくんとのデートも話さないといけないんですよ？　そりゃあ勇気がいりますよ。だっておおかみさんなんですから。

「えーとそれだけどな……」

　しどろもどろという言葉がとてもしっくり来る感じで、おおかみさんは説明を始める。

「あーまあ、なんというか、その……亮りよう士しと……な」

　それを聞いて、はは～んという顔をするりんごさん。要領を得ないおおかみさんの話で、すべてを理解したらしいです。

　というわけで、りんごさんのおおかみさんいじりが始まりました。

　いじける……演技を始めるりんごさん。

「いーですのよ、いーですのよー。女同士の友情なんて、男で壊こわれるんですのよー」

「おっおいりんご」

「薄はく情じよう者ー鬼おにー悪あく魔まー少女趣しゆ味みー貧乳ーナイチチーマナイター」

　そんなりんごさんを、おおかみさんは冷たい目で見る。

「……お前もだろうが」

　おっしゃる通りで。

　りんごさんも、おおかみさんに負けないほどの、まな板っぷりですからね。

　さらに言うなら、体格が違ちがうので、数値的には確実にりんごさんのほうが劣おとってますよ。

　これは、自じ虐ぎやくネタなのか、はたまたブラックなジョークのつもりなのか。

「両面背中女ー」

「…………」

　ごんっ

「痛いですのっ!!」

　おおかみさんのトラウマをつついてしまったおかげで、りんごさんはげんこつを落とされました。

　ごんっ

「のっ!?」

　あっ、二発目。

　おおかみさん、よっぽどむかついたようですね。

　ちなみに、おおかみさんは亮士くんに押し倒たおされたあげくに、前と後ろを間ま違ちがえられたことがあります。『オオカミさんと洗せん濯たく中の天てん女によの羽は衣ごろも』参照です。

「いつつ、二回もぶつなんて……軽い冗じよう談だんですのに……」

「うるせー!!　……で、そのあと、夕方くらいから、雪ゆき女めさんとこでクリスマスパーティするらしくて、それに、りんごも来ないかってよ」

「はいはい、りょーかいですの。お先に雪女さんのところにおじゃましておきますから、存分に楽しんできてくださいの。その間、寂さびしい私は雪女さんと、リア充じゆう涼りよう子こちゃんの悪口を肴さかなに、気持ちよくなる不思議な液体でも飲むことにしますのよ」

「リア充言うなっ!!」

　と、そのとき携けい帯たいの着メロが鳴りました。

「おっ」

「あっ森もり野の君からですの」

　どうやら、着メロを変えてるのでりんごさんにも、一いつ瞬しゆんで電話をかけてきた相手がわかったようです。

　おおかみさんは携帯電話を手に取ると、なぜか姿勢を正し、ごほんと喉のどの調子を整えてから電話に出た。

「あっ、オレだ……ああ、大だい丈じよう夫ぶだ。暇ひましてたしな。……うん、ああその件か、りんごもオーケーだってよ」

　なんかにっこにっこしながら、電話の向こうの亮りよう士しくんと、会話を始めたおおかみさん。

「だから雪ゆき女めさんに、二人とも行くからよろしくって言っておいてくれ」

　そしてそうなると、必然的に放置されることになるりんごさん。

「……むー」

　放置されたりんごさんは、ぷくっとほっぺたをふくらませたあと、おおかみさんをくすぐり始めた。

「で、りんごとはそっちで合流する…………きゃっ!?　ひゃっ!!　ちょっうはっ、やっやめろ!!　電話中だろうがっ!!」

「私といるのにほかの人と電話なんて、マナーがなってませんの!!」

「同じ部屋で暮らしてんのに無茶言うな!!」

　これまた、おっしゃる通りで。

　ですが、そんなことはりんごさんには関係ないのです。

「それに暇してたって、私とおしゃべりしてたじゃないですの!!」

「言葉のあやだろうが!!」

「きいぃいぃ、許せませんの！　許せませんの!!」

「ちょっおまどこを触さわって………………あんっ」

　あ、おおかみさんが、どこを触られたのか知りませんが、いい声で鳴きました。

「ふひひひ、森野君聞いてますの？　森野君は涼りよう子こちゃんのこんな声聞いたことないでしょうですの!!」

　それを聞いて電話の向こうの亮士くんに向かって、りんごさんは自じ慢まんを始める。

「ちょっと相思相愛になったからって、調子に乗るんじゃないですの……」

「お前こそ、調子に乗るな[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ!!」

「っきゃん!!」

　自分に覆おおいかぶさっていたりんごさんを、おおかみさんは身体からだを起こすことで思いっきりひっくり返す。

「ったく、お前はいつもいつも！」

「だって、ですの～うえ～ん」

　あーまあ、そういうわけで、いつも通りな、ある冬休みの出来事でした。




　そして、とうとうやって来ましたクリスマスイブの朝。

　クリスマスイブはラブコメ的に外せないイベントですよね。

「うう……涼りよう子こちゃんがかわいい」

「なんで泣くんだよ」

「いえ、感動と嫉しつ妬とと喜びと悲しみで勝手に涙なみだが」

　クリスマスモードなおおかみさんに、りんごさんは思わず涙を流す。

「……複雑だな」

　親友としてのりんごさんは、こんなかわいいおおかみさんを独ひとり占じめする亮りよう士しくんのことが妬ねたましく、保護者としてのりんごさんは、成長して恋する乙女おとめになっちゃったおおかみさんのことがうれしいのでしょう。

「だって、今までなら絶対文句言ってたはずの涼子ちゃんが、おとなしく着飾かざらされるなんて!!」

「うぐっ……そっそれはだな……」

「……憎にくい！　森もり野の君が憎い!!」

「いや、なんでだよっ!!」

　感動嫉妬喜び悲しみに加え、憎しみもあったみたいですね。

「ずびー」

　りんごさんは涙を拭ふいて鼻をかんだあと、おおかみさんに言った。

「涼子ちゃん」

「なんだ？」

「……涼子ちゃんのあまりのかわいさに、森野君が正気を失ったとしても、ちゃんと避ひ妊にんはするんですのよ？　泣くのは女の子なんですから」

「話がいきなり飛びすぎだっ!!」

「ほら、これ持って」

「こんなもん持たすなよ!!　なんで持ってんだよ!!　つーかせめて、袋ふくろに入れろ!!」

　おおかみさんはなにかを裸はだかのまま渡わたされたみたいです。

「涼子ちゃん、笑え顔がお笑顔ですの。せっかくのクリスマスなんですから」

「誰だれのせいだ!!」

「私のせいじゃないことだけは、確かですの!!」

「なっ!?」

　りんごさんのこの自信はどこから来るのか。おかげでおおかみさんはため息ですよ。

「……はぁ」

　おおかみさん、まだ始まってもいないのに、もう疲つかれてますね。

「じゃあまあ、行ってくる……あとでな」

「はい、行ってらっしゃい、またあとで～ですの」

　おおかみさんが玄げん関かんのドアを閉めたところで、りんごさんはころっと雰ふん囲い気きを変え、

「ふふ、涼りよう子こちゃん、楽しんできてくださいですの」

　優やさしい顔で微笑ほほえみました。友達思いなりんごさんの素すの笑顔です。

　ほんとこの笑顔をいつも浮かべられてたら、腐くされロリ呼ばわりされないのにって感じですよね。

「さて、一人で寂さびしい私は、さっさと雪ゆき女めさんのところにでも行きましょうですの……ってあれ、これは……」

　部屋に戻もどったりんごさんの視線の先には、おなじみのねこねこナックルが転がってました。

　殴なぐると猫ねこの痣あざがついたあげくに電流が流れる、ファンシーな外見に反して実に凶きよう悪あくな凶器のことです。

「たしかにデートには必要ないものですけど……」

　一いつ瞬しゆんかすかな不安を覚え、出発したばかりのおおかみさんに届けようかなと考えたりんごさんでしたが、

「……まあ、大だい丈じよう夫ぶですのよね」

　こんな素す敵てきな日に野や暮ぼなこと言うもんじゃないですのと、その不安を心の隅すみに追いやり、出かける用意を始めるのでした。




「………………遅おそいっスね～」

　そしてお昼前、亮りよう士しくんはおおかみさんと待ち合わせをしてました。

　色とりどりのイルミネーションの中を行き交かうのは、カップルカップル、もうカップルだらけ。一人で歩くにはなかなかに勇気がいるその場に、一人で突つっ立ってる亮士くんは、待ち人が来なかった悲しい男にしか見えません。

　ただ、そんな端はたから見ると悲しすぎる亮士くんですが、本人が気にしていたのは、自分の寒い境きよう遇ぐうではなく、おおかみさんのこと。

　今まで何度かデートやらデートもどきやらをしたことがあるんですが、色々と文句を言いつつも、おおかみさんは一度も遅ち刻こくしたことがないのです。

　そんなおおかみさんの遅刻に、なにか起こったのか？　なんて心配になった亮士くん。

「……電話、かけてみるっスか」

　亮士くんが携けい帯たいを手に取ったそのとき、着信がありました。

　携帯の画面を見るとそこに映っていたのは、おおかみさんの名前。

　ああ、やっぱりただ遅おくれただけなのか……と亮りよう士しくんは電話に出る。

「もしもし、どうしたんスか？」

　ちなみに、電話なのに亮士くんがかっこよくなっていないのは、周囲に人がいるから。

『…………』

「もしもし？」

『………………』

「あの、涼りよう子こさん？」

　いつまで経たっても聞こえてこないおおかみさんの声に、怪け訝げんに思いつつ何度か話しかけていると、聞こえてきたのは笑い声だった。

『……………………くっくっくっ。オオカミが来たぞー』
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　街がクリスマスイブで華はなやぐ中、デートの待ち合わせにいつまで経っても来ないおおかみさん。不安に思い始めた亮士くんの携けい帯たいに電話をかけてきた主は、考えられる中で最悪の相手だった。

　携帯電話から唐とう突とつに聞こえてきた男の声に、亮士くんは思わず声を上げる。

「お前はっ!?」

　聞き覚えのある声、いや絶対に忘れられないその声に、亮士くんは一いつ瞬しゆんにして臨戦態勢になる。

『いやいやお久しぶりですね、元気でしたか？』

「涼子さんをどうした!!」

『ああ、丁重にエスコートしましたよ。浮かれていたのか、武器などを持っていなかったので、囲んでナイフをちらつかせれば簡単でした。

　まあ、クリスマスデートに凶きよう器きを持ち歩くというのは野や暮ぼですし。好いた男と想おもいを通じ合わせたばかりなのに、顔に傷はつけたくないですよね。

　……と、そうだ。安心してくださいね。あなたが来るまでは手を出しませんから……』

「だから涼子さんをどうしたと聞いている!!」

　亮士くんはそう聞くが、話を遮さえぎられたことに腹が立ったのか、電話の主の口調が変わった。

『うるせーな、いいから黙だまって聞きやがれ。俺の気が変わっても知らねーぞ？』

「ぐっ」

　その言葉に、亮士くんはおとなしく口をつぐむ。

『……まあ、そういうわけです。あなたの大事な恋人はさらわせていただきましたので、助けに来てください。場所は鬼おにヶが島しま高校の生徒会長室。以前に来たことがあるので場所はわかるでしょう？　時間はそうですね……今から二時間後くらいで。それまではまあ、なにもせずに待ってます。ただ……遅おくれたら、どうなるかはわかるでしょう？　あ、そうそう、仲間も呼んでいいですよ？　こちらも私の仲間が待ちかまえてますし。いや、たぶんこれで最後ですし、派手にやりたいんですよ。何の障害もなくボクの所にたどり着くというのは、盛り上がりに欠けますからね。

　ただ、仲間をいくらつれてきてもいいですが、お姫ひめ様の幽ゆう閉へいされた部屋まで来ることができるのは、勇者一人だけです。まあこれは当たり前ですよね。最後は、勇者と魔ま王おうの一いつ騎き打うちじゃないとダメですよ。

　ああ、最後に一つ忠告を。警察に連れん絡らくするのはお勧すすめしません。みんな揃そろって不幸になるだけなので』

「おいっ!!」

『では、そういうことです。また会えることを祈いのってますよ……来ないなら来ないでかまいませんけどね』

「おいっ!?　……くっ」

　切られた携けい帯たい電話を、亮りよう士しくんは激情のままに地面に叩たたきつけようとする。

　だが、ギリギリでそれを押さえつける。

「ぐっぐぐ」

　怒いかりに震ふるえる亮士くんだが、歯を思い切り嚙かみしめ、手が白くなるほど拳こぶしを握にぎり込み、必死に心を落ち着かせる。

「落ち着け、今重要なのは、涼りよう子こさんのことだ……」

　そして、亮士くんは少しの間考え情報を整理し、怒りと焦あせりの表情のまま、どこかに電話をかけ始めた。




「……さて、連絡終しゆう了りようです」

　携帯を閉じると、羊ひつじ飼かいさんは床ゆかのほうに目をやった。

「助けに来てくれるといいですね？」

　そこには両手と両足に手て錠じようをはめられたおおかみさんの姿があった。

「亮士は、絶対来てくれる！」

　動きを封ふうじられ無造作に床に転がされた状態で、そう叫さけぶおおかみさん。

「まあ、それはそうでしょうね……というか、そうでないとおもしろくない」

　おおかみさんは気き丈じようにも羊飼さんを睨にらんでいるが、その瞳ひとみの奥の怯おびえは隠かくせていない。

「ふふ、そんなに怯えなくても大だい丈じよう夫ぶですよ、まだ食べませんし。わざわざ、今日まで待ったんですからね」

　この生徒会長室は窓を板で塞ふさいであり、部屋を照らすのは蛍けい光こう灯とうの光だけ。置いてあった机やソファなどがすべて外に運び出されていて、残っているのは豪ごう華かな椅い子すのみだ。

　そんな殺さつ風ぷう景けいな部屋の中で羊ひつじ飼かいさんは、おおかみさんの表情を楽しむかのように見つつ、ただ一つ残っていた椅い子すに深く腰こし掛かけた。

「では、暇ひまですし、彼が来るまでに色々話してあげましょう。ボクがなにを考えていて、どうしてこんなことをしたのか。あなたはいったいなんの因果で、ここで一人恐きよう怖ふに震ふるえることになっているのか。それらを知っていたほうがより、楽しいでしょうしね」

　そして肘ひじ掛けに肘を置き、おおかみさんを見下ろしながら話し始める。

「さて、どこから話しますか……まあ、せっかくだから最初の最初から話しましょうか。

　いやいや、三流悪役っぽいですが、こういう立場になってみると、やっぱりしゃべりたいものですね。せっかくがんばったんですから、そのがんばりは是ぜ非ひとも知ってもらいたい。

　なによりあなたが明日から引きこもるのか、自殺でもするのか、壊こわれるのかはわかりませんが、あなたがあなたであるうちに、話しておきたいことはすべて話しておかないといけないですから、大変ですよ。

　だってあなたに降りかかった不幸がいかに理り不ふ尽じんで、救いがないものなのかを知っていたほうが、よりバッドエンドになるでしょう？　だから、ちゃんと聞いてくださいね」

　自分の存在を根本から変えてしまうようなことが、これから自分の身に降りかかる。

　それを知り血の気が引いていくおおかみさん。必死に歯を食いしばり震えを止めようとするが、意志に反して身体からだはどんどん震えていき……そんなおおかみさんを見て、羊飼さんはくすくすと心の底から楽しそうに笑った。

「くくくく、いいなぁ、その表情。……おおいけない、思わず見とれてしまいましたよ」

「うるせぇ、そのむかつく面つらを見せんな!!」

「おや、まだ虚きよ勢せいを張れますか……さすがですね。だからこそ壊しがいがあるというものですが……では話を始めましょう。ボクはね物心ついたときから屑くずだったんですよ」

　羊飼さんはにこっと笑う。

「なぜだかは知りませんが、人の不幸が好きで好きでたまらない。幼よう稚ち園の頃ころからハッピーエンドの童話が嫌きらいだったんだから、生まれつきなんでしょうね。

　ただ、それでも別に、人生を踏ふみ外そうとは思ってなかったんですよ。なので人当たりよくニコニコと優等生をしつつ、自分の責任にならないよう、陰かげで不幸を振ふりまいていたんですが、あるとき、そんなボクにあなたが惚ほれた。ボクは顔もいいし、頭もいいし、スポーツもできたし、頼たよりがいもあって人気者だしと、惚れられても不思議ではない……というか、わざわざ好意を抱いだかれるように、計算して行動してたんですがね。

　だってほら、好意を得ていると色々やりやすいじゃないですか。あの年とし頃ごろの少年少女が抱かかえる問題なんて、色恋ごとが結構な割合を占しめてますしね。

　ただまあ、いつもなら告白されたとしても、ボクを好きなほかの子にそれとなく知らせて、いじめや嫌いやがらせをするように、誘ゆう導どうしてたところなんですが……人を疑うことも知りませんっていうあの頃ころのあなたの純真さを見てたら、他人に任せるなんてもったいないと思ってしまったんですよね。

　ああ、これを汚よごしたい、壊こわしたい、ねじ曲げ、踏ふみにじって、心に消えない傷跡あとを刻み込みたい。雪が積もったら、そのまっさらな雪に足跡つけたくなるでしょう？　それと同じですよ」

　そう言うと、羊ひつじ飼かいさんはうっとりとした表情で目を閉じる。そして、顔をしかめるおおかみさんをちらりと横目で眺ながめると、再び口を開いた。

「というわけで、とうとう我が慢まんできなくなってしまったボクは、あの日あなたを呼び出した。放課後の教室に呼び出されて、告白されるかも？　なんて期待に胸をふくらませるあなたを、無理矢理食べようとしたわけです。幸せ状態から、一気に突つき落とそうとしたんですね。

　ですが、夕日の差し込む放課後の教室という、あなたの好きそうなシチュエーションを選んだのが失敗でした。

　一応、誰だれもいない時間帯を狙ねらって、さらに人が来ないように色々と手を打ってはいたんですが、それでも邪じや魔まが入ってしまったんですよね。人ひと気けのないところでいちゃつこうとかいう盛さかった馬ば鹿かの行動なんて読めないですよ、まったく。

　まあ、あの場はどうにかごまかせましたけどね。あのときの、ボクの演技はなかなかだったでしょう？

　悲しそうな表情であなたに優やさしく上着を掛かけて、『そんなことをしてもボクの心は君のものにならないよ』、これであなたは一いつ瞬しゆんで被ひ害がい者から加害者です。

　ボクの日頃の行いが、すごくよかったのもありますけどね。

　それに、予定は狂くるいましたが、あれはあれですごくよかった。あの純真無む垢くだった少女が、傷つけられ、信じてた者に裏切られ、汚れていく様はたまらないものがありましたよ。いやいやあれは最高でしたね」

　そのときの感情を思い出したのか、思い切りにやける羊飼さん。一方、おおかみさんの顔はうつむき、その表情は窺うかがえない。だが、羊飼さんはかまわず話を続ける。

「ただ、誤算があったとするなら、あなたを汚したのがあまりに楽しすぎて、たがが外れてしまったことでしょうね。これでも一応普ふ通つうに生きていくつもりだったんですよ？　でも、あの楽しさを悦よろこびを知ってしまったら……もう元には戻もどれませんよ。

　だから、あなたが転校していったあと、ボクは学校中をめちゃくちゃにしてしまいました。友情を壊し、恋人同士を引き裂さき、クラスメイトを仲なか違たがいさせ、信しん頼らいしていた仲間同士を敵対させる。

　いい感じに荒あれましたね。なのに皆みなはボクのところに相談に来るわけですよ、笑えますよね。おかげで、最後にこらえきれずに、ネタ晴らしまでしてしまいましたよ。

　いやはや、こらえ性がないのも困ったものですね。ただ、下手へたをうったとは思いますが、後こう悔かいはしてませんね。すごく楽しかったですし。自分たちが傷つけ合ったのは、信頼していたボクのせいだったと知ったときの彼らの顔は最高でしたよ。しかも、本性をさらし合ったあとでは、もう今いま更さらなにを言ったって元に戻もどれない。

　……ただ、そこまですると、自じ業ごう自じ得とくなんですが、さすがにやりづらくなったというか、壊こわしがいのあるものがなくなったので、この街に来たわけなんです。あなたがこの街にいるのは知ってましたし、ボクが傷つけ汚よごしたあなたが、どうなってるのか見てみようと思いまして。

　そしたらまあ、いい感じにおいしそうになってて……ボクが作ったトラウマに、未いまだ捕とらわれていて、しかしそれに必死であらがって、努力の結果実際に強くなっていて、ですが中身は昔のまま。

　あなたは、実に健気けなげで……そして輝かがやいていた。

　そんなあなたを見て、ボクはまた心の底から思ったわけですよ。ああ、また汚したい、また壊したい、まためちゃめちゃにしてやりたい……と。

　この想おもいを言葉にするなら……一番近いのはあれでしょうね」

　羊ひつじ飼かいさんはもったいぶるように間を作り、おおかみさんの目を見つめながら、熱に浮かされたように上気した顔で言った。

「────恋。

　そう、恋ですよ。

　寝ねても覚めても、あなたのことを考える。

　どう壊そう、どう泣かせよう、どう傷つけよう、どう引き裂さこう、どう味わおう。

　あなたのことを考えると、ボクはとても幸せになる。

　どんな風に泣くんだろう、どんな風に絶望するんだろう、どんな風に憎にくみ悲しんでくれるんだろう。

　それを考えるだけで、胸が熱くなり、心が満たされ、生まれてきてよかったとすら思える。

　あなたのためならなんだってできるし、人生がめちゃくちゃになってもかまわない。

　……ほら、恋でしょう？」

　恋と言われた瞬しゆん間かん、おおかみさんは自分の中の大切な想いを汚された気がして顔を歪ゆがめ、それを見た羊飼さんの顔にさらに深い笑えみが浮かぶ。

「そう、ボクがあなたに恋をして、そしてボクがあなたに恋い焦こがれているから……それが今あなたがここにいる理由ですよ」

　羊飼さんはそこで芝しば居いがかった様子で手を広げて言った。

「どうです、素す敵てきでしょう!!」




　その頃ころ、御お伽とぎ銀行では頭とう取どりさんが亮りよう士しくんからの電話を受けていた。

「……うんわかった。こちらでも準備するから、早く戻もどってきて」

　そのいつにも増して真しん剣けんな口調に、アリスさんは聞いた。

「……頭とう取どりどうしたのですか？」

「大おお神かみ君がさらわれた。相手はあの羊ひつじ飼かいだ」

「なっ!!」

「二時間以内に助けに来い、それを過ぎると大神君がどんな目に遭あうかわからない、だそうだ。……まさかここまで直接的な行動に出るとはね。自分よりも、自分の願望を優先させたか。彼は今までずっと自分を安全な場所に置いてたから、自己保身に長たけた人物なんだと思ってたけど……読み違ちがえたよ」

「そっそんな、どっどうすれば」

「アリス君、落ち着いて。百パーセントとは言えないが、今のところ、大神君は無事だろう」

　うろたえるアリスさんを落ち着かせるように言う頭取さん。

「なぜ、そんなことが言えるんですかっ!!」

「相手が真性の屑くずだからね。このまま、大神君が暴行されるというのは、とてつもない悲劇だ。だが、それでは我が慢まんできず、それ以上の悲劇を目指すのならば？　彼はわざわざ助けに来いと言ってるんだよ？　ならわざわざ呼ぶ理由があるわけで……助けに来た森もり野の君を倒たおし、その目の前でとかどうかな？」

「そっそれは……」

「女としても最悪だろうけど、男としても最悪だね。惚ほれた女を自分の力不足で護まもれないなんて、男として……雄おすとしてこれほどの屈くつ辱じよくはないだろう。

　ああ、仲間を呼べというのもそういう意図があるのかもしれない。呼べばたくさんの人に悲劇を知らせることになるし、助けられなかった場合に抱いだく無力感や罪悪感は、一生忘れられないレベルだろう」

「う…………」

　想像してしまったのか、アリスさんは顔を歪ゆがませる。

「なら……なら警察に！」

「それができれば一番なんだろうけど、警察は瞬しゆん間かん移動ができるわけじゃないからね。鬼おにヶが島しま高校に近づくまでの道には、見張りかなにかがいるだろう。あの彼がなにも準備をしてないとは考えられないからね。

　そして、警察の臭においを感じれば、その時点から警官がたどり着くまでに、大神君はどんな目に遭あうことか。大神君の人生を壊こわすのに、五分あったらおつりがくるよ。

　そもそも、ただでさえ警察に追われている状態で、大神君をさらうなんて行動を取ったんだよ？　ここまできたらもう、毒を喰くらわば皿までと、なんだってやるだろう。

　それなら、向こうの提案に乗って、僕らで助けに行ったほうが、まだ望みがある。なぜなら、向こうの言う通りにすれば、森野君を大神君の前まで連れていけるはずだからね。

　……それも賭かけには違いないけど」

　変な疑いを持たれても困ります。

「…………」

　とうとう、アリスさんは真っ青な顔で絶句する。

「警察、法律、権力、そんなもので抑おさえられるのは、ある程度まともな人間だけだよ。

　普ふ通つうに生きていく中で一番怖こわいのは、後先考えない馬ば鹿かと、自分がどうなろうと気にしない人間、つまり、失うものがない人間だ。そういう人は無敵なんだからね。そして、ハッピーエンドなんてものは、そんな馬鹿が一人いれば、めちゃくちゃになってしまう」

　頭とう取どりさんは真しん剣けんな顔で考え込み……。

「……二時間か。間に合わなかった場合、助けられなかった場合、人がいればいるほど大おお神かみ君の傷口が大きくなるわけだけど……それがわかっていても、かすかな希望にすがるならば、向こうの言う通りにしないといけないか。救いを少し残しているのが、実に嫌いやらしいけど……突つくならそこしかないか……」

「そっそれで、どうしましょう」

　問うアリスさんに、頭取さんは少しの間目をつむり……そして開くと、そこにはいつもの昼ひる行あん灯どんの姿はなく、御お伽とぎ学園学生相そう互ご扶ふ助じよ協会を率いるに相応ふさわしい、カリスマを湛たたえた少年の姿があった。

「……アリス君、うちの最終手段を使う」

「最終手段……っ!!　貸しの総取り立てですか!?」

「ああ、今まで集めた、ありとあらゆる貸しを使って人を集めて、一時間半以内に鬼おにヶが島しまに行き、大神君を助け出す」

　そして、頭取さんは決意の表情で宣言した。

「……あの屑くずに、僕らをなめたことを、全力で後こう悔かいさせてやる」




「はっ……はっ……はっ……はっ」

　すぐにでも、鬼ヶ島高校に行きたいところだが、「くれぐれも暴走するな、一人でなにができる」などと言い含ふくめられた亮士くんが御伽銀行に息せき切ってやって来ると、御伽銀行地上支店のプレハブの前には人だかりがあった。少なくとも百を超こえる人数が集まっているのがわかる。

「これは……」

「おお森もり野の!!」

　その生徒たちを縫ぬうようにして歩いていると、亮りよう士しくんは色々なところから声をかけられる。

「今こそ恩を返す、任せてくれ!!　なあ、かかり!!」

「はい、コーチ!!」

　熱血テニスの王子様の大おお路じさんにシンデレラガールの灰はい原ばらかかりさん。

「あんまり、乱暴なことは苦手なんだけど～。大おお神かみさんはりんごちゃんの大事なお友達だし、私も弟たちもみんなお世話になってるから～」

　りんごさんの姉である、正統派美少女の白しら雪ゆきさん。

「はーい、来てあげたわよん」

「おうともよ!!」

「大神は胸はないが美少女だし!!」

「森もり野の君はぼくらの仲間だからね!!」

　お色気風紀委員の桃ももちゃんと、その下げ僕ぼくおっぱい大好き三人組。

「ふん、ぎゃふんと言わせるのは、私なのよ!!」

「素す直なおじゃないですわね」

「「「「だがそれがいい　腹黒ロリ最高ー!!」」」」

　腹黒ロリな宇う佐さ見みさんと、お釜かまな田た貫ぬきさん。アンド新生宇佐見さんファンクラブの皆みなさん。

「大神には合コンを組んでもらった恩があるブー」

「そうブヒな」

「任せてもらおう」

　暑苦しい三つ子、豚とん田だ三兄弟。

「ふっ、同志森野の頼たのみならば断るわけにもいくまい」

「「「「「「おおおおお!!」」」」」」

　紳しん士したちのまとめ役、ジャックさんとその愉ゆ快かいな仲間たち。

「裏方は任せてください。ねえ皆さん？」

「「「「「「はいっ!!」」」」」」

　乙おと姫ひめさんの弟子でしで、元裸はだかの女王木き　崎ざきまといさんと、その他乙姫さんの弟子の皆さん。

「森野、俺も微び力りよくだが力を貸す。だから気を確かに持てよ!!　俺もゆかりちゃんがさらわれたと想像しただけで……うおお!!」

「大神さんはクラスメイトだし、なにより友達だから!!　ねえ、みんなっ」

「「「おう!!」」」

「「「うんっ!!」」」

　ピノキオ君とぜぺっとさんプラス、クラスメイトの皆さん。

『ぴんぽんぱんぽ～ん☆☆☆　えー、連れん絡らくです☆★☆　御お伽とぎ銀行に借りがあり呼ばれた皆さんは、御伽銀行前に集合してください～連れん絡らくが来てないけども借りがある方も、至急御伽銀行前まで集まってください～ちなみに拒きよ否ひ権はありません★★★　別に借りがなくてもいいですよー★★★　クリスマスイブに学校来てる寂さびしいあなたに、もっと有意義なクリスマスを送る手助けをしようというんですから、感謝して欲しいくらいですよ……ある人が言ってました～★★★　……まあ冗じよう談だんはここまで。今一人の女の子が助けを求めています。名前は大神涼りよう子こ、彼女に助けてもらった人は多いでしょう。そうでなくても、彼女のがんばりを見ていた人は多いでしょう。そんな彼女が助けを求めているのです!!　その声に応こたえずして、なにが男か!!　なにが女か!!　義を見てせざるは勇なきなりと言いますし、ここで立たずにいつ立つんですか!!　というわけで、待ってます!!　……ちなみに、すずめ以外にもかわいい女の子がたくさんいるので、いいところ見せるチャンスですよー☆☆☆』

　スピーカーから聞こえているのは、下した桐きりすずめさんの声。

　亮りよう士しくんがそんな皆みなの間をくぐり抜ぬけるようにして御お伽とぎ銀行地上支店の前まで来ると、そこには頭とう取どりさんとりんごさんがいた。

「ああ、森もり野の君、来たね」

「頭取……これは？」

　集まったたくさんの生徒たちを見ながら亮士くんは聞いた。

「御伽銀行の奥の手にして最後の手段。貸しの総取り立てだよ。貸しを作ったあらゆる人間に貸しの返済を……助けを求めた。まあ、あまりに大勢すぎて強制的に回収というのができないから、自主的に来てもらうしかなかったんだけど、それでもたくさん集まったね……まだまだ増えてるし」

「自主的に……っスか」

「そう自主的にだよ」

　頭取さんは「自主的に」を強調し微笑ほほえむ。

「じゃあ、少しの間、森野君を借りますの」

「うん、お願いするよ」

「森野君、ついてきてくださいの」

「赤あか井いさん？」

　亮士くんはりんごさんに引っ張られるままに、御伽銀行地上支店のプレハブ小屋に入り、そして地下本店へと降りていく。

「赤井さん……すいませんでしたっス。おれが、誘さそいなんてしなければ……まだあいつが捕つかまったわけじゃなかったのに……」

「それは私も同罪ですの。完全に消息を絶ってたし、最近ずっと平和だったのでもうこの街にはいないものだと思ってて……私が注意しないといけなかったのに……涼りよう子こちゃんが武器を持ってないことに気がついてたのに……」

　そう言って二人は無言になり、足音だけが響ひびく。そして地下本店に着くと、なにやら色々な装備が準備してあった。

　スリングショットに、魔ま女じよさん特製の弾たまの数々。

　籠こ手てや脛すね当あてなどのいくつかの防具に、ベストのようなもの。

「殴なぐり込みなので、ちゃんと装備を調ととのえていかないと。乗り込むのは途と中ちゆうから森野君一人になるでしょうし」

「これは？」

「魔ま女じよさんのプレゼントですの」

「そういえば前にいいものあげるとか……」

「それを含ふくめて防具は服の下につけておいてくださいの。見た目が普ふ通つうのほうが、多少は油断してくれるでしょうし」

　亮りよう士しくんは説明を受けつつ装備をつけていく。

「これでよし……うん、大だい丈じよう夫ぶですのね。じゃあ、上に上がりましょうですの」

「了りよう解かいっス」

　亮士くんの準備が完了し、上に戻もどろうと歩き出した二人だったが、三歩ほど進んだところでりんごさんが足を止めた。

「……赤あか井いさん？」

　急に立ち止まったりんごさんに亮士くんが声をかけると、りんごさんは振ふり返るなり亮士くんの胸に顔を埋うずめ、震ふるえながら言った。

「森もり野の君……」

「…………」

「涼りよう子こちゃんを……」

「…………」

「……涼子ちゃんをお願いしますの……」

　そんなりんごさんの様子に、どれほどまでにおおかみさんを心配していて、どれほどまでに自分のことを責めていて、どれほどまでに、なにもできない自分のことを情けなく思っているかが、伝わってくる。

「……涼子ちゃんを、助けて……」

　りんごさんのその想おもいを感じた亮士くんは、りんごさんの頭を胸にかき抱いだくと、力強くうなずいた。

「…………任せてくださいっス!!」




　亮士くんが上に戻ると、テンガロンハットにブーツの小こ柄がらな少年が話しかけてきた。

「おお、森野もう来てたのか」

「猫ねこさん!!」

　この少年は猫ねこ宮みや三さぶ郎ろうといい、亮士くんの師し匠しようだ。

　猫さんは不良に絡からまれていたときにおおかみさんに助けられ、そして彼女に憧あこがれた。だが一度でも彼女を置いて逃にげた自分ではおおかみさんに釣つり合わない、その隣となりに立つ資格を持っているのはお前だけだと、亮士くんを鍛きたえたのだ。

「……すいませんっス。おれは涼りよう子こさんを……」

「四し六ろく時じ中ちゆう一いつ緒しよにいるわけにはいかないからな、今回のことは仕方ないだろう」

「でも油断があったんスよ……」

「森もり野の、悔くやむ前になすべきことに集中しろ……そのためにオレ様たちは来たんだ」

「はっはいっス!!」

「それでいい」

　猫ねこさんに励はげまされ、少しだけ気を持ち直す亮りよう士しくんを見て、ふっと笑う猫さん。

　そして、猫さんは真しん剣けんな顔で、側そばにいた頭とう取どりさんに聞いた。

「おい桐きり木き。策はあるのか？　……まあ、配っているものを見れば、なんとなくしたいことはわかるが」

　猫さんの視線の先には、なにかを配っているおつうさんと、その手伝いをしているらしいマチ子さんの姿があった。

「マスクとゴーグルとヘルメットを一人一つずつ取ってください」

「一列に並んでくださーい。人数分はちゃんとあるから、落ち着いてー。あと盾たては向こうで配付しまーす。これは数が限られているので、盾を持てと言われた人だけが取ってくださいねー」

　マチ子さんはミニスカサンタクロース姿で、今まさにケーキ売りのバイトを抜ぬけてきましたと言わんばかりの格好だった。亮士くんを見つけると、マチ子さんは亮士くんにウインク一つ。

「あれは防ぼう塵じん……防毒マスクってやつか？」

「そう、ちゃんとしたガスマスクは値が張るから、さすがに大量に用意できてないんだよね」

　渡わたしているものから、なにをしようとしているのかわかろうというものだ。

　魔ま女じよさん謹きん製せいの催さい涙るいガスとかが、火を噴ふくのだろう。

「……まったく、すごいな」

　大量に用意された物資に猫さんはあきれ顔になる。

「転ばぬ先の杖つえってやつ？　今までの先せん輩ぱいたちが貯ためていたものや、みんなが学園長に媚こびまくって用意したもの、あとうちの魔女君が作ったものなど色々だよ」

「まあたしかに役には立ちそうだ」

　マスクを配っている隣となりでは、なにやら武器になりそうなものが配られている。

「使い方がわからなかったら聞くヨー」

「得え物ものは使い慣れたものでもいいですが、あまり危険なものは避さけてくださいね。大怪け我がさせると事なので。あと長なが物ものは邪じや魔まになるので向こうで配付します。網あみなども、向こうで」

　配っているのは、マッドな魔ま女じよさんに、超ちよう絶ぜつ美少女レズビアンな白しら鳥とり真ま昼ひるさん。

「……基本は無力化してからか」

「正々堂々闘たたかう必要なんてないだろう？」

「まあその通りだな」

　正義は五対一で闘たたかっても正義だから、と言わんばかりの涼すずしげな表情の頭とう取どりさん。

「あの網あみはバレーやテニスのネットか」

「そうだよ。学校中から集めてきた。盾たてやさすまたも同じだね」

「たしかに、防犯用ということで壁かべに立てかけてあったりしたな」

　そのとき、アリスさんが何人かを引きつれてやって来た。

「頭取。ジャックさんに吉き備び津つさん、ヘンゼルさん、グレーテルさん、白しら雪ゆきさんをつれてきました。あとこれが頼たのまれていた書類です」

　アリスさんのつれてきた人たちは、学園の有名人ばかりで、ある意味そうそうたるメンバーだった。

「やあ、来てくれてありがとう」

「いいわよん。ほかならぬおおかみちゃんのためだし。にしても、大変なことになったわねん。あの男ならなにかやると思ってたけど、ここまでのことをしでかすなんて……」

　さすがの桃ももちゃんも、いつもの緩ゆるい雰ふん囲い気きではなく、真しん剣けんな顔をしていた。

「まったくだよ。で、君たちに来てもらった理由だけど」

「メンツを見れば、だいたいわかるな。人をまとめろということだろう？」

　代表してジャックさんが言った。

「そう、集まってもらった君たちにはカリスマがある。人を指示することに慣れていたり、指示をされても生徒たちが不思議に思わないタイプの人間だ」

「了りよう解かいよん」

「まあわかった。生徒会長としても、個人としても君たちには借りがあるからね。というわけで、できることはやらせてもらうよ。なあグレーテル」

「はい、お兄様!!」

「私はあまりそういうのしたことないんだけど～」

「ああ、白雪君はお願いするだけで周りが動いてくれるから大だい丈じよう夫ぶだよ」

「オレ様は暴れているほうが性に合っているんだがな」

「猫ねこ宮みや君の仕事はそれだから安心していいよ……で、作戦はこれね」

　頭取さんはそう言って、アリスさんが持ってきた書類を配る。

「すごく準備がいいわねん」

「まあ、策というほどのものじゃないけど、微び妙みように敵の多い怪あやしい秘密組織としては、あの学校と敵対したときのことも、考えていたわけなんだよ。昔、実際にそういうことになったことがあるらしいしね。ちなみにそのときは、御お伽とぎ学園対鬼おにヶが島しま高校だったらしいけど、なんか、代表者同士のタイマンで勝負がついたらしいよ？」

「……なるほど。まあ妥だ当とうなんじゃないか？　時間のことを考えるなら、できることは限られてくるしな」

　受け取った作戦案を見たジャックさんが答える。

「僕らの役目はただ一つ、森もり野の君を鬼おにヶが島しま高校の生徒会長、羊ひつじ飼かいの前までつれていくこと。それを念頭に置いて、行動の柔じゆう軟なん性を維い持じしつつ臨機応変に行動してね」

「頭とう取どり、それは行き当たりばったりというのです」

「時間ないし、仕方ないよね」

　相変わらずの無責任発言ですが……今回はなぜか頼たのもしく感じられるので不思議です。ちゃんと働いているからでしょうか。

　次にやって来たのは、乙おと姫ひめさんと浦うら島しまさん。これまた後ろに何人かを引きつれている。

「頭取」

「あ、竜りゆう宮ぐう君、浦島君、足の確保のほうは？」

「学園長に交こう渉しようし、御お伽とぎ学園にあるすべてのマイクロバスやトラックを使えるようになりました」

「先生たちの車も、人数乗れそうなやつはだいたい押さえた。これでまあ、全員乗れるだろ」

「運転手は……」

「それはぼくらに任せてもらおうかな」

　そう言ったのは、いつものよれよれ白衣……ではなく、なぜかしゃきっとした白衣の三み門かど先生と、和服姿のかぐや先生、ほかにも何人か先生の姿があった。

「普ふ通つう免めん許きよしかないけど……非常時だしね。学園長が言うには、とりあえず今日の出来事はなかったことになるから、そのへんのことは気にしなくてもけっこうだよ」

「まあ、学園長への貸しを使ったんですから、そうなってもらわないと困ります」

　頭取さんはもちろん、学園長も巻き込んでいたようだ。

「先生はゴールド免許だから任せて!!」

　ぐっと小さくガッツポーズしながらそう言う、かぐや先生。

　ゴールド免許を持っている人には、二種類います。安全運転をする人と、ペーパードライバー。かぐや先生はどちらでしょうかね。

「先生方には車の運転だけをお願いします。相手は警察に連れん絡らくするなと言ってたくらいですから、大人が関かかわってくるのにいい顔をしないでしょうし変な疑いを持たれても困りますしね」

「そうか……わかった。重要なのは大おお神かみ君の身の安全だからな」

　うなずく三門先生。

「あ、そうそう。ゆきめちゃんに連絡したら、もうこっちに向かってるって……」

　かぐや先生がそう言った瞬しゆん間かん、噂うわさをすればなんとやらといった感じで、軽自動車が猛もうスピードで走ってきた。それはキキキキと急ブレーキをかけて停とまる。

「ったく、だから昔あたしがすべて思い通りになると思うなよって忠告したんだ!!　なのにあの爺じじいは!!」

「雪ゆき女め、落ち着いて。ここで焦あせっても、意味ないよ」

　その車から出てきたのは、雪ゆき女めさんと若わか人とさんだった。

　その姿を見て、亮りよう士しくんが叫さけぶ。

「雪女さん、若人さん!!　なんでっ!?」

「ふん、自由業をなめるなよ？」

「ていうか、妊にん娠しん中……」

「若人がいるから大だい丈じよう夫ぶだ。なにより、家にいるほうがストレスで胎たい教きように悪いからな」

「それに、涼りよう子こちゃんのことは、他人ひと事ごとじゃないからね」

　まあ、親しん戚せきになる予定ですからね。

「ぼくらもできるだけのことはやらせてもらうよ」

　頼たよりがいのある表情で若人さんがうなずく。




　…………そしてすべて準備が整った。

「頭とう取どり、準備完かん了りようです」

「わかった」

　アリスさんの言葉に頭取さんはうなずき、皆みなに向けて言った。

「ではこれより、出発だ」

「「「「「「「おう!!」」」」」」」

「ああ、悪いけど、定員オーバー上等でお願い。まあ、学園長に話を通してるから、問題にならないのでそのへんは安心していいよ。あと、マイクロバスには一人ずつリーダーっぽい人が乗ってるんで、その人から作戦を聞いてね。リーダーはまあ、見ればわかるはずだから。バス以外に乗る人は、バスに乗っている人から教えてもらってね、複雑なことはやらないから問題ないと思う。じゃあ、みんなバスに乗り込んで」

　生徒たちは意気揚よう々ようと車に乗り込んでいく。

　それを見ながら、亮士くんがつぶやいた。

「こんなに……来てくれたんスね」

「それだけ、大おお神かみ君ががんばっていたということだよ」

　頭取さんはいつものダメ人間な雰ふん囲い気きをかけらも出さず、乗り込む生徒たちを眺ながめながら言う。

　気がつけば、亮士くんの周囲には御お伽とぎ銀行のメンバーが勢せい揃ぞろいしていた。

「そうです。童話の噓うそをつく子供──オオカミ少年のほうが通りがいいですか──では、噓をたくさんついていた少年は、最後には誰だれにも信用されず、助けを求めても見向きもされませんでした」

　内心の不安を押し殺しつつも、アリスさんはいつも通りクールに言った。

「……アリス先せん輩ぱい」

「大神さんはたしかに噓うそつきでした。自分に噓をついて、強がって、人を寄せつけず……でも、大おお神かみさんは決して、他人ひとに噓うそをつくことはなかったのです！」

「涼りよう子こは噓つきだったけど、噓で作り上げた強い自分を利用して、たくさんの人を助けていた……ほんといい子だヨー」

　真しん剣けんな顔のおつうさんと、真剣な顔でいいことを言ったあと、いつも通りにおちゃらける魔ま女じよさん。

「……おつう先せん輩ぱい、魔女先輩」

「そして、そんな大神様のがんばりを、たくさんの人が見ていたのでございます。だからこそ、大神様のためにと、こんなに人が集まったのでございましょう」

「なにより美人だしな！　特に最近は恋で磨みがかれ……痛っ!!」

　微笑ほほえむ乙おと姫ひめさんと、相変わらずの浦うら島しまさん。

「……乙姫さん、浦島さん」

　意地っ張りで素す直なおじゃなく、弱いくせに強がっていた、一人の噓つきオオカミ少女が歩んできた道。

　そんな道のりで出会った人たちが、その噓つきオオカミ少女を助けるためにと、こんなにも集まった。

「いつの間にか、みんな、本当の涼子ちゃんを見ててくれた。最初は避さけるだけ、怖こわがってるだけだったのに……こんなにうれしいことはありませんの」

「……赤あか井いさん」

　亮りよう士しくんは、仲間たちをそれぞれ見回し、胸の奥からわき上がってくる思いの限りを込めてつぶやいた。

「ほんと、そうっスよね。涼子さんが涼子さんだったから……涼子さんががんばっていたから。だから……」

　そこで頭とう取どりさんは、亮士くんを見てにっこり笑って言った。

「さあ、みんなで大神君を助けに行こうか」

「はいっス!!」




　その頃ころ、鬼おにヶが島しま高校の生徒会長室では、未いまだ羊ひつじ飼かいさんがおおかみさんのまとった噓の毛皮を、言葉で引き裂さいていた。

「あなたと再会したあと、ボクはどうやったらあなたを一番おいしく食べられるか考えました。そして考えた結果、幸せの絶頂から突つき落とすのが一番だと思ったわけです。

　その幸せの絶頂がなにかと考えると、やはり誰だれか信しん頼らいできる男と想おもいが通じ合ったときかなと思ったわけですよ。ボクのおかげで男性不信になっているであろうあなたが、トラウマを乗り越こえ、男と想いを通じ合わせるとか、それはすごいことでしょうからね。というわけで、ボクはあなたたちの仲が深まるのを待ちました。わざわざうちの生徒を煽あおって、キューピッド役のようなこともしましたね。まあ、キューピッド役は、ボクの鬼おにヶが島しま支配を盤ばん石じやくにするついでみたいなものでしたが」

　心底うれしそうな、一点の曇くもりもないさわやかな笑え顔がおの羊ひつじ飼かいさん。顔だけ見れば、とてもおおかみさんを嬲なぶっているようには見えないだろう。

「そして、とうとうあなたと彼が想おもいを通じ合わせたという情報が入ってきたんですよ。だから、本格的に動き出したわけです。

　今日を選んだ理由は、まあ、うちの馬ば鹿かがひったくりで捕つかまって、めんどくさいことになって時間があまりないというのもありますが。一番の理由はクリスマスイブだからですよ。

　今日なら、サンタクロースが出歩いていても、不ふ審しんに思われないので、変装して街を歩けましたし……なにより、クリスマスというこのみんなが幸せに浮かれ笑顔であふれる日に、あなたは不幸になる。それはすごく素す敵てきでしょう？　それにほら、クリスマスが近づくと、街がイルミネーションでクリスマス一色になるんですよ。

　テレビからもクリスマスソングが流れ、一般雑誌も、漫まん画が雑誌も、新聞も、なにもかもがクリスマスで染まる。それがいいんですよ。あなたは来年から、クリスマスが近づくたびに、今日のことを思い出すことになります。そしてボクもあなたのことを思い出す。

　どうです？　すばらしいとは思いませんか!?」

「う……あ……」

　血の気が引ききったおおかみさんは、もう言葉を発することもできなくなっていた。

　そんなおおかみさんを満足げに眺ながめていた羊飼さんだったが、

「……と、話に夢中になりすぎて、大事なことを忘れてました」

　そう言うなり、立ち上がり、ドアにつけられたいくつもの鍵かぎをかけていく。

「この扉とびらはわざわざ今日のために改造した特別製で、簡単には開かないようになっているんですよ」

　完全な密室になったことで、さらに恐きよう怖ふが増したのか、とうとう震ふるえを隠かくせなくなったおおかみさんに、羊飼さんは笑って言う。

「ああ、安心してください。これは助けに来る彼を阻はばむものではなくて、警察とかが来たときに、時間稼かせぎするためのものです。窓を塞ふさいである理由も同じですね。さすがのボクも公権力には勝てませんから。

　だから、もしも彼が通報なりなんなりして警察が来たときは、あなたで時間いっぱい遊んで、捕まったあとは泣いて心から反省したふりでもして、更こう生せいする予定です。

　あなたを不幸にしたボクが、真っ当に、幸せに生きるってのは、それはそれでなかなかに素敵なバッドエンドでしょう？　ですが、できることなら、計画通りにいきたいですね。

　別に、今ここであなたを食べて、電話で実じつ況きよう生なま中ちゆう継けいしたあと、間に合わなかったあの男の絶望の表情を見るというのもいいんですが、それだと、少し救いが残ってしまうんですよ。

『もし間に合っていれば、こんなことにはならなかったのに』、『もし間に合っていれば、助けることができたのに』……というふうに。

　でもハッピーエンドが大嫌きらいなボクとしては、救い一つ残らない、一片の曇くもりもない、これ以上ない完かん璧ぺきなバッドエンドを目指したいわけです」

　羊ひつじ飼かいさんは鍵かぎをかけ終わり、再び椅い子すに座る。

「で、どこまで話しましたか……ああそうだ。ボクはあなたに恋人ができたあとの幸せの絶頂で、悲劇に突つき落とそうと思ったんですが、どうすればより悲劇的になるかと、あなたたちのことを色々調べたんですよ。

　そしたら、なかなか素す敵てきな出来事があるじゃないですか。あなたが白はく馬ばとかいう男にさらわれた事件です。あれが、あなたがあの男を意識するきっかけになった出来事で、今もあなたがぎりぎり折れてない理由でしょう。あいつなら、前みたいに絶対助けに来てくれる、だからそれまでがんばろう……実に健気けなげですね。

　だからボクは、その思い出すらも、踏ふみにじってやろうと思うんですよ。惚ほれた女を護まもれずに、女が壊こわされていく様を見せつけられる。ははっボクがそんな目に遭あったら、絶対立ち直れませんよ!!」

　話すべきことを話し終えたのか、一息つき、

「まあ、こんなものですかね。まだまだ話し足りませんが、……そろそろ来るみたいですし。なにやらバスに乗って、仲間たちと共に向かってるみたいですよ？　いやあ、よかったですね」

　羊飼さんは携けい帯たい電話を確かく認にんしながら、相変わらずの笑えみで言った。




　そして、ついに決戦のときがやってきた。

　鬼おにヶが島しま高校の校庭に、何台ものバスやバン、軽トラックが列をなして侵しん入にゆうしてきた。

　そのド派手な登場に、鬼ヶ島高校があわただしくなる。

　校庭から校舎を見ると、鬼ヶ島の生徒たちが窓に集まっているのが見える。

　こんなクリスマスイブの日に学校にいる理由は、寂さびしいからお互たがい慰なぐさめ合っていた……わけではなく、羊飼さんに呼ばれたからだろう。

　鬼ヶ島の生徒たちがぽかーんとした表情で窓から校庭を見ていると、バスやトラックの荷台から完全武装の生徒たちが降りてきた。

　それぞれ頭にはヘルメット、身体からだには思い思いに防具をつけていた。剣けん道どう部は剣道の防具、野球部アメフト部はプロテクター、なぜか御お伽とぎ銀行の地下倉庫内にあったらしい西洋鎧よろいを着ている者までいた。

　その怪あやしすぎる格好の御伽学園の男子生徒たちは、バスに続いて入ってきたトラックから、盾たてや武器を下ろすとそれを手に持ち、一列に並ぶ。

　男子生徒たちが手に持つのは、ポリカーボネート製の透とう明めいの盾に、思い思いの武器。

　左右をバスで塞ふさぎ、前方の開いた部分を、それらの男子生徒たちが固めると、次に降りてきたのは、女子生徒たち。これまたヘルメットをつけていた。その頃ころになってようやく、鬼おにヶが島しま高校の生徒たちは校舎からぱらぱらと出てきていた。

「早くみんな出ろ!!　早く出ないと、羊ひつじ飼かいさんにどんな目に遭あわされるか!!」

　出てくる生徒たちの目にあるのは恐きよう怖ふ。これは、前方の御お伽とぎ学園の生徒たちに対する恐怖ではなく、自分たちの支配者に対する恐怖のようだった。

　トラックの荷台の上から、それを見ていたジャックさんがつぶやく。

「ふむ、統制が取れているというよりかは、恐怖で縛しばられているような感じか」

「ということは、頭あたまがやられれば、士気が崩ほう壊かいするはずですの」

「そうだな。まあ、我らはやれることをやろう」

　相変わらず妙みような威い厳げんを感じさせる少年、亮りよう士しくんの所属する怪しい集団の長、ジャックさんはりんごさんにうなずくと、トラックの荷台の上からよく響ひびく声で言った。

「諸君!!　我らはなんだ？」

「「「「「「紳しん士し!!　紳士!!　紳士!!」」」」」」

「そう……紳士だ。そして紳士というのは、女性に優やさしいものだ。女性を慈いつくしみ、愛めで、護まもるものだ。故ゆえに、助けを求める少女を助けることに、なんの理由もいらないだろう!!　我らは一いつ致ち団結して同志森もり野のを援えん護ごする!!」

「「「「「「「「おおおおおおおお!!」」」」」」」」

　盛り上がる紳士の皆みなさん。

「もちろん負傷することもあるだろう。だが、そんなことを気にする者はいないと、私は信じている!!　いやむしろ名めい誉よの負傷をしたくてたまらない、勇ゆう敢かんきわまりない紳士しかいないであろうことを確信している!!」

「「「「「「「「おおおおおおおお!!」」」」」」」」

　叫さけんでる皆さんの意識は、白いエプロンとナース帽ぼう代わりの三さん角かく巾きんをかぶった救護班に釘くぎづけです。

「みなさ～ん。救急箱は持ちましたか～？」

「「「「は～い」」」」

「最初は出番がないだろうけど～、なんか私たちはここにいるだけで役に立つらしいの～、だからがんばって見守りましょう～」

「「「「は～い」」」」

　ちなみに救護班には、白しら雪ゆきさんとか、あんまり荒あら事ごとが得意じゃなさそうな女の子たちが集まってます。

　紳士の皆さんは、間ま違ちがいなく勇ゆう敢かん以外の理由で、怪け我がしたがってますね。

「……ここからは独ひとり言ごとだが、今日がハッピーエンドで終わったときに限り、後日振り替えクリスマスイブパーティが行われることになっている」

　そこでちらりとジャックさんがりんごさんのほうを見ると、りんごさんはよそ行きにっこり笑え顔がおで言った。

「はい、クリスマスパーティの資金は、我々御お伽とぎ銀行が持たせてもらいますの。もちろん、この場にいる女の子たちの了りよう承しようは取ってますの。なので、ふるってご参加くださいですの」

「同志森もり野のならやってくれるだろうから、行われることは間ま違ちがいないだろうな。故ゆえにここで活かつ躍やくしていいところを見せていれば……あとはわかるな？」

　女の子たちに、ちやほやされるかもしれませんね。

「さらに言うなら、そのときにもし、手などを負傷していれば……あとはわかるな？」

　もしかすると、あーんが待ってるかもしれませんね。

「「「「「「[image: う][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]!!」」」」」」

　先ほどより声が大きいですね……気持ちはわかりますが。

　おおかみさんが関かかわってきた女の子は、美少女が多いですからね。

「諸君の奮ふん闘とうを期待する」

　そんなわけで、盾たてとなる男子生徒たちの士気はマックスです。

「見事な演説でした」

「なかなかよかったわよん」

　そんな士気を上げるだけ上げたジャックさんとりんごさんに、アリスさんと桃ももちゃんが言った。

　この場にいるのは、アリスさん、りんごさん、桃ちゃん、ジャックさんで、ここのトラックの荷台が、司令本部になっているようです。

「なんだかんだいって、我らは森もり野のと大おお神かみに色々と関わっているからな。彼らが幸せになり、いちゃつく姿を見て、是ぜ非ひともひがんで文句を言いたい」

「それは……素す敵てきですね」

「そのときは私もお付き合いしますのよ」

　ジャックさんの言葉に、頰ほほを緩ゆるませるアリスさんとりんごさん。

「では、このあとは作戦通りにお願いしますの」

「ああ、任せてくれ」

　そう言うと、ジャックさんは荷台の上から飛び降り、盾を持った防衛部隊のほうに歩いていく。

「あとは、マジョーリカさんのほうが終われば、準備は完かん了りようですね」

　アリスさんが視線を向けると、そこでは男子生徒たちの後ろにいる女の子たちが、魔ま女じよさんの指揮で、軽トラから降ろしたなにかを組み立てていた。

「よし、そうヨー」

　手て際ぎわよく、あっという間に組み上がったのは、木でできた台座の上に横よこ倒だおしにされた大きな弓が乗ったような形状の物体で、それは地面に杭くいで打ちつけ固定されていた。

　桃ももちゃんはそれを見てあきれた声を上げる。

「……にしても、あれは正直引くわねん。投石機？　いいえ、バリスタとかいうやつかしらん？」

　そう、子供の喧けん嘩かに親が出る、じゃないですが、魔ま女じよさんはバリスタなんかを持ってきていたのです。

「魔女先せん輩ぱいですから仕方ありませんの」

「飛ばすのは石や槍やりじゃないので、問題ないでしょう……たぶん」

　魔女さんが作ったのは小型とはいえ、れっきとした兵器ですからね。

「それに私たちの役割は、森もり野のさんの邪じや魔まをさせないよう、鬼おにヶが島しまの生徒を引きつけることですから、目立つ分には問題ないでしょう。おかげで計画通りに、向こうは校庭での決戦に乗ってくれたみたいですし」

「羊ひつじ飼かいにアタシたちの相手をしろと命令されてるんだろうけど……こっちがここまで準備万全でいると、そう易やす々やすと攻こう撃げきなんてかけられないわよねん」

「はい、人数に対たい抗こうするには人数が必要で、人数を集めると、校舎の中ががら空きになります。頭とう取どりも中で扇せん動どうしているでしょうし」

「なるほどねん……でも、もしも籠ろう城じようされたときはどうしてたのかしらん？」

「窓を割って、催さい涙るいガスを投げ込んで、燻いぶり出してました。二階と三階も、バリスタで攻撃できますし」

「……まるでバルサンねん」

「ふん、似たようなものなんで問題ないですのよ。黒いですし」

　鬼ヶ島高校の制服は学ランなのです。

「そもそも、これはあの男の道楽ですのよ。ただ大勢の人を巻き込みたいという……だから、籠城はないと思ってましたの」

「たくさんの人を不幸にしたい、ただそれだけでここまでやるって……完全に壊こわれてるわねん」

　と、そのとき、乙おと姫ひめさんが伝令にやってきた。

「もうそろそろで、準備が完了するようでございます」

「わかりましたの」

「じゃあ、アタシも行くわねん」

「はい、よろしくお願いします」

「お願いしますの」

　そう言って桃ちゃんは、攻撃部隊の面々のところに戻もどっていった。

　そして魔女さんのほうはというと……、

「よし、引くヨー」

「では、みなさんお願いします!!」

「「「「はーい」」」」

「せ～のっ!!」

「「「「よいっしょ!!　よいっしょ!!」」」」

　おつうさんの合図で、女の子たちが、バリスタの弦つるから伸のびるロープを綱つな引きのように引いていた。

「「「「よいっしょ!!　よいっしょ!!」」」」

　引っ張った弦が弦受けに引っかかったのを確かく認にんすると、おつうさんは女の子たちに声をかける。

「……もう少し……はい、オーケーです！」

　バリスタの準備ができた頃ころ、マチ子さんがなにかを持ってきた。

「持ってきたわよー」

「サンキューヨー」

「で、いったいなんなのよ、これ」

「秘密兵器ヨー!!」

「秘密兵器ねぇ……」

　マチ子さんは興味津しん々しんにバリスタを眺ながめる。

「で、飛ばすのはこれ？」

　マチ子さんが自分の持ってきた、一ひと抱かかえもある筒つつ状のなにかを指さす。重さはそれほどでもないが、大きくて目立っている。

「そうヨー。ぶつかったら、思いっきり催さい涙るいガスを撒まき散らすヨー」

「へー、じゃあセットするわね。ここに置けばいいのね？」

「そうヨー。じゃあ、あちきは残りの二つも見てくるヨー」

　そう、このバリスタは、三台も用意されていて、

「グレーテル、こっちは準備ＯＫだよ」

「こちらも大だい丈じよう夫ぶです、お兄様!!」

　残りの二台も、ヘンゼルさんとグレーテルさんのもとで、準備完かん了りようしていた。




「そろそろねん」

　桃ももちゃんが鬼おにヶが島しまの生徒たちを見ながら、攻こう撃げき部隊の前でつぶやく。

　御お伽とぎ学園の生徒たちがこの場に到とう着ちやくしてから十分近く経たち、鬼ヶ島の生徒たちもだいたいが校庭に集まってきていた。

　校門に陣じん取る御伽学園側がわと、校舎の入り口に陣取る鬼ヶ島高校側。

　人数的には御伽学園の生徒たちも鬼ヶ島高校の生徒たちも三桁けたを少し超こえるほど。

　これほどの人数が対たい峙じしていると、なかなかに壮そう観かんだ。

　そして……高まっていく緊きん張ちようの中、アリスさんがりんごさんを見てうなずいた。

「赤あか井いさん、号令はあなたが」

　これは、なにもできずに内心気に病やんでいたりんごさんを、力づける意味もあるんでしょうが、一番の理由は、りんごさんがこの場にいる生徒たちの中で、戦いの狼煙のろしを上げるのに一番相応ふさわしかったから。

　そう、この場にいる生徒たちは皆みな、彼女がおおかみさんの親友だということを知っているのだ。

「……ありがとうございますですの」

　りんごさんは息を吐はき、そして深く吸い込み、言った。

「……これより涼りよう子こちゃん救出作戦を開始しますの!!」

「「「「「「「「おおっ!!」」」」」」」」

　皆さんの雄お叫たけびと共に、まず放たれたのは、魔ま女じよさん特製催さい涙るい弾だん。

「放てーヨー!!」

　魔女さんのかけ声と共に発射されたその三つの大きな筒つつは、

「つっこめー!!」

「「「「「おらーっ!!」」」」」

　御お伽とぎ学園の生徒たちの陣じん地ちに走って向かっていた、鬼おにヶが島しまの生徒たちのど真ん中に、それぞれ着弾した。

「命中、ヨー!!」

　その筒からは着弾した瞬しゆん間かん、ホームセンターで買える材料で作られた、魔女さん特製催涙ガスが噴ふき出した。大きさが大きさだけあって、煙けむりの量がすさまじく、あっという間に周囲を煙が覆おおっていく。

「皆さん、防毒マスクとゴーグル装着をしてくださいですの!!」

　りんごさんの指示で、防毒マスクとゴーグルを装着していく御伽学園の生徒たち。

　最初から装着していなかった理由は、相手に対策を取らせないため……まあ、ヘルメットに防毒マスクにゴーグルって、どこのガス漏もれ事故現場だよって感じですからね。

「次弾装そう塡てん、絶対にガスを絶やさないヨー!!」

　ほかにも野球部などの肩かたに自信のある面々が、催涙ガスの噴ふん射しやする缶かんを、いくつも投げ込んでいく。

「行くぞ、かかり!!」

「はい、コーチ!!」

　投げるんでなく、ラケットで打ってる人もいますね。

「ぐあっ？　なんだこれはっ!?」

「ごほっ!?」

「がはっ!!」

　あっという間に、真っ白い煙に覆われていく鬼ヶ島の生徒たちを見て、桃ももちゃんが叫さけんだ。

「みんな行くわよん!!」

「「「「「おおう!!」」」」」

　催さい涙るいガスの中に突とつ撃げきしていく、桃ももちゃん率いる攻こう撃げき部隊。

　催涙ガス対策をしている御お伽とぎ学園の生徒たちと、対策をしてない鬼おにヶが島しま高校の生徒たちでは、勝負になるわけもなく、涙なみだを流し咳せき込んでいる鬼ヶ島の生徒たちを、さすまたで押さえロープやバレーのネットなども利用して、攻撃部隊の面々は無力化していく。

「ごほっ……卑ひ怯きよう……だぞ!!」

「正々堂々……やりやがれ!!　ぐほっ!!」

「知るか!!」

「勝てば官軍だ!!」

　……とても主人公側がわの言葉とは思えませんね。

　攻撃部隊の面々は、目を潰つぶされ咳き込み、動きの鈍にぶった鬼ヶ島の生徒たちを、引きずり倒たおし、両手足を縛しばり無力化していく。

「みんな、その調子よん!!　相手は催涙ガスで動きが鈍ってるから、安全に、遠くから無力化していくのよん!!　上手にできたら、あとでご褒ほう美びあげるからん!!」

　順調にいってるのを確かく認にんしながら、桃ちゃんは油断を諫いさめるためか、ムチをビシバシ振ふりつつ大声で言った。

「なにっ!?」

「「「…………うおおおお!!」」」

　あ、それを聞いた攻撃部隊のやる気がさらに上がりました。

「ごごごごごほうびだと!!」

「もももももしかして!!」

「うっひょー!!　今の俺らを阻はばめるやつは一人もいねーぜ!!」

　催涙ガスのせいで姿は見えませんが、これは間ま違ちがいなく桃ちゃんの下げ僕ぼく三人衆でしょうね。




　……が、その攻撃に乗り遅おくれている集団がいた。宇う佐さ見みさんと、田た貫ぬきさんと、その他諸もろ々もろだ。

「さあ行きなさい!!　新生宇佐見美み々みちゃんファンクラブのメンバーたちよ!!」

　桃ちゃんの突撃と同時に、かっこよくそう言った宇佐見さんだったが、宇佐見さんのもとに集った仲間たちは……、

「ちょっ押すな!!　つーかなんで俺が先頭なんだよ!!」

「うるせー、なんか雑兵っぽい顔してるんだからいいだろうが!!」

「なんだその言いぐさは!!　いくらなんでもひどすぎるぞ!!」

　……もめてました。

　まあ見た感じ、もやしっ子というか、文化系というか、まあそんな感じのが集まってますからね。

「……ふむ、お前はそんなに、先せん陣じんを切るのは嫌いやなのか？」

「なんか嫌だ!!」

「よしわかった……そこまで言うなら、オレが行こう!!」

「いや……俺が行くよ!!」

「いやいや、ここはやはり、オレが！」

「僕が!!」

「………………じゃあ俺がやるよ!!」

「「「「どうぞどうぞ」」」」

「なにやってんのよ、この馬ば鹿かどもがっ!!」

　お約束やってる下げ僕ぼくどもに、宇佐見さんが蹴けりを入れる。

　ゲシゲシゲシ

「いたいいたい」

「蹴らないで蹴らないで」

「もっと蹴って蹴って」

　そんなヘタレで役に立たない下僕たちに、宇佐見さんは言った。

「ええい、こうなったら……約束の撮さつ影えい会で、スク水着てやるわ!!」

　その宇佐見さんの言葉で、

「なにっ!!　……うおおおおお、突とつ貫かん!!」

　……一人突つっ込んでいきました。

　どうやら宇佐見さんは、自分を売って、こいつらを集めたようです。

　相変わらず小悪党に見えて、情に厚い人ですね。

「あとは……田た貫ぬきが色々サービスするわ!!」

「なにっ!?　うおおおおお!!　こんなにかわいい子が女の子のはずがないー!!」

　この言葉でも、一人突っ込んでいきました。

「山やま根ね、お前……」

「おとこの娘こ好きだったのか」

「俺たちはお前の勇姿を忘れない」

　敬礼する残りの新生宇う佐さ見みさんファンクラブの面々。

　まあ、要するにまだ残ってます。

「ていうか、なに勝手に人を売ってるんですわよ」

　田た貫ぬきさんのおっしゃる通りです。

「うるさいわね、減るもんじゃないし、いいでしょ!!」

　そして業ごうを煮にやした宇佐見さんは、とうとう禁じ手を使いました。

「ええい、白スクだろうが、競泳水着だろうが、ビキニだろうが、大事な場所が隠かくれてるんなら着てあげる!!　というわけで行きなさい!!　骨は拾って上げるから、私のために死になさい!!」

「「「「「なにぃ!?　……うおおおおおお我らが生しよう涯がいに一片の悔くいなし!!」」」」」

　破格の条件に、全力で突つっ込んでいく、新生宇う佐さ見みさんファンクラブの面々。

「……鬼おにヶが島しまのやつらには貸しがあるし、なにより御お伽とぎ銀行のやつらをぎゃふんと言わせるのは私の役割なのよ!!　だから、ほかのやつにやらせてたまるかってーのよ!!」

　ああ、なんて素す敵てきな敵かたき役なんでしょう。台詞せりふも行動も百点満点です。

「宇佐見は……いい子なんですけど、悪い子ですわよね」

「うるわいわね!!　……で、あんたは行かないの？」

「あなたにも護衛がいたほうがいいでしょ？　宇佐見が後ろに戻もどるなら、別ですけど」

　田た貫ぬきさんは、さすまたを手に持ったまま言った。

「……後ろに戻るのは嫌いやよ。あいつらを連れてきたのは私なんだし」

　他人を危険にさらしているのに、自分だけ安全な場所に行くというのが、許せないらしい宇佐見さん。

「ふふ、ほんと宇佐見らしいですわね」

「ふんっ…………あ！　こらー!!　そこ!!　もっと本気でやりなさい!!　私に恥はじかかせるんじゃないわよっ!!」

　ほんと、宇佐見さんってば、敵には容よう赦しやしないくせに、身内には義理堅がたいいい人ですよね。




　その頃ころ、防衛部隊のほうでは。

『あっ、左から何人か抜ぬけて来ましたよ☆☆☆』

　バスの屋根の上に乗って、そこから周囲を見渡わたし、実じつ況きよう中ちゆう継けいしていたすずめさんの声を聞いて、ジャックさんが防衛部隊に指示を出す。

「了りよう解かいだ……皆みなの者出番だ!!　やつらを絶対に、後ろには通すな!!　……後ろには女の子たちがいる!!　いいところを見せるチャンスだぞ!!」

「「「「「うおおおおお!!」」」」」

　盾たてを持った防衛部隊が、催さい涙るいガスのせいで涙なみだを流しながら突つっ込んでくる鬼おにヶが島しまの生徒を迎むかえ撃うつために身構える。

「なめんじゃねー!!」

「こんな卑ひ怯きような攻こう撃げきでやられてたまるか!!」

「俺らにだって意地があるんだよっ!!」

　不良の意地というやつでしょうか。

　そして、さあ激げき突とつだ!!　というところで、防衛部隊の後ろ──盾と盾の隙すき間まから、にゅっとなにかが三つほど顔を出した。

「ちょっとごめんなさい」

　それは、なにやら大きなクラッカーのようなもので。

「引いて!!」

「了りよう解かい!!」

　ぱーん

　ぱーん

　ぱーん

　その音と共に、筒つつの先から網あみが開きながら飛んでいき、迫せまってきていた鬼おにヶが島しまの生徒たちを包み込んだ。

「ぐわっ」

「なんだ？」

「うわっ!?」

　網に絡からまり、鬼ヶ島の生徒たちが転ぶ。

「いえーい」

「やったー!!」

「なめんじゃないわよ!!」

「矢でも鉄てつ砲ぽうでも持ってこーい!!」

　でもって、ハイタッチする、女生徒たち。

　この網が飛び出る巨きよ大だいクラッカーも、魔ま女じよさんが作ったんでしょうね。

「「「「…………」」」」

　かっこいいところを見せられなかった面々、ご愁しゆう傷しよう様です。

『次、右から行きましたー☆☆☆　四人でーす☆☆☆』

「ここは」

「俺たちに」

「任せろブー」

　豚とん田だ三兄弟は、三人並ぶとまさに壁かべ!!　これを抜ぬけるのは生なま半はん可かな力では……、

　ぱーん×４

「うわっ」　　　　[image: ←]網に絡まる鬼ヶ島の生徒Ａ

「なんだこりゃ!?」[image: ←]網に絡まる鬼ヶ島の生徒Ｂ

「ぐっ」　　　　　[image: ←]網に絡まる鬼ヶ島の生徒Ｃ

「とっとっ痛いてぇ!!」[image: ←]網に絡まって転んだ鬼ヶ島の生徒Ｄ

「命中!!」　　　　[image: ←]女子生徒Ａ

「「「いえー!!」」」　[image: ←]女子生徒ＢＣＤ

「「「…………」」」　[image: ←]出番のなかった、豚田三兄弟

　……ともかく、見事なチームワークで、相手を無力化していく御お伽とぎ学園の生徒たちでした。




「今のところは、問題なさそうですね」

　そんな御伽学園の生徒たちの奮ふん闘とうを見ながら、アリスさんはつぶやき、それに、りんごさんが応こたえる。

「そうですのね。すべてがこちらの思い通りにいっている……気持ち悪いくらいに」

「……たしかに。なにか策でもあるのかと思ったら、なにもなくただの力押しですからね」

「やっぱり、ただこの場に人を集めることだけが、目的だったということですの？」

「ですが、意味がないことはないでしょう。手下が減れば、あの男の打てる手も、減っていきます。……森もり野のさんとあの男を、完全なる一対一に持っていく。私たちは、ただそのためだけに、動いているのですから」

　そこで、アリスさんは携けい帯たい電話の着信に気づく。

「はい……はい……わかりました」

「誰だれからですの？」

「地じ蔵ぞうさんからです。森野さんは無事四階にたどり着いたと」

「それはよかったですの。できるだけ早く、森野君をあそこに送り届けたかったんですのよね」

「下手に気が変わられたら困りますからね」

「相手は屑くずですから、信用なんてできないですのよ」

「ええ、……あとは森野さん次し第だいですね」

「この一対一はあの男が望んだことですけど、それはこっちにとっても望むところ……」

「唯ゆい一いつ、大おお神かみさんを奪だつ還かんできるチャンスですからね」

「森野君なら、絶対にやってくれるはずですの」

「そうですね……その通りです」

　りんごさんはおおかみさんのいるであろう、板で窓が塞ふさがれた校舎四階の生徒会長室を見つめて、祈いのるように言った。

「森野君……がんばってくださいですの」




　鬼おにヶが島しま高校の校庭で生徒たちがぶつかる少し前、一台のバンが鬼ヶ島高校に向かっていた。

「正面から突とつ入にゆうするみんなに対応するために人はみんな出ていくだろうし、残った人たちも、僕が適当に騒さわいでみんな校庭に追い出すから、その間に君は最短距きよ離りで生徒会長室に向かってね」

　乗っているのは、亮りよう士しくんと頭とう取どりさん、亮士くんの叔母おばである雪ゆき女めさんとその旦だん那なである若わか人とさん。あと地じ蔵ぞうさんと、花はな咲さきさんに、猫ねこさん、浦うら島しまさんという不思議な組み合わせだった。特に今の頭取さんは絶賛変装中で、まったく顔の違ちがう人間が頭取さんの声で話しているので、すごく不気味です。

「どうやって追い出すんスか？」

「まあ、羊ひつじ飼かいの名前を出せば大だい丈じよう夫ぶじゃないかな？　鬼おにヶが島しま高校の生徒たちは彼に逆らえないみたいだし」

「羊飼ってのは、そんなにやばいのか？」

　そこで助手席に座っていた雪ゆき女めさんが頭とう取どりさんに聞いた。

「ヤバイですね、かなり。潜せん入にゆうして話を色々聞いたことがあるんですが……鬼ヶ島の生徒が羊飼の言うことを聞いている理由は、羊飼の強さだったり、弱みを握にぎられてたりとか色々あるんですが、一番はあれです。彼は全校生徒の顔と名前を覚えているんですよ」

「前二つはわかるっスけど、名前というのは？」

「名前を覚えられているということは、簡単にその人のことが調べられるということだ。住んでいる場所に家族構成までね。頭のネジがいくつか抜ぬけてる、人を傷つけることに対してなんの感かん慨がいも抱いだかないどころか、それを楽しめる人間に、自分のことを知られている。これはプレッシャーだよ」

「なるほどな……ったく、涼りよう子こもやっかいなやつに見み初そめられたもんだな」

　雪女さんが苦々しげにそうぼやく。

「鬼ヶ島の生徒たちが外の本隊と闘たたかっている隙すきに、森もり野の君には校舎の外の非常階段を使って一気に四階までショートカットしてもらう。非常階段の扉とびらは鍵かぎが閉まってるはずだから、そこは地じ蔵ぞう君にお願いするよ。猫ねこ宮みや君と浦うら島しま君が露つゆ払はらいで、花はな咲さき君は地蔵君の護衛ね。校庭に注意が向いてると思うけど、一応」

「任せてくれ!!」

「……わかった」

　小さく拳こぶしを握にぎりしめる地蔵さんと、腕うでを組んだまま高校生とは思えない貫かん禄ろくでうなずく花咲さん。

「了りよう解かいだ。地蔵亜あ美みさん、あなたは絶対僕が護まもります!!　というわけで、これが終わったあとお茶でも……」

「えっあのその、私には花咲が……」

「地蔵君、浦島君のことは気にしないように。きりがないから」

「あっああ、わかった」

　彼氏の前で彼女を口説く浦島さん。いい度胸してます。

「それで……生徒会長室に着いたあとは、森野次し第だいということか」

　そこで猫さんは、亮りよう士しくんを見て言った。

「うん、そうだよ。羊飼は自分の保身より、自分の願望を叶かなえることを優先している。だから、彼の思おも惑わくに乗り、彼の脚きやく本ほん通りに事を進めるしかない。自分の思い通りにならないと悟さとった瞬しゆん間かん、すべてをぶち壊こわすだろうからね」

「……その脚きやく本ほんってのは？」

　雪ゆき女めさんの問いに、頭とう取どりさんは顔を歪ゆがめながら答える。

「たぶんこんな感じです。ある日魔ま王おうにお姫ひめ様がさらわれました。王子は仲間たちを集め、魔王の城に乗り込みました。苦難の道のり、自分を先に進めるために残る仲間たち。そしてとうとう王子は仲間の協力で魔王のもとにたどり着き……そこで、王子は魔王にこてんぱんにやられて、お姫様は助けられませんでした。おしまい」

「……そりゃ壊こわれてやがる」

「でも、彼の脚本に最後まで付き合う必要はない。彼が舞ぶ台たいに上がったそのときから、つまり、森もり野の君が彼の前に立ったときからなら、森野君次し第だいで脚本を書き換かえることができる。最後に君が勝てば、最悪の脚本は、陳ちん腐ぷでありふれた、昔からよくあるハッピーエンドの物語に成り変わる」

「……はい」

　亮りよう士しくんが決意の表情でうなずく。そんな亮士くんに若わか人とさんが聞く。

「亮士くん、なにか策はあるの？」

「……とりあえず、なにを持って入れるかによるっスよね。一応色々持ってきてるっスけど」

　亮士くんは抱かかえたリュックに視線を向ける。

「まあ、部屋に入る前に、普ふ通つうは身体検査ぐらいするか」

「あと、どうにかして、涼りよう子こさんのいる場所からあいつを離はなさないと、こっちは身動き取れないっス。あいつはナイフを持ってるはずっスし」

「……人質にされたり、盾たてにされるとどうしようもないか。なかなか、厳しいな」

　雪女さんがいらついたように腕うでを組む。

「でも、どんな手段を使ってでも、おれは涼子さんを……」

　と、そのとき携けい帯たい電話が鳴った。

「はい、もしもし……こっちは今どの辺りですか？」

　その頭取さんの問いに、運転手の若人さんが答える。

「もうすぐ到とう着ちやくだ。この先の門を曲がったら、鬼おにヶが島しま高校の裏に出る」

「……もう到着するみたい、そっちは？　……了りよう解かい。じゃあ、作戦通りに頼たのむよ。……ああ、気をつける。

　アリス君からだよ。どうやら向こうも到着したらしいから、作戦の開始だ」

「わかった」

　車を停とめる若人さん。大人の出番はここまでなのです。

「おい亮士、男を見せてこいよ」

「亮士くん、がんばって」

「任せてくださいっス」

　そして雪ゆき女めさんと若わか人とさん以外の六人は、裏から塀へいを乗り越こえ鬼おにヶが島しま高校に侵しん入にゆうした。




　裏から鬼ヶ島高校に侵入し、頭とう取どりさんと別れたあと、目的の校舎の外につけられた非常階段の下にやって来た亮りよう士しくんたち。

「ここの非常階段っスね。鍵かぎは……やっぱりかかっているっスね。しかも見ての通り鉄格ごう子しがついてて、一階からは入れないようになってるっスし」

「わかった、少し待ってくれ」

　そう言うと地じ蔵ぞうさんは、持ってきた鞄かばんから鍵開けの道具を取り出す。

「急いで、父に借りてきたんだ」

　そして、その細長い道具を鍵穴に差し込み、なにやらかちゃかちゃやり始める。

　と、そんな五人に、声をかける者がいた。鬼ヶ島の生徒だった。

「お前らそこでなにしている!!」

　仲間を呼ぼうとしたのか、携けい帯たい電話を取り出したその生徒を見た亮士くんは、スリングショットを取り出そうとするが、花はな咲さきさんが鞄からボールのようなものを取り出しながら言った。

「任せろ」

　花咲さんはその手に取ったボールを振ふりかぶり、投げた。

「なっ!?」

　そのボールは、ものすごいスピードで鬼ヶ島の生徒の顔に命中する。

　ボールは当たった瞬しゆん間かんに破は裂れつし、その際撒まき散らされた白い粉を吸い込み、鬼ヶ島の生徒は携帯を落としてしまう。

「がはっごほっ!?」

「……感覚は違ちがうが、どうにか当たったな」

「さすが、エースっスね」

「だな」

　そう言いながら亮士くんと猫ねこさんは咳せき込み涙なみだを流す生徒に駆かけ寄ると、猿さるぐつわを嚙かませ、結束バンドで両手両足を縛しばり上げたあと、ついでに携帯電話を遠くに蹴けっ飛ばす。

　そうして周囲の安全を確保していると、ガチャンと音がした。

「……開いた!!」

　音のほうを見ると、非常階段への扉とびらを開いている地蔵さんの姿があった。

「さすが亜あ美みさん、すばらしい!!」

「そっそうか、ありがとう」

　調子のいい浦うら島しまさんのよいしょにも、照れながらも律りち儀ぎに応こたえる地蔵さん。

　この地蔵さん、お父さんっ子というか、まあ色々事情がありまして。お父さんの側そばにいることが多く、仕事を見ていて鍵開けの技術を学んだのです。でもって、この技術を有効活用して花はな咲さきさんの部屋に侵しん入にゆうし、恩返しをしていたのが、おおかみさんと知り合うきっかけでした。

　亮りよう士しくんと地じ蔵ぞうさんは扉とびらを開いて非常階段に入り込み、階段を駆かけ上がろうとする。

「おいこっちだ!!　こっちにもいるぞ!!」

　そのとき、死角となるところに鬼おにヶが島しまの生徒がもう一人いたらしく、そいつが大声で叫さけんだ。

　その声を聞き、鬼ヶ島の生徒たちが続々と集まってくる。

「ちっ見つかったか……おい亮士、お前は地蔵と先に行け!!　浦うら島しまはオレと行くぞ!!　花咲、援えん護ごを頼たのむ!!」

「気が進まんが仕方ない。……ったく、命令されるなら、女の子がいいなぁ」

「……任せろ」

　猫ねこさんと浦島さんはその集団に突つっ込んでいき、その二人を援護するように、花咲さんは取り出したボールを鬼ヶ島の生徒たちに、投げつけていく。

「おら、御お伽とぎ学園三年、猫ねこ宮みや三さぶ郎ろうだ!!　痛い目見たいやつからかかってこい!!」

「俺にはかかってこなくていいぞ!!」

　そんなふうに三人が、鬼ヶ島の生徒を食い止めているうちに、亮士くんと地蔵さんの二人は、四階に到とう達たつしていた。

「開けられるっスか？」

「大だい丈じよう夫ぶだ!!」

　地蔵さんは再び鍵かぎを開け始め……

「よしっ!!」

　少しの時間で、四階の廊ろう下かへと出る非常階段の扉とびらを開けた。

「ありがとうございますっス!!」

　亮士くんはそこから生徒会長室に続く四階の廊下へ入り込んだ。その亮士くんの背中に地蔵さんは声をかける。

「がんばれ!!」

「ハイっス！　地蔵先せん輩ぱいも、気をつけて逃にげてくださいっス！」

「ああ、私は花咲がいるから大丈夫だ!!」

　こうして、亮士くんは生徒会長室のある、鬼ヶ島高校四階に到着した。




　頼たよりになる仲間たちのおかげで、ショートカットに成功し、いきなり四階へとやって来た亮士くん。

　一度来たことがあるので、迷わず生徒会長室の前に到着すると、そこには一人の女が立っていた。女──麗れい狐こさんの姿を見て、亮士くんは身構える。

「来たわね」

　だが、そんな亮士くんの様子を気にせず、麗狐さんはどこかに電話をかけ始める。

「ええ、来たわよ。…………うん、一人……わかったわ」

　そして麗れい狐こさんは二ふた言こと三み言こと、電話の相手と会話を交かわすと、亮りよう士しくんに言った。

「今から扉とびらを開けるから、ちょっと待てだって」

　開けるならすぐじゃないかと、亮士くんはその言葉に怪け訝げんな顔をする。

「ん？　……ああ、いくつも鍵かぎつけてるから、簡単に開かないようになってるのよ。部屋の窓のほうも、きっちり塞ふさいで簡単に入れないようになってるしね」

「……なぜわざわざそんなことを？」

「あなたが警察を呼んだりした場合の備えよ。警察が来た場合は、見張りから連れん絡らくが来るんだけど、警察がここに来るまでと、この扉を破は壊かいして突とつ破ぱするまでの時間で、士し狼ろうはできうる限りあの子で楽しむつもりだったわけ。だから、警察に電話しなかったのは、今のところは英断だったと思うわよ。まあ、これから最悪の選せん択たくだったとなるかもしれないけど」

　亮士くんは、ギリリと歯を嚙かみしめたあと、聞いた。

「あんたは……なんであんな男に？」

「強いから」

　さらっと答える麗狐さん。

「ほかのやつらは、恐きよう怖ふからだったり弱みを握にぎられていたり、まあ色々あるけど、私に限っては強いからよ。私は私を護まもってくれるなら、相手が正義の味方だろうが、悪人だろうがかまわない。

　……まあ、それも今日までだけどね。さすがに破は滅めつにまで付き合うつもりはないし、士し狼ろうとは今日でおしまいよ。あ、そうそう。言い忘れてたけど、持って入れる武器は一つだけね。あなたはパチンコが得意なんだっけ？　それでいい？　あとスタンガンとかは、無ぶ粋すいだからダメだって」

「……一つは持って入っていいのか？」

　亮士くんは背負っていたリュックを下ろしながら言う。

「ええ、武器ならね。丸まる腰ごしの相手にナイフ使ったら卑ひ怯きようだろう？　だって。笑えるわよね」

　なにを今いま更さら……と笑う麗狐さん。

「わかった。持って入るのはスリングショットでいい」

　これで、亮士くんが持って入るのは、左手のスリングショットと、ヒップバッグに入った何種類かの弾たまのみ。

「あ、電話が来たわ」

　そのとき、再び麗狐さんの携けい帯たいに電話がかかってきた。

「…………そ、了りよう解かい。…………じゃあね」

　そして麗狐さんは電話の相手に、なぜだかすごく感傷のこもった声で別れの挨あい拶さつをしたあと、

「開いたそうよ。じゃ、まあがんばって」

　亮りよう士しくんに背を向けて歩き去っていった。




　生徒会長室の扉とびらを開いた瞬しゆん間かん、亮士くんの頭が一気に沸ふつ騰とうした。

「いらっしゃい」

「りょっりょうし……」

　その瞬間、亮士くんが見たのは、豪ごう華かな椅い子すに座り悠ゆう然ぜんと微笑ほほえむ羊ひつじ飼かいさんと、両手足に手て錠じようをかけられ、床ゆかに転がされたおおかみさんの姿。

　そんな異常な状じよう況きようにもかかわらず、羊飼さんは穏おだやかに話しかける。

「いやいや、すごいですね。予想よりずいぶんと早かったですよ。まさか、外の非常階段で一気に四階まで来るとは……あそこは鍵かぎを替かえたばかりなので、鍵がかかっていれば問題ないと思ってたんですよね」

　これを見て、怒いかりを覚えないはずはなく、亮士くんは一瞬で頭に血が上ったのだ。

　だが、逆上することはなく、冷静にスリングショットを取り出し構えた。

「あ、まだ攻こう撃げきするのはやめてくださいね。ほら、思わず手がすべってしまうかもしれないので……」

　そう言う羊飼さんの手には一ひと振ふりのナイフがあった。その足元にはおおかみさん。

「それはそうと結構冷静ですね……拍ひよう子し抜ぬけです」

「……お前が最悪最低の屑くず野や郎ろうということは知っていたからな」

「屑野郎だから、まだ手を出していないと思ったと？」

「ああ」

「くくく、まあその通りです。あまりに暇ひまだったから、ちょっといじめてしまいましたが、まだ食べてはいません。ここまでお預け食らったんだから、最高の味つけで食べないともったいないですしね」

「うるさい、黙だまれ。……涼りよう子こさん、ちょっと待っててくださいっス。すぐに助けるっスから」

「大きな口を叩たたきますね。できると思うんですか？」

「そのために、おれはここに来た」

「くくく、かっこいいですね。それでこそ待ったかいがあったというものです。……あ、そうだ。邪じや魔まが入らないように、戸と締じまりしてもらえますか？」

「なんでおれが……」

「これはお願いじゃない、命令なんですよ」

　羊飼さんは足元に転がっているおおかみさんのほうに視線をやり、それを見た亮士くんはおとなしくドアに鍵をかけ始める。

「それでどうでした？　やっぱり、ここは俺に任せてお前は先に行けとかいう、燃える展開はありましたか？」

「くっ」

　その言葉に、身体からだが少し反応してしまい、それを見た羊ひつじ飼かいさんは笑う。

「ああ、あったんですか。ショートカットされたので、なかったかと思いましたがあってよかった。ああいうのはいいですよね。すごく燃えます。いやいや使えない使えないと思ってましたが、彼らも最低限のお仕事はしてくれたみたいですね」

　その羊飼さんの自分に従う者たちをも馬ば鹿かにした発言に、ここに来るまでに協力してくれた、自分の仲間たちまでも馬鹿にされた気がした亮りよう士しくんは叫さけんだ。

「お前は、仲間をなんだと思っている!!」

「くくっ、別になんとも？　あなたたちのお仲間をここに集めるために使った、ただの捨すて駒ごまですしね。だから、彼らが勝とうが負けようがどうでもいいんですよ。いや、むしろ負けてもらったほうがありがたいですね。

　ほら、勝ってテンションが上がっているときに、あなたが負けて涼りよう子こちゃんがどうなったかを伝えれば、その落差で絶対に忘れられない思い出になるでしょう？」

「ぐっ」

「涼子ちゃんを助けに来た、友情に厚い素す敵てきな彼らには、今後一生続く胸むなくその悪くなるほど最悪なクリスマスの思い出を、是ぜ非ひともプレゼントしたいですから」

「…………」

　亮士くんはその返答に、さらに怒いかり……だが、黙だまり込んだ。

　いつの間にか挑ちよう発はつに乗せられていたことに気がついたのだ。

　亮士くんは頭を冷やし考える。

　そう、俺の感情なんてどうでもいい。重要なのはどうやって涼子さんを助けるかだ。

　どうする？　涼子さんの側そばにあいつがいる限り、下手な行動は取れない。

　かといって、真正面からやり合おうにも、障害物はなにもないから、すぐに距きよ離りを詰つめられてしまうはずだ。一応、訓練はしているが、それでも接近戦は、相手の土俵。

　なにかないか？　……ドアのすぐ側にスイッチがある。

　窓が塞ふさがれ光が入っていないから、電気のスイッチを切って暗くら闇やみにして奇き襲しゆう……いやダメだ、あいつのすぐ側には涼子さんがいる。そんな行動を取ったら、その瞬しゆん間かんあいつは涼子さんに襲おそいかかるだろう。暗闇でも足あし下もとの涼子さんを刺さすことぐらいはできる。

　それに、仕留めるときは一いち撃げきで仕留めないといけない。

　中ちゆう途と半はん端ぱにダメージを与あたえて、涼子さんを人質に取られるとまずい。

　なら、やはり催さい涙るい弾だんが、一番か？　最初の一撃を、あいつの顔に当てる。

　俺をナイフで攻こう撃げきするときには、あいつは涼子さんから離はなれるはずだから、あいつがこっちに向かってきたときに、至近距離であいつの顔を狙ねらおう。そうすれば終わる。

　鍵かぎをすべてかけ終わると同時に、思考もまとまり、亮士くんは振ふり向いて羊飼さんを見ながら言った。

「……これでいいか？」

「ＯＫです。これでこの場にいるのは三人だけ、邪じや魔まは入りません。……では涼りよう子こちゃんを賭かけた勝負を始めましょうか。あなたが勝てばハッピーエンド、ボクが勝てばバッドエンド、実にシンプルです。あ、そうだ。お互たがいに、正々堂々闘たたかいましょう。正々堂々……ね」

　羊ひつじ飼かいさんの口から出た正々堂々という言葉に、亮りよう士しくんは顔を歪ゆがめつつうなずく。

「ああ」

「開始はこのコインが落ちてからということでいいですね」

「…………」

「無言は肯こう定ていと見なします。では」

　羊飼さんが手に持ったコインを投げた。

　回転しながら宙を舞まうコイン。

　羊飼さんがナイフを構え、亮士くんは特製の催さい涙るい弾だんをセットし、スリングショットを引き絞しぼり……、

　キンッ

　コインが床ゆかを叩たたく甲かん高だかい音が響ひびいた。

　その瞬しゆん間かん、

「シッ」

　羊飼さんはいきなりナイフを投げた。

「なっ!?」

　予想していなかった行動に、意表を突つかれた亮士くんは一瞬身体からだを硬こう直ちよくさせ、動きを止めてしまう。その直後、右の二にの腕うでにナイフが刺ささった。

「ぐっ!?」

　痛みで右手の力が抜ぬけ、放たれた催涙弾が明後日あさつての方向に飛んでいった。

　その隙すきを見逃のがさず、亮士くんに接近していた羊飼さんは、亮士くんに刺さった自らのナイフを回収し、

「ぐあああっ!?」

　それで亮士くんの構えるスリングショットのゴムを切ると、再び距きよ離りを開けた。

「はい、まずはゴムと右腕を貰もらいました」

「ぐ……」

　ナイフを持つ羊飼さんと、右の二の腕を押さえる亮士くん。ナイフを抜く際に一度抉えぐっていったらしく、亮士くんの右腕が血に染まる。

「くくく、遠くから攻こう撃げきできるのは、あなたの専売特許じゃないんですよ」

　そんな亮士くんを見て笑う羊飼さん。

「ああ、そうだ。一応聞いておきますが。ボクはなんら卑ひ怯きような手を使ってませんよね？　お互たがい武器を一つずつ持ち、その武器も自由に選ばせ、そして合図と共に勝負を始める」

「…………ぐ」

　悔くやしそうにする亮りよう士しくんに、羊ひつじ飼かいさんは安あん堵どの表情を浮かべる。

「……それはよかった。投げナイフは昔から結構練習してましたが、ここ十日は本気で練習してましたからね。まあ、逃とう亡ぼう生活でやることがなかったというのもありますが。

　そして、それもこれも、正々堂々の勝負で、あなたになんの言い訳もさせないためです。ナイフなどの刃は物ものを選ばれると、少し困りましたが……まあ、あなたには刃物を使う度胸はありませんよね」

　手の中の血に染まったナイフを、羊飼さんは亮士くんに見せつける。

「刃物というのは、この現代社会では使いづらい武器です。下手なところに刺さしたら人殺しになって、人生を棒に振ふってしまいますからね。ただ、刺す度胸があるなら、話は変わってきますが……ボクのように」

　口こう角かくを上げ、羊飼さんは肉食獣じゆうのように歯を見せ笑う。

「ボクが刺せる理由は単純明快、捕つかまるのは嫌いやですが、それよりも人を不幸にする喜びのほうが勝まさっているからです。それに、今ボクの側そばまで警察の手が迫せまってますからね。どうせ捕まるなら……」

「くそっ!!」

　亮士くんは左手に持っていた、ゴムが切れて使いものにならなくなったスリングショットを羊飼さんに投げつけ、さらに無事な左腕うでで殴なぐりかかる。

「おっと、せっかく人がありがたい話をしてあげてるというのに、なってない人ですね」

　だが利きき腕でない左で投げたスリングショットは羊飼さんに当たらず、パンチは簡単に避さけられた。

　亮士くんはパンチの勢いのまま羊飼さんの横を通り過ぎる。その通り過ぎざまに、今度は左足を刺され床ゆかに転がる。

「ぐっ!?」

「刺す覚かく悟ごを持っている人間に、不用意に近づいてどうするんですか」

　亮士くんと羊飼さんの位置が変わり、亮士くんの後ろで、おおかみさんが心配げに声をかける。

「りょ、亮士大だい丈じよう夫ぶかっ!?」

「…………くっ」

　だが、亮士くんはおおかみさんに声をかける余よ裕ゆうすらない。

　右手と左足を血で染め、床ゆかに伏ふす亮士くん。痛みでうまく立てないようだ。

　立とうとして立てず、左手で足の傷を押さえたまま、転んでずるずると横に移動していくだけ。

「さて、あとは残った左腕うでと右足を潰つぶすだけなんですが……」

　そんな亮りよう士しくんを見て、なにかを思いついたのか羊ひつじ飼かいさんは手を叩たたいた。

「そうだ!!　あなた、土下座して、『お願いですから、俺だけは助けてください羊飼士し狼ろう様』と言ってみませんか？　そしたら、あなただけは助けてあげますよ!!」

「そっそんなことをできるわけないだろうが!!」

　亮士くんがたまらず叫さけぶ。

　追い詰つめられた状じよう況きように思考はぐるぐる巡めぐり、どうすればこの窮きゆう地ちを脱だつすることができるかを考える。

　だが、現実は非情で、満身創そう痍いの今は勝てる確率など皆かい無むに等しくて。

「二人とも壊こわされるよりは、一人でも助かったほうがいいでしょう？　涼りよう子こちゃんだって許してくれますよ。ほら、愛する者同士なんですし」

　悪意のかけらもない、まるで無む邪じや気きな子供がアリを潰すときのような笑え顔がお。

「っ!?」

　そして亮士くんは……

「…………」

　その言葉で心が折れたのか、立とうとする努力をやめた。

「…………りょっ亮士？」

　そんな亮士くんの背中に、おおかみさんは声をかける。

　だが、亮士くんは応こたえず……額を地面にこすりつけ、そして言った。

「お願いですから……俺だけは、助けてください…………羊飼士狼様」




「これでだいたい裏に来たやつは片付いたか？」

「みたいだな……ああ、野や郎ろうばっか触さわって気分悪い」

　猫ねこさんと浦うら島しまさんは未いまだに、校舎の裏にいた。

　この場に二人しかいない理由は、花はな咲さきさんはある程度片付いたところで地じ蔵ぞうさんをつれて、校庭にいる本隊に合流しに行ったのだ。

「……と、まだオレ様に向かってくるやつがいたか」

「任せた」

　一人で現れた鬼おにヶが島しまの生徒に、猫さんが襲おそいかかろうとすると、その鬼ヶ島の生徒が両手を上げて言った。

「あーストップストップ!!　僕だよ僕!!」

「……あん？」

　猫さんが訝いぶかしげに眺ながめていると、その生徒はかぶっていたカツラを外し、化け粧しようをぬぐい取り、輪りん郭かくを変えるために口に含ふくんでいた綿を吐はき出す。

「……なんだ桐きり木きか」

「そうだよ。ていうか、さっき見たでしょ」

「いや、同じような髪かみ型格好のやつをたくさん見たから、わからなくなった」

　モブの悲ひ哀あいです。

「俺は男の顔なんぞに、脳の貴重な容量を使っていない」

　浦うら島しまさんは浦島さんで、その理由はどうなんでしょう。

「まあ、それはいい……出てきたということは、仕事はすんだのか」

「うん、校舎の中にいる人はだいたい外に出たかな」

　頭とう取どりさんはもしも校舎に鬼おにヶが島しまの生徒が残っていると、亮りよう士しくんの邪じや魔まになるかもしれないので、生徒たちを煽あおって外に出るようにし向けていたのです。

「あとは、森もり野の君次し第だいなんだけど……大だい丈じよう夫ぶかな？」

　頭取さんは心配そうにそう言って、校舎を見上げる。

　が、そんな頭取さんに、猫ねこさんはニッと男臭くさい笑えみを浮かべて言った。

「ふん、大丈夫に決まっているだろう。あいつはオレ様が心の底から尊敬している男だぞ？　なにがあろうと、あいつが大おお神かみをあきらめることはないし、どんにゃことがあっても」

「…………」

「…………」

「…………」

　嚙かみました。

「…………どんなことがあっても、どんな手段を使ってでも大神を助けるだろう」

「……そうだね。僕らは僕らで森野君を信じて、できることをすればいいか」

「ま、そういうことだな。さっさと本隊に合流しようぜ。俺は早く女の子を見たい」

　そう言うと三人は並んで歩き出し……猫さんはふと一人足を止め、亮士くんがいるであろう方向を見上げ言った。

「……だろう？　亮士」




「はははは、本気ですか？　なんで今までのボクの言動を見て、許してもらえると思ってるんですか？　おぼれる者はわらをもつかむってやつですか？」

　目の前で土下座をする亮士くんを見て、散々笑ったあと、羊ひつじ飼かいさんは心底うれしそうに言う。

「ですが、これはこれでおもしろい!!　いや、おもしろいどころじゃないですね、最高だ!!　あんなにひどい目に遭あって傷つき人を信じられなくなって、それをどうにか乗り越こえて、思いを通わせ合った相手がこれだとか……ものすごいバッドエンドじゃないですか!!

　しかも仲間たちの協力で、ようやくここまでやって来たというのにこれ。

　いやいや、ボクの想像を超こえてくるとは、あなたもなかなかやりますね」

　羊ひつじ飼かいさんは土下座をしている亮りよう士しくんを眺ながめ、そしてうなずいた。

「わかりました、見逃のがしましょう。ただ土下座では少々弱いので……ボクの靴くつをなめてもらえますか？　そして、その姿を、是ぜ非ひとも涼りよう子こちゃんに見せてあげたい」

　羊飼さんはそう言うと、悠ゆう々ゆうと亮士くんのもとに歩を進める。

「いや、今日はホント、最高の日になりそうですよ」

　その心底イヤミな声こわ音ねにも、亮士くんは頭を床ゆかにこすりつけたままぴくりとも動かない。おおかみさんは、ただその様子をじっと見つめる。そして羊飼さんが亮士くんまであと数歩と迫せまったそのとき……、

　亮士くんが勢いよく身体からだを起こした。

　その目にはあきらめの光などまったくなく、口にはスリングショットのグリップをくわえ、それから伸のびる切れたゴムは膝ひざの下に続いている。

　膝の下から口の間にまっすぐにぴんと張ったスリングショットのゴム。そしてそのゴムを引く左手には、一発の鉛なまり玉。

「……まふけマヌケ」

　そして自らの身体をスリングショットと化した亮士くんは、片目を閉じ、身体で照準を合わせると、鉛玉を発射した。

「なっ!?」

　油断しきっていた羊飼さんは、反射的に両手で顔を護まもり、身を逸そらす。

　そのため、亮士くんの放った鉛玉は羊飼さんに命中せずに外れた……。

　だが、それは亮士くんの狙ねらい通り。

　亮士くんが狙ったのは羊飼さんではなく、羊飼さんの後ろ、ドアのすぐ横にある蛍けい光こう灯とうのスイッチ。

　そう、羊飼さんの真後ろには蛍光灯のスイッチがあった……いや、こういう位置関係になるよう、亮士くんは動いていたのだ。

　一発逆転を狙い放ったその鉛玉は、狙ねらい違たがわずスイッチに命中。そして、甲かん高だかい音が鳴った瞬しゆん間かん、部屋は暗くら闇やみに包まれた。

　窓をすべて板で塞ふさいであったため、光が外から入ってきていなかったのだ。

　羊飼さんは急に視界を失ったため固まり、その隙すきに亮士くんは無傷の右足で床ゆかを蹴けり、飛びかかった。亮士くんは暗闇の中でも正確に、羊飼さんの両手を自らの両手でつかむと、勢いのままに押し倒たおす。

　もともと亮士くんが夜よ目めが利きくこと。そして、片目をつむっていたことで、暗闇の中でも周囲を見渡わたすことができたのだ。

　気づけば形勢は逆転、亮士くんは羊飼さんの胴どう体たいの上にまたがるという、いわゆるマウントポジションの状態になっていた。

「なっなにしやが……」

　そんな状態でもがき、羊ひつじ飼かいさんはナイフを握にぎった右腕うでをどうにか自由にしようとする。

　だが、そんな抵てい抗こうを、自らの身体からだと両腕で押さえつけた亮りよう士しくんは、無言のまま躊ちゆう躇ちよなく、頭を羊飼さんの顔面に落とした。

「ぐはっ!!」

　暗くら闇やみの中に何度も響ひびく鈍にぶい音と、羊飼さんの上げる声。

「だっ……てめっ……がっ」

　だが、何発目かの頭ず突つきを受けたところで、羊飼さんはナイフを持った右腕でなく、左腕をどうにか自由にした。

「調子に乗るんじゃねーよ!!」

　右腕は怪け我がをしていたので、亮士くんは羊飼さんの左腕を押さえきることができなかったのだ。羊飼さんは自由になったその左手を自らのポケットに突つっ込こみ、隠かくし持っていた折りたたみナイフを取り出すと、

「地じ獄ごくに落ちろ!!」

　それを上に乗った亮士くんの脇わき腹ばらに、思い切り刺さし込んだ。

「うぐっ!?」

　いくら暗闇の中であろうと、亮士くんは上に乗っているのだから、外すはずもない。

「さすがに人を殺すと面めん倒どうだから、殺やる気はなかったが、お前は別だ……」

　勝利を確信し、羊飼さんは顔を歪ゆがませ笑う。

　だが亮士くんが倒たおれることはなかった。それどころか、雄お叫たけびを上げながら、渾こん身しんの力で頭を振ふり下ろす。
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「……………………はぁ……はぁ」

　いつしか、暗闇の中に響ひびいているのは、一人分の荒あらい息のみになっていた。

　動くもののないその暗闇の中で、その息の主はよろよろと立ち上がり、ドアに向かっていく。

　かすかに見えるその動く影かげを、おおかみさんは固唾かたずを吞のんで見つめる。

　声をかけない理由は単純、立ったのが一人だったから。

　信じたいが……おおかみさん怖こわくては声をかけられなかったのだ。

「はぁ……はぁ……」

　そうしている間に、人影はドアにたどり着き、蛍けい光こう灯とうのスイッチに手を触ふれた。

　急に明るくなった視界におおかみさんは目を細め……目が光に慣れたところで、立っている人ひと影かげが誰だれかを理解し、声を上げた。

「亮りよう士し!!」

　そう、立っていたのは亮士くんだった。だが、その声はすぐに悲鳴に変わる。

「ひっ!?」

　おおかみさんが見たのは脇わき腹ばらに刺ささった一本のナイフ。

「そっそれ……」

　おおかみさんは震ふるえながら、亮士くんの脇腹に刺さったナイフを指さす。

「はぁ……はぁ……ああ、これ…………はぁ……」

　羊ひつじ飼かいさんから目を離はなさないようにしつつ、亮士くんは荒あらい息のまま、なんでもないかのようにナイフを引き抜ぬき、ジャケットをまくってみせた。そこにあったのは黒いベストだった。

「はぁ……防ぼう刃じんベストっス。赤あか井いさんに……着ろって渡わたされたんスよね。魔ま女じよ先せん輩ぱいが……用意してくれてた……らしいっス。おかげで……命拾いしたっスね」

　以前に言っていた、魔女さんのいいものってこれのことだったようです。武器はスリングショット、防具はこれ、勇者にいろいろ授さずけるとか、魔女さん、すごく魔女してますね。

「……はぁ……ふぅ」

　ようやく息が整ってきた亮士くんは、そこで一度深呼吸したあと、羊飼さんのほうに左足を引きずりながら歩いていった。

「涼りよう子こさん、あと、ちょっとだけ……待ってくださいっス」

　亮士くんは羊飼さんの様子に注意を払はらいつつ、プラスチックの結束バンドを取り出し、その手足に巻いていく。

「ふん……止とどめを刺していない手負いの獲え物ものに、不用意に近づく馬ば鹿かがどこにいる」

　羊飼さんの手足の自由を奪うばったあと、亮士くんは身体からだをまさぐり、隠かくし持っていたナイフなどの凶きよう器きを取り上げていく。

「あと、しゃべりすぎだ。獲物を仕留めるときは静かにしてろ。ぺらぺらぺらぺらと……うるせーんだよ」

　それらの行動を取りつつも、羊飼さんへの意い趣しゆ返がえしか、亮士くんは今まで黙だまっていた分を取り返すかのように、言葉を投げかけていく。

「そのざまで狼おおかみ？　……笑わせるな。お前はただ狼を騙かたってるだけの噓うそつき野や郎ろうだ」

　最後に手て錠じようの鍵かぎを発見した亮士くんは、羊飼さんを見下ろし言った。

「それに、お前が狼だったとしても、悪い狼を仕留めるのはいつだって……」

　亮士くんは羊飼さんを完全に無力化したのを確かく認にんしたあと、ようやく羊飼さんから視線を外し、おおかみさんのほうを見た。

「……涼子さん、遅おそくなってすいませんでしたっス」

　おおかみさんを自由にしようと、亮士くんが近づいていく。

「ひっ」

　が、亮りよう士しくんが近づいただけで、びくりと震ふるえるおおかみさん。

　羊ひつじ飼かいさんに古傷を抉えぐられたからか、完全に昔の状態に戻もどっていて──そんなおおかみさんの様子に、亮士くんは一いつ瞬しゆん歯を食いしばったあと、無理矢理笑え顔がおを浮かべて言った。

「手て錠じよう外すんで、ちょっとだけ我が慢まんしてくださいっス」

「……あ……う……うん」

　そして、がたがたと震えている、おおかみさんの手錠を外した。

「涼りよう子こさん、怪け我がはないっスか？」

「うっうん、だい……じょうぶ」

　そんな亮士くんに、真っ青な顔で震えながらそう言うおおかみさん。

　その言葉とは裏腹な、大だい丈じよう夫ぶでない様子に、亮士くんは声をかけようとしたが、おおかみさんの言葉に遮さえぎられた。

「ちょっ……ちょっとだけ……待って……」

　おおかみさんは焦しよう点てんの合わない瞳ひとみで、両腕うでで自分の身体からだを抱だき、震えながら言う。

「もう少しで……もう少しで、いつもの私に戻るから……大丈夫だから……」

　必死に噓うそで作り上げたオオカミの毛皮をかき集め、おおかみさんはそれを再び身にまとおうとする。

「本当に……大丈夫だから……」

　そんなおおかみさんの様子を見た亮士くんは、自分の中からわき上がる激情のままに叫さけんだ。

「もう噓つかなくてもいいっスよ!!」

　そして、邪じや魔まにしかならない、自分とおおかみさんを隔へだてるものとしか思えなかった前髪がみを、血のついた左手でかき上げ、おでこ同士がくっつきそうになるほどに顔を近づける。そして、おおかみさんの目をすぐ側そばで見つめながら言った。

「いや、もうそんな噓なんかで自分を護るな!!」

「でも……だって……私は……オレは……」

　しかし、おおかみさんは、噓をつかないと自分は折れてしまうと、オオカミの毛皮を手放そうとしない。

　そんなおおかみさんを……今にも壊こわれてしまいそうなおおかみさんを、亮士くんは思い切り抱だきしめた。

「これからは、俺が護まもってやる!!」

　その言葉に、おおかみさんは目を見開く。

「だから、もう、そんなに、強がるな……」

　亮士くんの胸の中のおおかみさんの身体は、最初はこわばっていたが、徐じよ々じよに力が抜ぬけていき……抱きしめられたままの状態で、おおかみさんはぽつりと言った。

「……噓うそつくのやめたら……私はすごくめんどくさい女だよ？　弱くて、弱くて、誰だれかに護まもられてないと生きていけない」

「女はそれくらいがかわいいんだよ」

「……すごく、嫉しつ妬と深いよ？　私だけを見ていてくれないと嫌いやだし、絶対に束そく縛ばくしちゃうよ？」

「望むところだ、どんどん束縛してくれ！」

「もうなにも知らない女の子に戻もどれないから、素す直なおなかわいい女の子にはなれないよ？　口調も、虚きよ勢せいも、私は変えられないと思うし……」

「かまわない！　それに俺と二人きりのときは、虚勢なんて必要ないだろう？　俺の前でだけ素直になれるなら、十分だ！　いや、むしろほかのやつになんか見せるな!!」

「無む駄だに背が高いし……」

「俺はまだ成長期が終わってない!!」

「おっぱいないし……」

「俺は脚あしフェチだ!!」

　……あれ？　感動のシーンのはずなのに、なんだかおかしくなってきました。

　それから、おおかみさんは身体を少し離はなし、上うわ目め遣づかいで亮士くんを見つめる。

「本当に……本当に、私を護ってくれるの？」

「ああ!!　惚ほれた女を護るのは、男として当たり前のことだ!!　だからお前はおとなしく護られていろ!!」

「…………うん」

　おおかみさんはその言葉に身体からだの力を抜ぬき、完全に身体を亮士くんに委ゆだねた。

　それは、一人のオオカミ少女が、長い間まとっていた毛皮を脱ぬぎ去り、普ふ通つうの女の子に戻った瞬しゆん間かんでした。




　鬼おにヶが島しま高校の校庭では、もうすでに決着がついていた。

　鬼ヶ島高校の生徒たちは、ほぼ簀す巻まきにされて並べられ、御お伽とぎ学園の生徒たちが勝かち鬨どきを上げている。

　そして、この後はどうする……なんて、頭とう取どりさんたちが話していると、誰だれかが校舎のほうを指さして叫さけんだ。

「もっ森もり野のだ!!」

「大おお神かみもいるぞ!!」

　皆みなが校舎の入り口に目を向けると、そこにいたのは、血にまみれた亮士くんと、そんな亮士くんに肩かたを貸すおおかみさんだった。

　亮士くんは血まみれで大怪け我がをしているようで、肩を貸しているのがおおかみさんでと、一いつ瞬しゆんではどうなったのか判断しづらい様子で、皆は固唾かたずを吞のんで二人を見守る。

　そんな皆みなを、おおかみさんはゆっくりと見回したあと……にっこりと微笑ほほえんだ。

　おおかみさんに肩かたを貸してもらいつつ歩いている亮りよう士しくんも、顔を上げにやりと笑うと、小さく親指を立てる。

　その瞬しゆん間かん、校庭は大歓かん声せいに包まれた。

「「「「「「「「おおおおおおおお!!」」」」」」」」

「「「「「「「「きゃああああああ!!」」」」」」」」

　そんな歓声の中、真っ先に駆かけ寄ったのはりんごさんだった。

「あううう、涼りよう子こちゃんよかったですのっ!!」

　おおかみさんに泣きながら抱だきつくりんごさん。

「りんご……心配をかけたな」

「ほんとですのよ……。森もり野の君も、本当にありがとうですの」

「ふっ任せろと言っただろう？」

「……そうですのね」

　なんというか、微び妙みようにかっこいい亮士くんに、りんごさんはちょっとドギマギしてしまう。

　なんか今の亮士くんはかっこいいですからね。

　次にやってきた頭とう取どりさんは、亮士くんの応急手当をしてある手足を見て、肩を貸しながら聞く。

「無傷とはいかなかったみたいだね？」

「はい、ちょっと手こずりました」

　やっぱり、かっこいいままの亮士くん。どうやら男として一皮むけたようです。

「それで、怪け我がの具合はどんな感じだい？」

「一応、応急処置はしてるんですが、早く病院に行かないとまずいですね。動脈は傷ついていないみたいですが、血は完全には止まっていないですし」

　それにしても、なんという普ふ通つう口調……いやまあここで先せん輩ぱいであると頭取さんにタメで話し始めたら、男らしいんじゃなくて、ただの無礼なやつになってしまうんですが……いやはや、語尾の「っス」が消えるだけでこうまで変わるのかって感じですね。

　まあそれはともかく、その言葉におおかみさんがあわてて言う。

「そっそうだ!!　早く亮士を病院に……」

「そうだね？　おーい野や郎ろうで力が余ってる人は、森野君を車まで運んでちょうだい？」

「任せろ!!」

　まっさきに応こたえたのは猫ねこさん。亮士くんは、そんな猫さんに言う。

「助かります」

「ふっみずくさい、オレ様とお前の仲だろうが」

　その後も、続々と亮士くんのもとに集まってくる野郎たち。

「仕方ない、野郎なんざ触さわりたくもないが、涼子さんを助けた褒ほう美びだ」

「さすが同志だ、我らは同志森もり野のを誇ほこりに思う」

　浦うら島しまさんにジャックさんに、……あ、おっぱい三人衆とかピノキオ君もいますね。

「ああ、森野は男になった」

「友人として鼻が高いぜ」

「お前らの幸せを心から喜ばせてもらおう」

　なんだか心から祝福している感じですが……、

「まあ、大おお神かみさんっておっぱいないしね!!」

　……なるほど、そういうことですか。それは心の底から祝福できますよね。

　あなたたち、マジ空気を読んでください。

　そして、亮りよう士しくんと仲のいい野や郎ろうたちが亮士くんを運び始める。

　それを見た頭とう取どりさんが言った。

「さて、みんな、撤てつ収しゆうしようか？」

「「「「「「「「おう!!」」」」」」」」

「「「「「「「「おー!!」」」」」」」」

　その声に元気よく笑え顔がおで応こたえ、撤収を始める御お伽とぎ学園の生徒たち。

　五分後には誰だれもいなくなり、簀す巻まきにされたままの鬼おにヶが島しまの生徒たちだけが取り残される。

　やはりモブの悲ひ哀あいを感じますが、気にしちゃいけません。

　こうして、亮士くんは悪い狼おおかみにさらわれたオオカミ少女を救い出し、ついでに毛皮まで脱ぬがしちゃったのでした。







　翌日。

　御お伽とぎ花ばな市しにある病院では。

「あ～ん」

「自分で食べられる。左腕うでは普ふ通つうに動くんだからな」

　そこの個室に亮士くんはいた。

　個室とか実にＶＩＰですね。

「ダメ!!　私が食べさせるの!!」

　そしてその部屋でかいがいしく亮士くんを看護しているのは、なんとおおかみさんです。

「ほら、あ～ん」

　……おおかみさん。

「あ～ん」

　いやまじ、おおかみさんなんですよ、この人。

　病室で林りん檎ごをウサギさんの形に切ったあげくに、それをフォークで刺さして亮士くんの口元に持っていって、あ～んとか言ってるこの人は、おおかみさんなんですよ。

　見た目同じですし。

　髪かみの毛けが長くてちょっときつめの目をしてて背が高くて美び脚きやくでおっぱいが小さい。

　……うん、やっぱりおおかみさんです。

「早く、口開けて！」

　おおかみさんにあーんしてもらうとか、しかもおおかみさんのほうが積極的とか、これはもう、ＶＩＰどころの話じゃないですね。超ちようＶＩＰですよ。

　どんな大富ふ豪ごうだろうと、おおかみさんにあ～んしてもらうという栄えい誉よは得られないでしょうし。

「はあ……わかった。どうなっても知らないぞ」

「うん!!」

　そしてこの亮りよう士しくんもたいがいです。かっこよすぎです。男の余よ裕ゆう、風格すら感じられます。

　この亮士くんは、もう亮士さんと呼ぶべきでしょうね。『くん』づけなんて、失礼すぎてできませんよ。

「じゃあ、あ～ん」

「あー」

　ものすごく素す敵てきな笑え顔がおで、あ～んと言うおおかみさんに、おとなしく口を開ける亮士くん、いや亮士さん。

　なんでこんなことになっているのかというと、あのあと亮士さんは病院に運ばれ、即そく入院となったのです。まあ、ぷすぷすさくさく刺さされてましたし、血もだらだら出てましたしね。

「[image: ～][image: ～]シャクッ」

「おいしい？」

「ああ、うまい」

「よかった!!」

　でもって……、

「…………」

　そんな二人をドアの隙すき間まから見ている人たちがいました。

　目をこしこしとこする、りんごさん。

「どうしたんだい？」

「イえ、ナんだかアり得なイ光景が繰くり広げラれてて、脳がバグってるンじゃないカなとオもいまして」

　とりあえず、りんごさんの口調はもうすでにバグってますね。

「ああ、大だい丈じよう夫ぶだよ？　僕にも同じものが見えてるから？」

「私にも見えてます。集団幻げん覚かくでも見ていない限りは、実際に起こっている出来事かと」

　これは頭とう取どりさんと、アリスさん。

「ラブラブヨー」

「ああ、なんてすばらしい恩返しっぷりでしょう」

　これは魔ま女じよさんとおつうさん。

　この五人は、ドアの隙すき間まから頭を重ねて、覗のぞいているのです。

　まるでトーテムポールですね。お約束ですよね。

「くっ放してくれ乙おと姫ひめ!!　俺もかわいらしい涼りよう子こさんが見たいんだ!!」

「太た郎ろう様にはわたくしというものがありますでございましょう!!　あと、邪じや魔まをしては……」

「それでも……それでも俺は、デレた涼子さんを見る!!　うおおお!!」

「太郎様っ!!」

　そして、なんだか浦うら島しまさんが全力で隙間から覗こうとし、重しになっていた乙姫さんのせいでバランスを崩くずし失敗。でもって、二人はでばかめしていた皆みなさんの上に倒たおれ込み……、

「きゃっ」

「うわっ？」

「なんですかっ!?」

「あっ？」

「ヨ～」

　トーテムポールの皆さんは、どさどさっと病室に倒れ込みました。

「おっ重いですのー」

「うっ上の人、早くのいてくれるとうれしいなぁ？　重いから？」

「重いってなんですか重いって!!　私はそんなに重たくありません!!」

「いや、アリス君一人なら、そんな恐おそろしいことは言わないよ……」

「恐ろしいってなんですか!!　恐ろしいって!!」

「なっなんだ、この素す敵てきな感かん触しよくは!?」

「あっあの、浦島さん……手が……」

「太郎様っ!!　鶴つるヶが谷や様になんてことをっ!?」

「ヨヨ～」

　まあ、これもお約束ですね。

　ヒーローが入院、でもってヒロインが看病、しかも個室。ここまで条件が揃そろってるにもかかわらずこうならないなんて、お約束の神様が許しませんよ。

「なななななんだお前らっ!!」

　そして、そんな闖ちん入にゆう者しやを見て、おおかみさんが元に戻もどりました。残念。

「いえ、お見み舞まいに来たんですのよ。そしたらなんか涼子ちゃんが、すごいことに……」

「……なっ!?」

　見られていたことを知り、真っ赤になるおおかみさんと、

「だからどうなっても知らないと言ったんだ」

　苦笑する亮りよう士しさん。

　亮士さんは気配に敏びん感かんなので、ちゃんとでばかめの皆みなさんに気がついていたんでしょう。

　だったら指し摘てきしろよと思われるかもしれませんが……亮士さんも、あ～んをしてもらいたかったんですよ。亮士さんだって男なんですから。

「……森もり野の君、なんかすごいね？」

「かっこいいほうで固定されていますね」

「はは、まあ、色々ありましたからね」

　亮士さんのかっこよさに、皆さんは関心しきりです。

「これが一皮むけるってやつなのかな？　でもまあ、これなら大おお神かみ君がああなるのも無理ないよね？」

「たしかに。……頭とう取どりも、いつもこれくらい男おとこ気ぎを見せてくれるといいのですが」

「…………僕、がんばってない？　今回の件で、僕がんばってなかった？」

「私はいつもと言ったんです」

　地味に活かつ躍やくし、男を見せた頭取さんですが、扱あつかいは相変わらずのようです。

「う[image: ～][image: ～][image: ～]、かっ花か瓶びんに花を生けてくる!!」

　そしておおかみさんは、お見み舞まいの花束を奪うばい取ると、花瓶を持って逃にげ出しました。自分を見つめる生暖かい視線に、耐たえられなかったのでしょう。

　そんなおおかみさんを見届けたあと、

「涼りよう子こちゃん、すごくかわいかったですの……」

　りんごさんは嫉しつ妬とに狂くるったような顔をして叫さけんだ。

「あんな顔、私にも見せたことないのにっ!?」

「恋人に見せる顔を赤あか井いさんに見せてたら、それはそれで問題ですが」

　ですよね。アリスさんのおっしゃる通りです。

　だってそれ、どう考えても、りんごさんエンド迎むかえてるじゃないですか。

「それにしても、大神君も森もり野の君に負けず劣おとらず、すごい変わりようだよね？」

「恩返しをしているのですから当然です!!」

「ああ、涼子さん、いつにもまして美しい……」

「太た郎ろう様っ!!」

「でもまあ、マジかわいいっスよね」

「ほんとヨー」

　走り去ったおおかみさんに、思い思いに感想を言う皆さん。

「「「「「「「……ん？」」」」」」」

　……ですが、なにやら会話に普ふ通つうに混じってきたヘタレな声に、はてなマークを浮かべました。そして、その声の主に注目し、りんごさんが代表して聞いた。

「森もり野の君……なんで元に戻もどってるんですの？」

「えっ？」

　そう、亮りよう士しさんが、いつの間にやらヘタレな亮士くんに戻っていたのです。

「えっじゃないですの！　なんか、ヘタレに戻ってるじゃないですのっ!!」

「そっそれはその……ひー」

　前髪がみを後ろになでつけてオールバック状態だったために、視線を遮さえぎるものがなにもなかった亮士くんが、皆みなの視線を受けてあっという間にヘタれました。あの前髪にも一応防ぼう御ぎよ力があったようです。

　というわけで、後ろに流していた前髪を、怪け我がしていない左手で、くしゃくしゃと前に垂たらす亮士くん。

　これで完全にいつもの亮士くんに戻りました。

「……で、どういうことですの？」

「ええと、その……」

　というわけで、あの日の出来事を、亮士くんはかくかくしかじかと簡単に説明し始める。

「────とまあ、そんな感じだったわけっス。で、その、おれが護まもってやるとか、かっこいいことを言った手前、涼りよう子こさんの前ではヘタレな姿を見せられないというか……」

　まあ、ヘタレな姿を見たら、護ってもらえるとは思えないでしょうからね。

「「「「「「「…………」」」」」」」

　そんなダメすぎる亮士くんに、皆さんはぽかーんとあきれて口が塞ふさがらないようです。

「……要するに、今までは周りに誰だれもいないときと、怒おこって視線が気にならなかったときだけかっこよくなってたんですけど、今はそれに加え、涼子ちゃんの前でもかっこよくなるようになったということですの？」

「はあ、まあ」

　そこで、りんごさんがまた叫さけんだ。

「……なんでそこで完全に、かっこいいほうで固定されないんですのっ!!」

「いえ、そんなこと言われても、人間はそう簡単に変われないっスよ」

「なんかおかしな方向に、変わっちゃってるじゃないですのっ!!」

　りんごさんの言う通りです。亮士くん、さらにダメな感じに変わっちゃってます。

「はぁ、ほんと森野君はもう……」

　感心して損した～という顔をする、りんごさん。

「いや面目ないっス……で、皆さんお揃そろいでどうしたんっスか？」

「どうしたんっスかって、お見み舞まいだって言ってるじゃないですの」

「あっ、そうっスよね、ありがとうございま……」

「おお、そこの美しい白衣の天使のお姉さん、どうです？　仕事終わりにお茶でも……」

「太た郎ろう様っ!!」

「……まあ、若じやつ干かん違ちがう人もいるみたいですけど」

「みたいっスね、はははは」

　浦うら島しまさんと乙おと姫ひめさんは、どうしようもないくらいいつも通りです。

　そんな感じで、色々と話していると、おおかみさんが戻もどってきました。

「ただいま」

「ああ、お帰り（キリッ）」

　するとなんということでしょう!!

　髪かみの毛けをかき上げオールバックのようにし、一いつ瞬しゆんにして亮りよう士しさんに変身しました。

　正直、かっこいいです。

「……なんでしょう、このもやっとする感じは」

　それを見て微び妙みような顔をしているアリスさん。

「これでは、進化なのか退化なのかわかりませんね」

　ちょっと困った顔をしているおつうさん。

「おもしろいヨー」

　相変わらずなにを考えてるかわからない魔ま女じよさん。

「好きな女の前でだけかっこつけてるとか、どう考えてもヒモ的ダメ男じゃないですの？」

　あきれ顔のりんごさん。

　四者四様の反応ですが、微妙だと思っていることには変わりないようです。

「どうしたんだ？」

　皆みなさんのそんな反応に、なにしてんのこいつら？　みたいな顔をしているおおかみさん。

　知らぬが仏ほとけって、こういうことなんでしょうかね。

「いえ、なんでもないですのよー」

「……まあいいか。それはそうと。お前ら見み舞まいに来たんだよな」

　おおかみさんが、皆さんに聞く。

「そうですの。……森もり野の君の怪け我がの具合はどうなんですの？」

「ああ、それなら後遺症しようも残らず、ちゃんと治るそうだ。ただ、傷きず痕あとは残るかもしれないそうだけどよ……」

　そこでおおかみさんは、申し訳なさそうな顔をするが、亮士さんがかっこよくフォローする。

「そんな顔をするな。惚ほれた女のためにできた傷痕だからな、勲くん章しようみたいなもんだ」

「おっおい、なにを恥はずかしいことを……」

　でもって、おおかみさんはおおかみさんで、いつものおおかみさんでした。

　まあ、こちらはこちらで楽しいのですが。

　今も亮士さんの歯が浮く台詞せりふに、真っ赤になってますしねー。

　そんな二人に、りんごさんは大きなため息をつく。

「はあ、涼りよう子こちゃんは涼子ちゃんで、森もり野の君と二人きりのときだけああなるわけですのね……こちらもこちらで困ったものですの」

　あきれた顔のりんごさんに、おおかみさんが少しだけひるむ。

「なっなんだよ。オレはいつも通りで、なんも変わってねーよ!!」

　おおかみさんはどうやら先ほど見られたのはなかったことにするらしいです。往おう生じよう際ぎわが悪いです。

　そんなおおかみさんの姿に、りんごさんはニヤニヤする。

「にやにや」

　相変わらず、ものすごくむかつく顔してます。

「にっにやにやするんじゃねーよ!!」

「によによ」

「によによもするんじゃねーよ!!」

「まあまあ、涼子落ち着け」

　りんごさんがおおかみさんをおちょくって、おおかみさんが顔を真っ赤にして怒おこり、亮士さんがそれをなだめる。

　いつもの日常が戻もどってきたことを感じるそんな光景に、皆みなは頰ほほを緩ゆるめるのでした。




　そんなわいわいがやがやと楽しい病室から少し離はなれた病院の廊ろう下かで、雪ゆき女めさんが御お伽とぎ花ばな市しの陰かげの支配者、荒神アラガミ洋燈ランプ学園長に話しかけていました。

「おい、くそ爺じじい」

「おお、雪女ちゃんじゃないか、久しぶりじゃのう。元気しとったか？」

「まあな……って、今はそんなことどうでもいいんだよ!!　だから昔、あたしが忠告してやったんだろうが!!」

「いやいや、今回の件に関しては返す言葉もないのう……すまんかった。お詫わびと言ってはなんだが、森野亮士の治ち療りようはすべて儂わしに任せてくれ。いい医者をつけるからの」

「当たり前だ!!」

「それと、あの羊ひつじ飼かいとかいう小こ僧ぞうのことも、任せてもらおう。二度と涼子ちゃんには近づけないようにする」

「……どうにかできるのか？　話だけは聞いたが、あれは真しん性せいだろう？」

「さてな。じゃがあれでも、この街の学生じゃからな。ただ、どうにかしてみるが、どうにかならなければ……お互たがいに不幸なことになるかもしれんな」

「……権力者は怖こわいねぇ」

「それが人の世というものじゃよ。とまあ、それはそれとして……実によいものを見させてもらったわい」

「なんだ？」

「いやなに、若者が成長する姿、男が一皮むける姿というのは、いつ見てもいいものだということじゃ。これだから、人を育てるのはやめられん」

「ふん、当たり前だ。誰だれの甥おいっ子こだと思ってる」

　誇ほこらしげな顔をする雪ゆき女めさん。

「ほっほっ、そうじゃの」

「それはそうと……」

「ん？　なんじゃ？」

「教育者を名乗るなら、妊にん婦ぷの尻しりを触さわろうとするんじゃねーよ!!」

「ぐはぁ」

　いやまあ、なんというか……最後まで最低ですね、この爺じじい。


めでたしめでたし









　　　おおかみさん大団円で数日遅おくれのクリスマスパーティに参加する







　御お伽とぎ学園にいくつかある体育館の一つに、たくさんの生徒たちが集まっていた。

　集まっている生徒たちに共通しているのは、なにやら気合いを入れておめかししていること。

　こんな格好で、行われることといえば、もうあれしかないでしょう。

　そう、これからパーティが始まるのです。

「えー皆みなさんのおかげで、大おお神かみ君を無事奪だつ還かんすることに成功しました？」

　そんな体育館のステージ上で、いつも通りのうさんくさい笑え顔がおでしゃべっているのは、サンタクロースの格好をした頭とう取どりさん。ほかの御伽銀行のメンバー、りんごさん、アリスさん、乙おと姫ひめさん、おつうさん、魔ま女じよさん、浦うら島しまさんは、飲みものを配るため、お盆ぼん片手に体育館の中を忙いそがしく往ゆき来きしています。

　もちろん、女性メンバーはミニスカサンタ姿です。冬なのでタイツを穿はいていますが……それはそれで!!

「それもこれも、皆さんの相そう互ご扶ふ助じよの精神のおかげだよね？　いやぁ、助け合いって本当にいいものだねぇ？」

　相変わらず、気が抜ぬける口調です。

「えーまあそういうわけで、そのお礼と言ってはなんですが、数日遅おくれのクリスマスパーティを開かい催さいさせていただくことになりました？　あ、前言ったように会費を取るなんてことはしないので、好きなだけ食べてね？　バックは荒あら神がみ財ざい閥ばつというか、学園長のポケットマネーなので、遠えん慮りよはいらないよ？」

　なるほど、だからこの会場に用意してある料理のクオリティが異常に高いんですね。

　バイキング形式なのですが、テーブルの上には所狭せましと高そうな料理が並んでいて、どう見ても高校生主催のパーティじゃないんですよ。本職のウェイターさんやらウェイトレスさんもいますし。

　本職がいるのにりんごさんたちががんばっている理由は、人手が足りないし、御お伽とぎ銀行がこのパーティのホストだからでしょう。

　二人ほど足りてませんが、それはまあまたあとで。

「それと、当たり前の話ですが、アルコールはないのでご了りよう承しようください？　外からの持ち込みもご遠慮くださいね？　いや、さすがにそれはフォローできないので？　お酒は二十歳はたちを過ぎてからだよね……で、グラスはみんなに渡わたったかな？」

　体育館の中を、グラスに入った飲みものをお盆ぼんに載のせて歩き回っている御伽銀行のメンバーを見回し、頭とう取どりさんはちょうど目の前を通ったおつうさんにそう聞く。

　ですが、忙いそがしすぎるからか、おつうさんはガン無視でした。

　これはただ忙しいだけで、しゃべるだけでなにもしていない頭取さんに含ふくむものがあるわけではないのです。……たぶん。

「えーもう少し時間がかかるみたいだね？　まあ、まだ今回の主役も来てないんだけど……ああそうだ!?　女性の皆みなさんに一つお願いがあるんだよね？　このパーティで野や郎ろう連中が、武勇伝を語ってうっとうしいかもしれないけど、今日ぐらいは大目に見てやってね？　適当にニコニコしながら、相づち打ってくれるだけでいいから？　ただまあ、ここにいる連中は馬ば鹿かばっかりだけれども、友人のピンチに身体からだを張れる、男おとこ気ぎのある馬鹿なので、下手な男に引っかかるよりかは大分マシだと思うよ？」

　いいぞー！　やら、よく言ってくれた！　やら、ただしイケメンに限るわー!!　やらの野や次じが聞こえます。

「男性の皆さん、武勇伝もいいですが、ここでさりげない優やさしさを見せたりしたら好感度アップだよ？　まあその後、恋仲になりたいとかあれば、我々御伽学園学生相そう互ご扶ふ助じよ協会をお願いします？　皆さんになら、お安く恋のサポートをさせていただきますよ？」

　約束よーやら、いい男を紹しよう介かいしてー！　やらの野次が聞こえます。

「あ、大おお神かみ君と森もり野の君が来たみたいだね？」

　頭とう取どりさんが入り口を見ると、おおかみさんと、車椅い子すに乗った亮りよう士しさんが入ってきたところでした。ちなみに亮士さんと書いてる通り、前髪がみはかき上げてあって、オールバック状態になってます。

「えー飲みものも行き渡わたったみたいだし、主役といってもいいだろう二人が来ましたし、乾かん杯ぱいをしましょうか……あ、そうだ、森もり野の君は大事を取って車椅子に乗ってるだけなので、皆みなさんあんまり気にしないでちょうだいね？　多少のリハビリは必要みたいだけど、後遺症しようもまったく残らないらしいですし？　ちなみに、大おお神かみ君が車椅子に乗るよう強きよう硬こうに主張したとかしないとか？　いやいや、ラブラブだね～？」

「頭取っ!!」

　真っ赤な顔で怒ど鳴なるおおかみさんに、会場中に笑いが広がります。

「では乾杯……の前に、大神君が言いたいことがあるそうですので、皆さん静せい粛しゆくにしてちょうだいね？」

　おおかみさんは亮士さんの乗った車椅子を押しながらステージ前までやって来ると、マイクを受け取る。

「あ……その、あの……」

　さあ、挨あい拶さつを……と意気込んでいたおおかみさんですが、話を聞くモードに入っている会場の皆さんに臆おくしてしまったらしく、真っ赤な顔でもじもじしてます。

「えっと……その……」

　その普ふ通つうの少女すぎる姿に、体育館に集まった皆さんは、なぜだか優やさしい顔になってます。

　これはあれです。子こ猫ねことか、子犬とか見るときの顔です。超ちよう和なごみます。萌もえます。

　ですが、もじもじしているうちに覚かく悟ごが決まったらしく、おおかみさんは顔を上げて皆を見回しながら言った。

「たっ助けに来てくれて……すごくうれしかったです。…………本当に……本当に、ありがとうございました」

　そして最後には、ぺこりとお辞じ儀ぎを一つ。

　言葉少なですが、それだからこそおおかみさんの感謝の気持ちが伝わってきます。

　そんなおおかみさんのデレっぷりに、会場に万ばん雷らいの拍はく手しゆが巻き起こる。

「いやーすばらしい挨拶だったね？　ほんとは森野君にも一言とか思ってたんだけど、必要ないよね？　というわけで、大神君が森野君の気持ちも代弁したってことにしよう？　まあ、間ま違ちがってないだろうし？」

　このおおかみさんのあとでは、なにを言おうが霞かすみますしね。

「では、不ふ肖しようわたくし御お伽とぎ学園学生相そう互ご扶ふ助じよ協会会長、桐きり木きリストが、乾杯の音頭を取らせていただきます。えー皆様、このたびは御伽学園学生相互扶助協会主しゆ催さいのクリスマスパーティにお集まりいただき、まことにありがとうございます。

　色々ありましたが、今回の件、どうにかこうにかハッピーエンドに収まるエンディングを迎むかえられたのではないかと思います。それもひとえに皆みな様のご助力のおかげ……」

「なげーぞ!!」

「マジなげーぞ!!」

「長いわー!!」

「腹減ったブー!!」

「早く喰くわせろブヒー!!」

　珍めずらしく真面目まじめに話してたら、思いっきり野や次じられる頭とう取どりさん。

　せっかく「？」取ってたのに……慣れないことは、するべきじゃないですね。

　というわけで、頭取さんは苦笑しつつも話を締しめることにしたようです。

「えーまあそういうわけで、我々の揺ゆるぎない友情と、ようやくデレたツンデレ少女に……」

「んなっ!?」

「カンパーイ!!」

「「「「「「「「カンパーイ!!」」」」」」」」

「あとついでに、メリークリスマス!?」

「「「「「「「「メリークリスマス!!」」」」」」」」

　こうして、数日遅おくれのクリスマスパーティが始まりました。

「えーでは、今日は無礼講ですので、大いに食べて飲んで、思う存分楽しんでいってください？　あ、そこ、料理はまだまだ出てくるから、落ち着いてくださいね？」

　まあ、青春真まっ盛さかりの若者が大量に集まればどういうことになるかはわかってるわけで、あっという間に消えていく料理たち。

　これは色気より食い気というよりかは、まずは英気を養ったあとに、色々がんばろうということでしょう。

「ブー!!」

「ブヒー!!」

「我が覇は道どうを邪じや魔まする者には死を!!」

「「ぎゃー」」

「佐さ藤とうと山やま崎ざきが轢ひかれたー!!」

「誰だれか豚とん田だ三兄弟を止めろー!!　料理がなくなるぞっ!!」

「無理だ!!　やつら料理の匂においで、正気を失ってやがる!!」

「ナ○シカだってあれを鎮しずめるのは無理だって!!」

　……一部ものすごく修しゆ羅ら場ばってますが、おいしい料理に舌した鼓つづみを打ち、みんなで語らい、大笑いをする。そんな楽しい会場の中を、亮りよう士しさんとおおかみさんは二人でゆっくりと回り参加者に挨あい拶さつをしていく。

「大おお路じ先せん輩ぱい、灰はい原ばらさん、このたびはありがとうございました」

「どっどうも」

　きちんと挨あい拶さつする亮りよう士しさんに合わせて、先ほどの余よ韻いんからか、まだ顔が赤いおおかみさんがぎこちなく会え釈しやくをする。

「いやいや、こちらこそ借りが返せてよかったよ。なあ、かかり？」

「はい!!　コーチ」

　仲良くおめかしし、このパーティを楽しんでいる大路さんとかかりさん。これはどう見ても、いい仲になってますね。公私ともにパートナーとか、リア充じゆう○ねとか言いたくなりますよね。

「はは、仲がよさそうでいいですね」

「そちらもな……大おお神かみは恋ですごくきれいになった。まあ、かかりには敵かなわんが……」

「いやいや、涼りよう子こ以上の女性なんて、この世にいませんよ」

　大路さんと亮士さんがのろけまくる。

　……○ね!!　結婚して子供ができて孫にも恵めぐまれ老ろう衰すいして畳たたみの上で家族みんなに囲まれて○ね!!

「コッコーチ……」

「りょっ亮士、お前!!」

　でもって、女の子二人は真っ赤になるわけです。

「ああ、もう行くぞ!!」

　おおかみさんは、この空気に耐たえられなくなったのか、亮士さんもろとも逃にげ出しました。

「では、楽しんでいってください」

「ああ、楽しませてもらう」

　そして、どうにか逃げ出したおおかみさんは、亮士さんをかわいく睨にらんで言った。

「ったく、なに恥はずかしいことを」

　かわいくがついてるだけあって、全然怖こわくありません。それどころかいちゃついているようにしか見えません。

「まあ、いいじゃないか」

「よくねーよ!!　ああいうのは二人きりのときに……」

　……ダメです!!

　だって二人きりのときにあんなことになったら、そのままＲ18の世界に突とつ入にゆうしちゃうでしょう？

　おおかみさん、デレきってなんでもこーい！　みたいになってるじゃないですか!!

　オオカミが腹ボテエンドを迎むかえるのは、ある意味うまくまとまりすぎてダメなんですよ!!

　猟りよう師しがオオカミのお腹なかを大きくさせるとか、そんなのあの童話そのままじゃないですか!!

　だから、その……ともかくダメなんです!!　『オオカミさん』シリーズは、青少年向け!!

　そして、いちゃつきまくりな二人が次に出会ったのは、

「やあ、メリークリスマス」

「……メリークリスマスです」

　ヘンゼルさんとグレーテルさん兄妹きようだいでした。

　頭とう取どりさんに通じるものがある笑え顔がおのヘンゼルさんと、相変わらず無表情なグレーテルさん。

「いやいや、数日ぶりだね」

「そうですね。メリークリスマスです」

「ヘンゼル先せん輩ぱい、グレーテル先輩、メリークリスマス」

　普ふ通つうに接している亮りよう士しさんと違ちがい、おおかみさんはいったいどういう態度を取ったらいいんだろうなんて微び妙みような顔してます。この兄妹はおかし荘そうの住人なので、同じ住人である亮士さんのほうがおおかみさんより二人と親しいのです。

「考えてみれば、毎日顔を合わせているから、数日会わないだけですごく久しぶりな気がするね」

「お兄様の言う通りですねっ!!　……それに、みんなで食べるのに慣れていると、一人減っただけでなんだか寂さびしい気がします」

　ご存じの通り、グレーテルさんはヘンゼルさんと絡からむときだけ、表情豊かになるのです。

　ただ、亮士さんへの好感度は低くなさそうですね。無表情のままですが、それでも言葉に親しみが感じられますし。

「たしかに、病院で食べる食事は味気なかったですね。まずくはなかったんですけど」

「それで、もう退院できるのかな？」

「はい、今日はこのまま帰ります」

「それはよかった」

　そのとき、グレーテルさんが無表情のままおおかみさんに話しかけた。

「……大おお神かみさん」

「なっなんですか、グレーテル先輩」

　いきなり話しかけられ、おおかみさんがビクッとする。

　そんなおおかみさんに、グレーテルさんはにこっと笑って言った。

「ふふっよかったですね」

「……………………………………あっはい!!」

　おお、すごい。『オオカミさん』シリーズが始まって以来、初めてグレーテルさんがヘンゼルさん以外の人間に微笑ほほえみました。あまりの出来事に、おおかみさんなんか一いつ瞬しゆん思考停止してましたよ。

「では、お兄様行きましょう!!」

「そうだね、邪じや魔ましてもなんだし……じゃあ、またあとで」

　去っていくヘンゼルさんとグレーテルさん兄妹。

　おおかみさんは、二人が見えなくなってから、思わずつぶやいた。

「いや、すごいもん見た……」

　そんな感じで、あまりに珍めずらしいものを見たせいで啞あ然ぜんとしていたおおかみさんですが、気を取り直すと周囲を見回し、知り合いを捜さがし始める。

「……お、亮りよう士し、あそこにマチ子と真ま昼ひるがいるぞ」

　ヘンゼルさんとグレーテルさん兄妹きようだいの次に発見したのは、マチ子さんと白しら鳥とりさんでした。

「あ、メリークリスマス、ダーリン！」

「ああ、メリークリスマス」

「…………ふむ」

　亮士さんをじろじろ見るマチ子さん。

「ダーリン、なかなか似合ってるわよ」

「そうか？」

　ああ、髪かみ型のことですね。今は、髪をかき上げてて、視線防ぼう御ぎよのための前髪がないですからね。

「森もり野の君、怪け我がの調子はどうですか？」

「頭とう取どりの言った通り大だい丈じよう夫ぶ。今日はもうこのまま家に帰るしな。だから、車椅い子すは大げさだって言ったんだけど、涼りよう子こがな」

「うっうるさいな、いいから黙だまってオレに押されてろ!!」

　おおかみさん、もうデレッデレですね。

「うわ……涼子さん、かわいいですね」

「しかもダーリンが、かっこいいほうで固定されてるし……これも涼子のおかげかしら？」

「ふっ、そんなところだ」

　亮士さんがかっこよく微笑ほほえみます。

「言うわねー。でもまあ、今の涼子はたしかにかわいいわよね。すごくもてそう……外見だけだと真昼の勝ちだけど、総合力で言ったら涼子の勝ちよ」

「いいんですよ。私は女の子が好きなので……」

「そこで流し目でウチを見るんじゃないわよ!!　あんたにはもう恋人がいるでしょうが!!」

　そう、白鳥さんには阿あ比び留るさんという恋人がいます。もちろん女の子です。

「とっともかく、ダーリン。涼子に飽あきたらいつでも声をかけてね？」

「んなっマチ子、なに言ってやがるっ!?」

「ははは、悪いけど。飽きることは絶対にないから、期待には添そえないな」

「りょっ亮士、お前もなに言って……」

「……あー熱いわ、熱すぎるわ、冬なのに……冬なのにっ!!　いいわよいいわよ、ウチも早く彼氏作るんだから!!　そのために今日はおめかしして来てんのよ!!」

　ちなみに今マチ子さんが着ているドレスは、背中も胸の谷間も脚あしも見えてます。おしゃれは我が慢まんを地でいってます。完全武装です。

「というわけで、じゃあね!!　ウチはあんたらにかまってる暇ひまなんてないのよ!!」

「それでは、またあとで」

　捨て台詞ぜりふと共に消えていくマチ子さんと、それに付き合って去っていく白しら鳥とりさん。

　白鳥さんが正体を現して社交的（女性限定）になってからは、一つ屋根の下に住んでいることもあって、二人はそれなりに仲良くしているらしいですね。

「じゃあ、次は誰だれに挨あい拶さつするかな……ありゃ花はな咲さき先せん輩ぱいか？」

「ということは側そばに、地じ蔵ぞう先輩がいるんじゃないか」

　背が高いために、群衆から頭一つ飛び出してる花咲さんを発見した二人は、そこに向かって進んでいく。

「花咲、おいしいな!!」

「ああ、うまいな」

　すると、やはり花咲さんの側には、地蔵さんがいた。

　どこか、テンションの高い地蔵さんと、いつも通りの花咲さん。

　まあ、着飾かざって堂々と花咲さんの隣となりに立てるとなれば、そりゃ地蔵さんのテンションも上がりますよね。地蔵さんは地蔵さんなりにがんばって、ちょっとだけ露ろ出しゆつ度が高いですし。まあ、地蔵さんなりにですが。

「花咲先輩、地蔵先輩」

「あ、大おお神かみじゃないか!!」

「今回はお世話になりました」

「いや、大神たちには、私たちもすごく世話になっているからな!!　少しでも借りを返せたならよかった」

　カップル同士だからか、男同士、女同士で会話が始まってました。

「花咲先輩、楽しんでますか？」

「ああ、おかげさまでな」

「それはよかった」

「……で、どうなんだ？」

　そう花咲さんが聞くと、それを聞いた地蔵さんが声を上げた。

「そうだ！　森もり野のは大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「はい、頭とう取どりが言った通りです」

「そうか！　大神、森野の怪け我ががあんまりひどくなくてよかったな!!」

「ええ、本当によかったです」

　花咲さんと話している亮りよう士しさんを見て、優やさしく微笑ほほえむおおかみさん。

　そんな二人は、もうどこからどう見てもカップル。いや、バカップル。

　これを見て、

「……うん、本当によかった。お前たちが並んでいるのを見ると、こっちまで幸せな気分になってくるからな！」

　こんな感想を抱いだくのは、まさしく持てる者の余よ裕ゆうでしょうね。さっきのテニスカップルといい、これだから、恋人のいる人間はっ!!

「ははっ、ありがとうございます。俺たちも、お二人みたいな素す敵てきなカップルになれるようがんばりますよ。なあ、涼りよう子こ」

「なっ……う……」

　亮りよう士しさんの相変わらずの恥はずかしい台詞せりふに、おおかみさんは少しの間逡しゆん巡じゆんしたあと、真っ赤な顔でこくんとうなずく。

「お似合い……ああ……」

　一方、地じ蔵ぞうさんは地蔵さんで真っ赤になってくねくねしつつも、ものすごくうれしそうな表情をする。その横でこっそりと、くねくねする地蔵さんがテーブルの上のグラスを倒たおさないように、花はな咲さきさんはグラスを避ひ難なんさせる。

　……ええ、双そう方ほうともにお似合いですね。ちくしょー!!

「涼子、二人の邪じや魔まをしてもなんだし、行こうか。他ほかの人にも挨あい拶さつしないといけないしな」

「そっそうだな。地蔵先せん輩ぱいも花咲先輩も楽しんでいってくれな」

「……はっ!?」

　あ、地蔵さんが我に返りました。

「あっああ、わかった」

「そうさせてもらう」

　まあそんなわけで、バカップルと別れたバカップル、もといおおかみさんと亮士さんが、いろんな人たちに挨拶していると、背後からものすごく、上から目線で、偉えらそうに話しかけてくる人物がいた。

「あ～ら、大おお神かみじゃない。この私がわざわざ手を貸してあげたんだから、感謝して感謝して感謝しまくりなさいよね!!」

　宇う佐さ見みさんと、そのお供の田た貫ぬきさんとすずめさんでした。

「ああ、ありがとな、宇佐見先輩」

「本当に助かりました、感謝します」

「っ!?　ふっ、やっやけに素す直なおじゃない……」

「うさちゃん、顔真っ赤ですね★★★」

「ふふ、宇佐見はこうやってまっすぐに感謝されるのに慣れてないから、照れてるんですわよ」

「うるさいわよ、すずめに田貫っ!!」

　宇佐見さんが真っ赤になって怒ど鳴なる。

「そりゃいいこと聞いたぜ」

「宇佐見先輩らしいな」

　そんな宇う佐さ見みさんをおおかみさんと亮りよう士しさんは、微笑ほほえましそうに見る。

「あんたらもうるさい!!」

「にしても……やっぱりあなた、いい男でしたわね。惜おしいことしましたわ」

「すべて、涼りよう子このおかげですよ、涼子がいたから俺は意地を張れたんです」

「…………ほんと、いい男ですわよねぇ」

「ね～☆☆☆　すずめも今の森もり野の君なら、付き合ってもいいですよ☆☆☆　どうです？　乗り換かえませんか～★★★」

　亮士さん、たしかにかっこいいですよね。何度も言うように、自信と貫かん禄ろくと男おとこ気ぎに満ちてますし。

「ところがどっこいですの!!」

「うわびっくりした!!　りんごいきなり出てくんなよ」

　唐とう突とつに、わざわざおおかみさんと亮士さんの間に、割り込むようにして出てきたのは、もちろんりんごさんです。

「ふふふふ、森野君はたしかにかっこよくなりましたの。しかし、しかーし!!　……涼子ちゃん、向こうで頭とう取どりが呼んでましたのよ？」

「オレをか？」

「そうですの。森野君は私に任せて、行ってきてくださいの」

「あっああ、わかった」

　腑ふに落ちない……なんて顔をしつつも、おおかみさんはおとなしく頭取さんを捜さがしに行く。

「……ふう、というわけで、ヘタレカムバークですの!!　それっ!!」

「うわっ、赤あか井いさんなにするんスか!!」

「それそれ～ですの～」

「くっ車椅い子す前後に揺ゆらさないでくださいっス～!!」

「…………」

「…………」

「…………」

「あっ赤井さん、お願いっスから！　いやマジ酔ようっスから！」

　そんな情けない亮士くんの姿に、宇佐見さんがつぶやいた。

「…………なによ、これ」

「ふっふー、よく聞いてくれましたの!!　森野君は、涼子ちゃんがいるところでだけ、かっこよくなるんですのよっ!!」

　鬼おにの首でも取ったかのような、りんごさん。よっぽど今の亮士くんに思うところがあるのでしょう。いやまあ、気持ちはわからないでもないですが。

「これはまた……極きよく端たんですわね」

「すずめは、前言撤てつ回かいしまーす★★★　これはさすがに、ダメすぎですよー☆☆☆」

「ひっひー、なんというかあんまりじろじろ見ないでくださると、ありがたいんスけど……」

「さすがの私もこれは引くわ……見直して損したわね」

　三人ともあきれまくってますねー。上がって下がった分、余計に落差を感じているのかもしれません。

　すると、ぷんぷんと怒おこったおおかみさんが帰ってきました。

「おいりんご、噓うそつくんじゃねーよ!!　全然オレ呼ばれてねーじゃねーか!!」

「あれれ～？　おかしいですのね～」

「あれれ～じゃねーよ!!　お前はどこの子供探たん偵ていだよ!!」

　とぼけるりんごさんに、おおかみさんは怒ど鳴なる。

　亮りよう士しく……亮士さんはそんなおおかみさんをなだめます。

「涼りよう子こ、落ち着け（キリッ）」

「……これは本当にひどいわね」

　宇う佐さ見みさんがどんどん引いていってます。どん引きです。

「ですね～☆☆☆　端はたから見てるとおもしろいですけど★☆★」

　すずめさんはおもしろがっているみたいですが。……他人ひと事ごとなら楽しいですよね。

「あ？　どうかしたのか？」

　蚊帳かやの外のおおかみさんはきょとんとしています。

　本当に、知らぬが仏ほとけっていい言葉ですよね。たしかに知らなくてもいいことは存在します。

「まあ、真のダメ男と違ちがって、やるときはやる男の子なんだし、別にかまわないでしょう」

「それはそうだけど……うわっ、田た貫ぬき見て!!　なんかおいしそうなのが来たわよ!!」

　宇佐見さんの指さした方向を見ると、体育館の入り口に、料理を載のせた新たなカートが到とう着ちやくしていました。

「はいはい、わかったから落ち着きなさい、宇佐見。……というわけで、またあとで」

「またあとでです～☆☆☆」

「うおおー今日は食べて食べて食べまくるわよー!!」

「うさちゃん、すずめも付き合いますよーっ☆☆☆」

「だから走るのはやめなさい!!」

　そんなあわただしい三人が消えたあと、おおかみさんが亮士さんに言った。

「…………オレらもなにか食べるか。亮士、なにか食べたいものがあるか？」

「そうだな、早く怪け我がを治したいし、肉系が欲しいかな」

「そうか！　待っててくれ」

　おおかみさんは足取りも軽く、いそいそと歩いていく。すると、その場にものすごく悲しそうな声が響ひびいた。

「うう……」

「…………赤あか井いさん、どうしたんっスか？」

「どうしたんスかじゃないですのよ!!　なんですの？　あの涼りよう子こちゃんのかいがいしさ!!　私でもあれほどまでに、涼子ちゃんにかまってもらったことはないですのよ!!」

「いや、そんなこと言われても……」

「くやしくやしいくやしい～」

　地じ団だん駄だを踏ふむりんごさん。宝物を取られた子供のような反応してますね。

　そして……、

「うむ、話は聞かせてもらった!!　森もり野の、お前は死ね!!」

「「「「「「そうだ死ね!!」」」」」」

　次にいきなり現れ会話に割り込んできたのは、ジャックさんとその仲間たちでした。

「うわっいきなりなんなんスか!!　しかも死ねとかひどいっスよ!!」

「うるせー!!　幸せ者は死ね!!」

「そうだそうだ!!」

「チンコもげろ!!」

「俺以外の色男は死んでしまえ!!」

「大おお神かみは俺の守備範はん囲い外だが、それでもむかつくもんはむかつくんだよ!!」

「ちょっなんで髪かみの毛けくしゃくしゃにするんスか」

「てめーがいっちょ前に、前髪上げてっからだよ!!　森野は森野らしく、おとなしく、前髪をのれんみたいに垂たらしてろ!!」

　野や郎ろうどもにもみくちゃにされる亮りよう士しくん。

　おおかみさんが側そばにいないと、ほんとへタレですねー。

「同志たちよ、気持ちはわかるが、落ち着け」

　落ち着けと言ってますが、一言目に死ねと言ったのは、ジャックさんです。

「ジャックさん、助かったっス」

　ちなみに、この場にいる人たちは、名前の出た人も何人かいますが……スルーすることにします。きりがありませんし。

「「「「「「ひどいっ!!」」」」」」

　というわけで、紳しん士しの皆みなさんでした。

「……ていうか、なんで浦うら島しまさんとピノキオ君が混じってるんスか!!　二人とも彼女がいるでしょうっス!!」

「それはそれ、これはこれだ!!」

「そうとも、美少女が誰だれかのものになったのを悲しむことに、なんの不思議があろう!!」

「「「「「そうだそうだ!!」」」」」

「というわけで……あれ？　乙おと姫ひめさん、いつの間にそこにいたんですか？　そして、なんで引っ張るんですか？　いやまあ、さすがにこのあとなにが起こるかわかってますけども……ひー！　誰だれか助けてー」

「…………同志浦うら島しまに敬礼!!」

　その号令と共に敬礼する皆みなさん。

「なっなんて無む駄だに一糸乱れぬ敬礼なんですの！」

　りんごさんがあきれ半分感心半分といった表情になる。相変わらず馬ば鹿かですよね。

「えっあっ、ゆかりちゃんいつの間に!?　えーと、これはだね、なんて言うかノリってやつ？　ゆかりちゃんがいる俺が本気でこんなことを……」

「……ふん!!」

「まっ待って、ゆかりちゃ～ん!!」

「……同志ピノキオに、ふぁっきゅー!!」

　今度は号令と共に、アメリカ人にしたら間ま違ちがいなくぶん殴なぐられる、あの中指を立てる有名なジェスチャーをする皆さん。

　浦島さんは、これから天国というか地じ獄ごくを見るが、ピノキオ君はなんかいちゃついているだけに見える。それが、この態度の違いでしょう。

「まあ、それはともかく……同志森もり野ののことは、たしかに妬ねたましい。……が!!　それを祝ってやるのも、友人としての務めだろう。我らは紳しん士し、故ゆえに幸せになった友と、幸せになった美少女を温かく祝福しようではないか!!」

「……わかりました」

「うう……」

「くそっ幸せになっ」

「ちくしょうですの」

「皆、心ゆくまで泣くがいい。だが、雨のあとには虹にじが出るものだ。我らもいつか素す敵てきな彼女をゲットして、笑え顔がおという虹を架かけようではないか」

「いや、なんで泣いてるんスか！　しかも、なんでちょっといい言葉っぽいことを言ってるんスか!!　あと、なんで赤あか井いさんがナチュラルに混じってるんっスかっ!?」

　まありんごさんですしね。

「では……二人の前ぜん途とを祝して、同志森野を胴どう上あげだ！」

「えっ!?　いやその、おれ怪け我がしてて……」

「優やさしくするから大だい丈じよう夫ぶだ!!」

「なにが大丈夫なんスか!!」

「それ、わーっしょい、わーっしょい」

「「「「「「「「「「わーっしょい、わーっしょい」」」」」」」」」」

「うっうわ[image: ～][image: ～]」

「「「「「「「「「「わーっしょい、わーっしょい」」」」」」」」」」

「こっこらー!!」

　まあ、こんな大おお騒さわぎしてたら目立ちますよね……というわけで、おおかみさんが戻もどってきました。しかし、今時『こらー!!』はないですよね。

「なにしてるー!!」

「おおっ、大おお神かみが戻ってきたぞ、皆みなの者撤てつ収しゆうだ！」

「「「「「了りよう解かい!!　逃にげろ～」」」」」

　そんな相変わらずな紳しん士しの皆さんに、おおかみさんはため息をつく。

「………………ほんと、あいつらはまったく。亮りよう士し、大だい丈じよう夫ぶか？」

「ああ、大丈夫だ。放ほうり投げず、ただ上下に揺ゆさぶっただけだし、俺の身体からだに負担がかからないようにしてくれてたしな」

「でもよ」

「あれでも、心から祝ってくれてるんだからな、あまり強く言うな」

　おお、さすがは亮士さん。心が広いです。

「そうですのよ」

「……混じってた、おめーが言うな！」

「痛いですのっ……もういいですのよ、いいですのよ!!　私は私で、おねーちゃんに甘やかしてもらいますの!!　べ[image: ～][image: ～]ですの!!」

　本当にあっかんべーをしてから走り去るりんごさん。

「あっおい!!　……ったく、りんごが幼児化してるな」

「いいじゃないか、俺らの今があるのは、間ま違ちがいなく赤あか井いのおかげだよ。陰かげひなたに手助けしてくれてたんだからな」

「……そうだな。あ、そうだこれ、適当に色々取ってきた」

「ああ、ありがとう」

　二人でりんごさんを肴さかなに料理に舌した鼓つづみを打っていると、なにやら女の子の集団がやって来ました。

「……ん？」

　でもって、その女の子の集団はおおかみさんを囲むと、きゃいきゃい言いながらおおかみさんをさらっていく。

「なっなんだっ!?」

「うふふふ、お話を聞かせてもらおうと思って!!」

「そうそう!!」

「クラスメイトのよしみで!!」

「じゃあこっちは、姉妹きようだい弟子でしのよしみで!!」

「おっオレは乙おと姫ひめの弟子でしじゃねーよ!!」

「いいじゃない、いいじゃない」

「そうそう、他人ひとの恋バナほど楽しいものはないし？」

　いきなりおおかみさんがつれ去られ、びっくりしていた亮りよう士しくんですが、見知った顔がその中にあったので話しかけた。

「木き　崎ざき先せん輩ぱい、これはいったいなんなんっスか？」

「ふふ、大おお神かみさんに色々話を聞くことにしたんです。ほら、やっぱり気になるでしょう？」

　この木崎さん。昔は、髪かみの毛けぼさぼさよれよれＴシャツで、どこの貞さだ子こだよ!!　みたいな感じだったのですが、今は乙姫さんの指導で変身したので以前の面おも影かげはありません。今も、その美少女ぶりで、この会場でかなり目立ってますし。

「はあ、そうなんスか」

「そうなんですよ。私にとっても、お二ふた方かたの関係は理想ですし……特に森もり野のさんは」

「えっ！　おれっスかっ!?」

「だってあなたは大神さんをずっと見ていますでしょう？　正直うらやましいです。私もあんな風に見られたい……」

　ちなみにこの木崎さんは人に見られたくて、裸の女王様ストリーキングをやってたことがあります。

「だから私も、あなたのように一いち途ずに私を見てくれる男性を探してるんですよ。では、私も大神さんの話を聞きに行きますので……ああ、大神さんは適当なところで解放するので、安心してください」

「ああ、はい……」

　いきなり現れいきなり消えて、亮士くん一人がぽつんと取り残される。

　そんな亮士くんに、今度は小こ柄がらな少年が声をかけた。

「よっ」

「あ、猫ねこさんじゃないっスか!!」

　話しかけてきたのは、グラスを二つ持った猫さんだった。

「さっきから見てたが、人気者は大変だな」

「いやはは」

　亮士くんは頰ほほをかきながら苦笑する。

「ほれ」

「あ、どうもっス」

　猫さんが差し出したグラスを受け取る亮士くん。中の液体はもちろんジュースです。お酒じゃありません。

「あ、おいしいっスね。これ」

　それはなんの変へん哲てつもないオレンジジュースですが、なんだかものすごく美味でした。

「高級品なんじゃないか？　少なくともパック売りのオレンジジュースとは違ちがうな」

「ああ、そういえば、なんか学園長から限界ギリギリまで資金を搾しぼり取ってやる!!　とか、みんな言ってたっスね……すごく悪い顔で」

「くっくっ、道理で豪ごう華かなわけだ」

「今回の件の、そもそもの原因は学園長だ～と、そこを攻せめまくったらしいっス」

　そんな感じで会話を交かわしつつ、二人で静かにグラスに口をつけていると、

「「「「きゃ[image: ～][image: ～][image: ～]!!」」」」

　という黄色い声が聞こえてきました。

　これは……おおかみさんが、なんか色々話をさせられてるんでしょうね。

「大おお神かみはとても幸せそうだ……よかった。お前はやっぱりオレ様が見込んだ男だけあったな」

「いや、そんなことないっス。皆みなのおかげっスよ」

「いーや、お前じゃなけりゃ、大神は今あんな風に笑えていないだろう。少なくともオレ様じゃ無理だ」

　人混みの隙すき間まからかすかに、照れたように笑うおおかみさんの姿が見える。

「ああ……オレ様じゃあ無理だ……」

　そんなおおかみさんの横顔を、猫ねこさんはなんとも言えない遠い目で見つめる。

　そんな猫さんに言葉をなくす亮りよう士しくん。

「…………」

「…………」

　そんな無言が少しの間続いたあと、唐とう突とつに猫さんが言った。

「……乾かん杯ぱいでもするか」

「あ、ハイっス。でもなにに……」

「そうだな……」

　悪戯いたずらでも思いついたかのように、にやっと笑う猫さん。

「大神にで、どうだ？」

「えっ!?」

　猫さんの提案に一いつ瞬しゆん驚おどろいた亮士くんですが、猫さんの想おもいが伝わってきたからか、ニヤリと笑え顔がおを返して言った。

「…………それもいいっスね」

「じゃあ大神に」

「涼りよう子こさんに」

「「乾杯」」

　そして、静かにグラスを合わせる二人。

　同じ女に惹ひかれ、同じ女に人生を変えられた者同士、二人にしかわからないなにかがあるのでしょう。渋しぶいです。

　そのあとも男同士!!　みたいな空気の中でちびちびやってた二人ですが、おおかみさんが戻もどってきたことで、それも終しゆう了りようとなりました。

「お、大おお神かみが戻ってきたな」

「あ、ほんとっスね」

「では、邪じや魔ま者は消えることにするか。じゃあにゃ」

「…………」

「…………」

　猫ねこさん、いいところで嚙かみました。

「じゃあな」

「あ、猫さ……」

　猫さんは後ろを振ふり向かず、手だけをひらひらさせながら去っていく。台詞せりふをいいところで嚙んでも、かっこいいです。

　戻ってきたおおかみさんは、そんな猫さんの後ろ姿を見て亮りよう士しくんに聞いた。

「今のは猫ねこ宮みや先せん輩ぱいか？」

「ああ、そうだ。そっちは大変だったみたいだな」

「……うー、色々話させられた」

　大神さんは真っ赤な顔で頭を抱かかえる。

「まあいいじゃないか、世話になったんだし、実害はないだろうし……」

　と話していると、なにやら遠くで寸劇らしきものをやってる人たちが。

『これからは俺が護まもってやる!!』

「「「「っきゃ～、しびれるわ～」」」」

「…………たぶん、ないだろう」

　ないといいですね。

　で、お次のお客というか刺し客かくは……

「りょ～う～ちゃん!!」

　むにょん

　……桃ももちゃんでした。

　このけしからん擬ぎ音おんを発生させることができるのは……何人かいるでしょうが、これほどまでのボリューム感を出せるのは桃ちゃんくらいですよ。

「桃ちゃん先せん輩ぱい、あの日以来ですね」

「あら、いつもみたいにならないのね……残念ねん」

「いつまでも、やられっぱなしじゃないですよ」

　ですが、桃ちゃんのむにょんを後頭部に食らいつつも、かっこいいままの亮士さん。さすがです。亮りよう士しさんは亮士くんと違ちがいます。

「男子三日会わざれば刮かつ目もくして見よって言うものねん。ふふ、前のりょーちゃんもよかったけど、今のりょーちゃんも素す敵てきよん」

「って、いつまでくっついてるんだよ、桃ももちゃん先せん輩ぱい!!」

　亮士さんの後頭部に胸を押しつけてた桃ちゃんを、おおかみさんが力づくで引き剝はがす。

「あんっ」

「…………」

　亮士さんが微び妙みように名残なごり惜おしそうにしているのは、気のせいです。だって、亮士さんなんですから。

「で、なんだ？　また、亮士を恋人にとかそんな感じか？」

　おお、おおかみさんが亮士さんを取られないようにと警けい戒かいしています。

　これも亮士さんがかっこいいから……亮士くんだった頃ころじゃあ、あり得ませんね。

「そんなこと言うわけないじゃないのん……」

「そうなのか？　……ごめん、桃ちゃん先ぱ……」

　疑ってしまったことを謝ろうとするおおかみさんですが……、

「アタシは、おおかみちゃんもセットで欲しいのよん!!」

　予想の斜ななめ上を行った桃ちゃんに、謝るのをやめて全力でつっこんだ。

「なお悪いわっ!!」

　お忘れかもしれませんが、桃ちゃんは、気持ちよければ男の子でも女の子でもイケる人です。

　でもって、渦か中ちゆうの亮士さんはといえば、

「おい森もり野の、彼女ができたくせに、桃ちゃんのおっぱいを味わうとはどういう了りよう見けんだ!!」

「ちくしょー、彼女持ちのくせにだぜ！」

「そうだよ!!　桃ちゃんのおっぱいは、皆みなのおっぱいなのに!!」

　桃ちゃんのいるところには、おっぱい三人衆の姿あり、というわけで、桃ちゃんの下げ僕ぼくに思いっきり絡からまれてました。

「いや、これは……」

　あまりの剣けん幕まくに、亮士さんもたじたじですね。

　このままじゃ話にならないなと、桃ちゃんが助け船を出す。

「まあ、いいんじゃない？」

「「「よくな……」」」

「だって、おおかみちゃんじゃあ、味わえない感かん触しよくなんだしねん」

　そこで、おっぱい三人衆は固まり……、

「まあ、仕方ないな」

「じっくり味わっておくんだぜ？」

「そうだよ。もう二度とその感かん触しよくは、味わえないかもしれないんだから」

　いきなり、優やさしくなりました。

　いやなんというか……おおかみさんを思いっきりディスってますね。

　わからない方に理由を説明すると、一いち途ずな亮りよう士しさんですから、亮士さんが触さわることができるおっぱいはまあ、誰だれのものか限られてまして……二度とその感触は味わえないということは……まあそういうことです。

「むぐ、ぎぎぎ」

　というわけで、おおかみさんがキレる寸前です。

「かわいそうにねん……りょーちゃん、もう一回触っとく？」

「えっ遠えん慮りよします」

「うっう[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]!!」

　そして、おおかみさんが今にも爆ばく発はつ、といったところで、

「おいおい、お前らなに馬ば鹿かなこと言ってやがる」

　雪ゆき女めさんと若わか人とさんが現れました。どうやら招待されていたようです。先生たちも招待されてますしね。

「雪女さん!!」

　味方の登場に、ぱああ、と笑え顔がおになるおおかみさん。

「聞いてりゃあ、お前ら好き勝手言いやがって……」

「うんうん」

　もっと言ってやってもっとと、おおかみさんは何度もうなずく。

「お前らには、一つの視点が欠けている………………それは未来だ!!」

「うんうん…………ん？」

　なんだか望んだのとは違ちがう方向に行き始めたので、首をかしげるおおかみさん。

「おっお言葉ですが、お姉さん、もうこの歳としになればだいたい未来が確定しているのではないですか？」

　ちなみに、ここで言うお姉さんとは雪女さんのことですよ？　雪女さんはデリケートなお年とし頃ごろですが、まだおばさんじゃないんですよ？

「ちっちっちっ、今までになくてこれから存在するものがある……それは亮士だ!!」

　この場の視線が亮士さんに向かい……おっぱい三人衆は雪女さんが言っていることに気がついた。

「はっ!?　なるほど!!」

「一人では育たなくても……」

「森もり野のにもまれれば、育つかもしれない!!」

「そうだ。涼りよう子こだって、もしかしたら、ばいんばいんになるかもしれないんだよ!!」

「「「なっなんだってー!!」」」

　三人は特とく徴ちよう的な絵え柄がらでそう言うなり、がくっと膝ひざをつき、そしておおかみさんに謝罪をする。

「大おお神かみ……決めつけて悪かった。わしらは、とんでもない間ま違ちがいをしでかすところだった」

「ああ……巨きよ乳にゆうには夢が、貧乳には希望が詰つまっているんだぜ」

「うん、可能性は無限なんだね。貧乳は巨乳で巨乳は貧乳。森しん羅ら万ばん象しよう、すべては生まれ、巡めぐり、そして消えていく……そう、おっぱいは宇宙!!」

　もう少しで話が終わるっていうのに、この流れはなんでしょうか……。

　おおかみさんもこの流れに、キレ……あれ？　キレてませんね。

「雪ゆき女めさん……」

「ん？　なんだ？」

　どこか呆ほうけたような表情で、おおかみさんは雪女さんに聞く。

　おおかみさんがこうなっている理由はただ一つ、話の内容が聞き捨てのならないものだったからでしょう。そう、そこには希望があったのです。

「雪女さんも、もしかして……」

　若わか人とさんに育ててもらったのか？　なんて期待に満ちた顔をするおおかみさん。

　ですが……雪女さんはさらっと言った。

「ん？　あたしか？　あたしはまあ若人と付き合う前から、それなりにあったな」

「…………」

「…………」

　ひゅうう[image: ～][image: ～]と、寒々しい風が吹ふきました。

「うっう[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]!!」

　そして、おおかみさんはうーうー言いながら、雪女さんに抗こう議ぎする。

　雪女さんは尊敬する大人だし、雪女さんの小説の大ファンでもあるので、こんなかわいく怒いかりを表現することしかできないのです。

「まあ、落ち着け涼りよう子こ」

「う[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]!!」

「あっあと一つ、確実に胸が大きくなる方法があるから落ち着け」

「……う？」

　おおかみさんの動きが止まる。

「それはだな……」

　そんな素す直なおなおおかみさんに、雪女さんはくわっと目を見開き言った。

「妊にん娠しんすれば大きくなる!!　というわけで、がんばれ!!」

「もう！　雪女さん、もうっ!!」

「はっはっはっ、いやすまん。この会場に満ちた若さを吸収しまくっちまってな～」

　なるほど、だからテンションがおかしなことになってるんですね。

「あーごめんね、涼りよう子こちゃん。今すぐ連れていくから……」

「じゃあなー、あと亮りよう士しに泊とまるときは連れん絡らくしろって言っといてくれ」

　妊にん婦ぷだからお酒は飲んでないはずなんですが……それなのにこのテンションとか若いですねー。

「なんでオレに言うんですかっ!!」

　亮士さんがお泊まりとか、相手は決まってるからですよ…………とまあ、それはさておき、おおかみさんをおちょくるだけおちょくって、雪ゆき女めさんが若わか人とさんと一いつ緒しよに退場しました。

「ねえねえ、りょーちゃん、この隙すきに……」

「いやあの……」

「桃ももちゃん先せん輩ぱい!!」

「じょっ冗じよう談だんよん。じゃあ、まったね～ん」

　そして、こそこそと亮士さんを誘ゆう惑わくしていた桃ちゃんですが、おおかみさんの剣けん幕まくに逃にげ出し、

「さらば森もり野の!!」

「じゃあな!!」

「またね!!」

　ついでにおっぱい三人衆も消えました。

「ったく!!　女の価値は胸じゃねーっ!!　………………よな？」

　不安そうに上うわ目め遣づかいで聞くおおかみさんに、亮士さんは力強くうなずく。

「もちろんだとも!!」

　おお、亮士さん、男らしいです。

「それに……俺は脚あしフェチだからな。涼子の顔も性格もスタイルもなにもかも好きだが……特に脚は好きだな」

「亮士……えへへ」

　亮士くんの腕うでを抱だき、くっつくおおかみさん。

　いい話……なんですかねー？




　その後も二人は挨あい拶さつをして回り、そろそろパーティも終わるかという頃ころ、亮士さんとおおかみさんは、会場の隅すみに並んでパーティ会場を見回していた。

　もうすぐ終わりだというのに、どこもかしこも笑え顔がおであふれ、これぞハッピーエンドという光景で。亮士さんはその様子に思わずつぶやいた。

「……楽しいな」

「うん……楽しい」

　それに応こたえて、おおかみさんが微笑ほほえむ。

「この街に来たときは、こんな風に笑えるなんて思わなかった」

「…………」

「りんごに会って、仲間ができて、友達もできて……なにより、亮りよう士しに出会えた」

「…………」

「色々きついこともあったけど……オレは大だい丈じよう夫ぶだ。お前がいるからな。護まもってくれるんだろ？」

　照れたようにそう言うおおかみさんに、亮士さんは一いつ瞬しゆん見とれ……そして言った。

「…………もちろんだとも!!　お前が嫌いやだと言っても護ってやるさ……一生な」

「んにゃっ!?」

　おおかみさん、一生のところは予想外だったのか、変な声を上げました。

　まあ一生護るとかプロポーズも同然ですしね。

「……嫌か？」

「ううん……………………………………いい」

　相変わらずかっこいい亮士さんと、真っ赤な顔で瞳ひとみをうるうるさせているおおかみさん。

　見つめ合う二人。

　マジでいい雰ふん囲い気きです。独ひとり身みにはきつすぎる雰囲気です。

　ちくしょー!!　とか、もげろー!!　とか叫さけびたくなります。

　なんかもう、寂さびしい青春を送ってきた＆現在進行形で送っている人々には、致ち命めい傷になりそうな勢いです。なんなんですか、この不公平感。

　ここまでのいい雰囲気なんですから、このあとはキスでエンドロール……となるのが美しい流れなんでしょうが、ここはたくさんの人が集まった、クリスマスパーティの会場。

「おねえちゃ～ん。涼りよう子こちゃんが……私の涼子ちゃんが～」

「あらあら、りんごちゃん邪じや魔ましちゃダメよ～？　馬に蹴けられちゃうわよ～」

「だってだって～」

「寂しいのはわかるけど～、祝福してあげないとね～？」

「びえ～ん」

　二人が二人の世界を作っている間に、いつの間にか人だかりができてました。

「なっなに見てんだ、てめーら!!」

　おおかみさんが真っ赤な顔で叫ぶ。

　……ですが今いま更さらすぎますよね。

「いやいや、そんなこと言われてもね……ねえ、アリス君？」

「ええ、このような目立つ場所でいちゃついているんですから、むしろ見せつけているのかと思ってました」

　アリスさんの言葉がちょっときついのは、アリスさんがフリーだからでは決してありません。

「おおーすごいヨー」

　ぱしゃぱしゃ

「魔ま女じよさん、写真を撮とっちゃいけませんよ？」

　デジカメで二人を撮りまくっている魔女さんを、おつうさんは注意する。

　二人はマイペースですね……いや、おつうさんはちょっとほっぺたが赤くなってますね。二人のいちゃつきっぷりは、さすがのおつうさんもスルーできなかったようです。

「ブログに上げるヨー」

「…………ダメですよ？」

　おつうさんの言葉に、少し意味ありげな間がありましたが……ただの偶ぐう然ぜんですよね？

「ふふ、本当にお似合いの二人でございますわね、太た郎ろう様」

「ふっ、そうだな」

　そう言う乙おと姫ひめさんはなんだかつやつやしていて、浦うら島しまさんはなんだか色素が薄うすくなっていますが……どうしてこうなったのかは、言うまでもありませんよね。

　その他たくさんの人が集まっていて、おおかみさんと亮りよう士しさんを冷やかし……

「あっあっあっ」

　おおかみさんはあっという間に、茹ゆで上がります。しゅぽーっと、湯気が出てます。

「ちっ散れ散れ！　散れ[image: ～][image: ～]っ!!」

　というわけで、おおかみさんが暴れ出す。

「やっぱり、いやですの[image: ～][image: ～]」

　そんなおおかみさんに向かって、りんごさんが泣きながら突とつ撃げきしました。カオスです。

「涼りよう子こちゃ～ん」

「んなっ!?　おい、りんごっ!?」

「びえ[image: ～][image: ～]ん」

「泣くな！　抱だきついてくんな!!」

「いやですの!!　離はなれませんのっ!!」

　くっつき虫のごとく、おおかみさんにくっついて離れないりんごさん。

　すばらしいポジショニングで自分の身体からだを、亮士さんとおおかみさんの間に挟はさみ込みます。

「まあまあ、落ち着け赤あか井い……」

　それを見て、亮士さんが仕方ないやつだ……なんて苦笑しながら、りんごさんをなだめていると、その矛ほこ先さきがいきなり亮士さんに向きました。

「なに気取ってんですのよ、このスケコマシ!!　私のことを抱きしめたくせにっ!!」

「ぶっ!?」

　あまりの言葉に吹ふき出す亮士さん。

「抱きしめたくせにっ!!」

　大事なことなんで二回言ったりんごさんに、亮士さんはしどろもどろになる。

「あっあれは!!」

　亮りよう士しさんはまあ亮士くんなので、予想外のことが起こると、結構すぐぼろが出るようです。

　にしても、りんごさん、手段を選ばなくなってきましたね……りんごさんがラスボスになってどうするんですか。

　そんなこんなで、さあエンディングといったところで、修しゆ羅ら場ばが発生しました。

「亮士、お前……」

「いっいやあれは、赤あか井いが……」

「言い訳なんて、男らしくないですのよっ!!」

　いやでも、これはさすがに亮士さんが可か哀わい想そうですよね。

　りんごさんの言う抱だきしめたというのは、おおかみさんを助ける前、りんごさんが亮士くんに抱きついて『涼りよう子こちゃんを、助けて……』と言ったときのことですからね。

　そして、亮士さんは『…………任せてくださいっス!!』と、りんごさんを力づけようとしただけですからね。

　これぞまさしく、恩を仇あだで返すという行こう為い……りんごさんは最低です。

「そうなんですのよ、この男はそんな浮気野や郎ろうなんですのよ。だから涼子ちゃん、こんなやつのことは忘れて私と……」

「いや、それは話が別……って、どこ触さわってやがる!!」

「きゃんっ!!」

「ああもう、なんでこうなるんだよっ!!」

「涼子、落ち着け……ぐはぁ!?」

　いい雰ふん囲い気きが一気にコメディ化したことで、久々におおかみさんがキレました。

　一応、言っておきますが、今はプロポーズっぽい台詞せりふのあとです。

　間ま違ちがいなく一生ものになるであろう素す敵てきな思い出の直後です。

　そりゃおおかみさんもキレます。

「せっかく!!　せっかく!!」

　せっかくいい雰囲気だったのに、残念ですねー。ご愁しゆう傷しよう様です。

　にしても……なんというか……どうしましょう。

　………………まいっか。

　最後になんだか余分なシーンが挟はさまった気がしないでもないですが、そんなものは無視して、これ以上、収拾がつかなくなる前に話をまとめましょう。




　あーあー、ごほん。

　見ての通り、オオカミ少女は猟りよう師しにきっちり仕留められました。

　なので、噓うそつきオオカミ少女おおかみさんと、ヘタレな狩人かりうど亮士くん、二人のお話はこれでおしまいです。




「ええい、こうなったら森もり野の君、私と勝負ですの!!　涼りよう子こちゃんが欲しければ、私の屍しかばねを越こえて行きなさいですの!!」

「なんでだよ!!」

「……わかった。その勝負受けて立とう!!」

「わかるなよ!!　受けて立つなよっ!!」




　このあとの二人ですが、本人たちも周囲の人たちも、一ひと癖くせも二ふた癖くせもある人ばかりなので、騒さわがしく愉ゆ快かいで笑え顔がおの絶えない物語が繰くり広げられるのは確実です。




「勝負方法は山やまの手て線ゲーム、お題は涼子ちゃんの素す敵てきポイントで!!」

「望むところだ!!　涼子は誰だれにも渡わたさない!!」

「いいから、話聞けよ!!」

「なにっ!?　涼子さんのかかった山手線ゲームだと？　それなら俺も参加するぞ!!」

「私も!!」

「僕も!!」

「あちきも!!」

「アタシも!!」

「ウチも!!」

「オレ様も!!」

「なんで増えてるんだよ!!　男もダメだが、それ以上になんで女も混じってんだよ!!」

「空気を読んだヨー」

「こんなときばっか、空気読むなよ!!」

「いやあ、たくさんだねぇ……じゃあ、パーティの締しめくくりとして皆みなでやろうか？　もちろん賞品は大おお神かみ君で？」

「「「「「「「「賛成!!」」」」」」」」

「なっんっでっだっよっ!!」




　そして、その物語の中では、いつだっておおかみさんの隣となりには亮りよう士しくんが、亮士くんの隣にはおおかみさんがいることでしょう。

　と、いうわけで、オオカミさんと愉快な仲間たちの物語は、ここでいったん幕を下ろすことにしましょうか。




「ふっ、涼子大だい丈じよう夫ぶだ。このお題で俺が負けるはずないだろう!!」

「なにが大丈夫んだよ!!」

「なぜなら……この世で俺ほど、涼りよう子こを愛している人間はいない!!」

「なっ!?　こっこっこの、ばかーっ!!」




　こうして、

　毛皮を脱ぬいで、素す直なおでかわいい女の子になったおおかみさんと、

　一皮むけて、男らしく、そしてかっこよくなった亮りよう士しくんは、

　愉ゆ快かいで素す敵てきな仲間たちに囲まれながら、

　いつまでも、いつまでも、いつまでも、幸せに暮らしましたとさ。


おしまい
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　　　あとがき




　あ!!　六ヶ月ぶりじゃん!!　久しぶり～……とフレンドリーに始めてみた沖おき田た雅まさしです。……前書いたかもしれませんが、本の出る間かん隔かくが四ヶ月より延びたら、私がヘタれたせいです。超ちようすいません!!

　まあそれはともかく、この巻は超絶難産で、おいおい、ここまで締しめ切きりって延びるの？　限界突とつ破ぱしてね？　一月刊かんとか年末進行とかあるのに超やばくね？　という感じで、言い訳以外なにも出てこないので、さっさといつもの解説にいきましょう。……すいません。

　あ、そうそう重要な連れん絡らく事じ項こうが二つほど。『オオカミさん』アニメのＢｌｕ-ｒａｙ＆ＤＶＤが出てますので、それもよろしくお願いします。おおかみさんとか、いじめたくなるぐらいかわいかったですし、私も掌しよう編へん？　って感じですが、童話におおかみさんたちを逆輸入ーみたいなのを特典で書いてますので!!

　あと、いつかわかりませんが、うなじさんの画集が出るとか。それにも掌編っぽいものを書き下ろしているので、そちらもよろしくお願いします!!

　ではいつも通り、ネタバレ全開な解説にいきましょうー。




【亮りよう士しくんがデートに誘さそう話～元ネタ、アリババと40人の盗とう賊ぞく】

　とうとう亮士くんが覚かく悟ごを決めてデートに誘いました。超青春ですね……みたいな。

　でもって、紳しん士しの皆みなさんっていい人たちですよね、書きやすいですし……みたいな。

　そして黒ニーソっていいよね……みたいな。

　あと、亮士くんは馬ば鹿かやってるだけでなくて、実はがんばってるんだよ!!　みたいな。

　まあそんな感じのお話です。




【デートの話～元ネタ、いばら姫ひめ（眠ねむり姫）】

　文字通りデートの話。とうとうツンデレがデレました。

　何年か前の話ですが、いばら姫は最初別のキャラで考えてたんですよ。

　なんか色々あって、いばら姫はいばらを身にまとい、ツンツンして人を寄せつけず、王子様役の男の子ががんばってそのいばらを突とつ破ぱしてお姫様をデレさせて、キスしてハッピーエンド──と、そこまで考えたところで気がつきました。

　これ、おおかみさんと亮士くんじゃん。『オオカミさん』シリーズのテーマそのものじゃんと。というわけで、おおかみさんがいばら姫になりました。考えてみれば、おおかみさんの内面はかわいい女の子ですし、ぴったりですよね。

『オオカミさん』シリーズは、時々思いもしないところで、設定とかがかちっとはまったりするのが、おもしろいところです。

　そして、内容については……冬の遊園地ってセピア色ですよね、みたいな。

　しかも、いばら姫ひめのほうからキスするとか、逆じゃね、みたいな。

　まあ、亮りよう士しくんからキスをする絵え面づらが、まったく思い浮かばなかったからなんですが。

　にしても、キスシーンなんて昔なら恥はずかしいーとのたうち回ってたはずなのに、今は全然普ふ通つうに書けました。これは慣れなのか麻ま痺ひなのか成長なのか。




【最終話～元ネタ、オオカミ少年】

　登場人物ほぼ全員集合な最終回。ほぼな理由はさすがに全員はつれてこれなかったからです。ガスをばら撒まいてるので、犬はつれてこれませんでしたし。

　話としては、オオカミ少年の童話は知らない人はほとんどいないと思うので、噓うそつきオオカミ少女を皆みなが助けようとするみたいな感じになると、楽しいかなと思ったわけですよ。最後に仲間たちが大集合みたいなお約束は好きですしね。

　そんなわけで、皆集合になったんですが……出るからには皆さんに見せ場を!!　みたいなこと考えてたら、つじつま合わせやらでもう死ぬかと思いました。誰だれだよ、こんなにキャラ出した馬ば鹿かは!!　あの人どこー？　みたいなことを思った方もいるかもしれませんが、書かれてないだけで、たぶんちゃんといます!!　すいません!!

　バスとかは……細かいことは気にしない!!　この作品はフィクションであり云うん々ぬんという感じで!!　皆さんは法律を守りましょう。

　でもって、ラスボスの羊ひつじ飼かいさん戦。

　猟りよう師しが持ってる能力は、遠距きよ離り攻こう撃げき、罠わな、目がよい、夜よ目めが利きく、ストーキング、忍にん耐たい力、待まち伏ぶせ、犬、みたいな偏へん見けんがありまして、最後はそれらの能力をいい感じに使って、ラスボスに勝たせたいと思っていたわけですよ。

　そしたら、これまた難しい難しい。必死で脳みそを絞しぼり、どうにか矛む盾じゆんの出ないよう、しかもかっこよく、みたいな感じでなんとか書き上げましたが、完成して思ったのは……なんという中ちゆう二に病びよう。あまりの中二っぷりに、なんだか恥ずかしくなってきましたよ。

　キスシーンは恥ずかしくないのに、これはなんだか恥ずかしかった。

　ただ、恥ずかしさだけではなく、蘇よみがえってくるものもありました。

　あれです。あの頃ころ、寝ねる前やら通学途と中ちゆうやら授業中やらのときに、色々妄もう想そうしていたあの頃の感覚……つまり、私の心に眠ねむっていた中二の心が震ふるえていたのです。

　というわけで、そのままゴーとしました。いやそれどころか調子に乗って……。最後、おおかみさんと亮士くんが、みんなの前に現れるところとか、もう!!　もうっ!!

　で、最終話らしく、おおかみさんがとうとう完全に毛皮を脱ぬぎました。亮士くんに依い存ぞんしてると言ってもいいレベルになっちゃいましたが、弱くてただ護まもられる女の子ってのも、今時珍めずらしくていいかなと思うわけですよ。ただ王子様を待ってるだけのお姫ひめ様みたいな。なんだか、弱そうでも実は芯しんが強いみたいなヒロインが最近多い気がしますし。

　あと、病院のシーンで、亮りよう士しさんの真実が発覚しますが、これも結構前から決まってたり。『地じ蔵ぞうさんスピンオフ』で謎なぞの少年が登場した場面には、常におおかみさんもいたんですよね。そのためにわざわざりんごさんを、ソロで行動させた記き憶おくがあります。

　一人のときと、キレたときと、おおかみさんの前でだけかっこよくなるという、第二形態の亮士くんですが、最終形態の常にかっこいい亮士さんになるには、おおかみさんを食べる、結けつ婚こんする、子供ができるの、どれかを体験する必要があるはず。どれも男としての節目となるイベントだと思いますし。

　……まあ、たぶん、おおかみさんを食べたら、最終形態になるんじゃないですかね。

　くっ、亮士くんが常に亮士さん状態になったことで、おいしく食べられたことがみんなに即そくバレするおおかみさんとか書きたい……がダメか。二人きりのときは亮士さん状態なので、高校在学中は手を出さない気がするし。いや、おおかみさんから攻せめればいいのか？　いやいや、だめだ。宇う佐さ見みさんじゃあるまいし、ヒロインが男を襲おそうとか……。




【エピローグ～元ネタ、お約束な？】

　皆みな勢せい揃ぞろいの数日遅おくれのクリスマスパーティ。いいですよね、大団円って。

　ただキャラ多すぎですよね。おかげで思いの外長くなりましたよ。エピローグなのに。こんなにキャラ出したのどこの馬ば鹿かだよって感じですよね。

　例によって書かれてない人も、この場にはたぶんいます!!　すいません!!

　まあ、わいわいがやがやしてるので、書いてて楽しかったです。

　そして、このお約束でありがちな大団円なエピローグで終わってもまったく問題ないんですが、『オオカミさん』シリーズはもう一冊さつだけ続きます。

　前にも書きましたが、内容はヤマなしオチなし意味は自己満足と読者サービスという、おおかみさんたちのその後の物語。

　おおかみさんと亮士くんが、ただいちゃついてるだけという感じになると思うので、大きな盛り上がりは期待しないでください。その代わり……胸焼けを起こさせるような感じの話を書ければいいなと思います。

『オオカミさん』シリーズはおおかみさんたちが一年生のときの話ですが、残りの少ない期間でもバレンタインとかありますしね!!　そういえば、バレンタインを２月24日と書いた作家がどこかにいるらしいですよ!!　アホですよね!!

　あとは、りんごさんが情じよう緒ちよ不安定になってるので、そのへんのフォローとして、りんごさんヒロインの話を書くはず。……たぶんですが。




　では、この本が出るにあたり、お世話になった皆みな様へのお礼を。

　担当の高たか林ばやしさん粂くめ田たさん、『オオカミさん』シリーズがここまでこれたのも、お二人の力があってこそです。ありがとうございました。あと少しですがよろしくお願いします。

　イラストのうなじさん。いつも素す敵てきなイラストをありがとうございます。うなじさんの描かく素敵なおおかみさんたちを見れるのもあとわずかになってきました。名残なごり惜おしいですが、最後までよろしくお願いします。

　この本が出るにあたりご尽じん力りよくくださった皆様、今回はもう今までに輪をかけてご迷めい惑わくをおかけしたと思います。本当にすいませんでした、そしてありがとうございます。

　最後に、この本を読んでくださった皆様、本当に、本当にありがとうございました。皆様のおかげで、『オオカミさん』シリーズは書きたいことを書ききって、いい感じに終われそうです。ここまでこれるとは正直思いもしませんでしたが……それもこれも、読者の皆様がついてきてくださったおかげです。

　あと一冊さつになった『オオカミさん』シリーズですが、読み終わったあとに楽しい気分になれるお話を目指し、いつものシリーズらしい感じで終わるつもりなので、最後までお付き合いいただけると幸いです。それでは。


沖おき田た　雅まさし
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沖おき田た 雅まさし

[image: ↓]黄金比、まあツンとデレの一番美しい比率のことですが、これという答えはないようです。りんごさんの理想の比率は７：３ですし、私的黄金比は９：１……いや、８：２も捨てがたい……比率は変われどツンデレって素晴らしいものですね！
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イラスト／うなじ

広島在住イラストレーターという名の無職ひきこもりな状態もいいけど、物語の終わりは私も放っておいてはくれません。愉快な御伽花市の面々ともひとまずお別れ。結構淋しいこれ！
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